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原子力規制を監視する市民の会「新安全基準監視プロジェクト」

アドバイザリーグループ意見書

前文

原子力規制委員会・新安全基準検討チームは、2 月 6 日、「新安全基準（設計基準）

骨子案」および「新安全基準（シビアアクシデント対策）骨子案」をまとめ、パブリック

コメントを募集中である。それに応じて、われわれ上記アドバイザリーグループは、本文

に示すようなコメントをまとめた。これらの意見を骨子案改訂に反映していただくことを

規制委員会に求める。

１． 新安全基準検討チームが発足してからわずか 3 か月余り、過密な審議日程で、こ

れら骨子案が作成されたが、あまりにも拙速すぎる。この骨子案をもとに法制化を

進め、7 月には新安全基準に沿って、事業者から原発再稼働の申請を受け付けるとい

うスケジュールだと報道されている。再稼働ありきの審議はやめていただきたい。

福島原発事故を起こした反省(すなわち、事故原因究明)に立って、事故再発防止策と

しての新しい安全基準を作るのであれば、じっくり腰を据えて検討し、抜け落ちの

ない万全な新安全基準案を、少なくとも３、４年はかけて練り上げるべきではなか

ろうか。

２． このような拙速審議の結果、新安全基準骨子案と旧安全指針類（立地審査指針、

安全設計指針、耐震設計指針、安全評価指針、重要度分類指針）との相互関係が不

明確なままである。立地審査指針との関係については、「原子炉立地審査指針の要求

内容の新基準における整理（案）」という 1 枚紙が示されたのみである（第 9 回検討

チーム会合資料 3、2013 年 1 月 11 日）。旧来の安全評価指針や重要度分類指針の検

討もまた、ほとんどなされていない。これらの旧指針類は、一体となって安全基準

を構成する。その機能に欠陥があったことが認識されているのであるから、新しい

安全基準は、旧指針類のすべてを総体として検討したうえで、再構築すべきもので

ある。

総体としての把握が不十分なことは、骨子案にある「シビアアクシデント」とい

う用語ひとつとっても、従来使われていた「重大事故」あるいは「仮想事故」との

関係が不明確で混乱していることに現れている（詳細は本文のコメント参照）。

３． 新安全基準を「設計基準」と「シビアアクシデント対策」とに分け、それぞれ別

のものとして基準を作成しているが、そのような区分が適切かどうか疑問である。

安全を確保する基本は、設計基準において、炉心の著しい損傷あるいは格納容器の

閉じ込め機能喪失というような重大な事故が起こらないように最善を尽くす、その

ように設計基準を作り直すことではないのか。

今回の二本立て安全基準案では、設計基準の大幅な見直しはなされていない。例

えば、福島事故を起こしたマークⅠ型格納容器が欠陥設計ではなかったのか、とい

うような、根本的な検討がなされていない。設計基準と切り離したシビアアクシデ

ント対策として、付加的な安全対策が導入されているに過ぎない。設計の基本に立

ち返れば、不十分なものと言わざるを得ない。
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福島原発事故という、旧指針で定義した「重大事故」や「仮想事故」をはるかに

超える大事故が起きたのであるから、それを防げなかった設計基準(旧安全設計審査

指針等)こそを抜本的に見直すべきである。シビアアクシデント対策として示されて

いる「可搬代替設備」や「恒設代替設備」は、設計基準に取り込んできちんと安全

評価をおこない、設置すべきものであると考える。

このように考えると、そもそも、新安全基準が福島事故の教訓を十分に踏まえて

作成されているのかどうか、その教訓は部分的にしか反映されていないのではない

かという疑念につき当たる。福島事故は、安倍首相も明言したように、未だ収束し

ていない。事故原因についても、東京電力が、1 号機建屋は暗闇だという虚偽説明で

国会事故調の現場調査を妨害した事実も明らかになり、再調査が必要になっている。

1 号機非常用復水器(IC：Isolation Condenser)配管が津波以前に地震で破断してい

たのではないか、１号機と様相の異なる 3 号機爆発はどういうプロセスで起こった

のか、水素爆発に続く使用済燃料プールでの核爆発は否定できるのか、などの原因

究明なくして万全な安全基準は作れないはずである。新安全基準の策定はしばらく

待つべきである。

４． 「新安全基準（設計基準）骨子案」には、本文で具体的に指摘するように、数多

くの問題点や不備がある。具体性がなく、多様な解釈が可能な用語（「適切な」、「一

定時間」、「まれ」と「極くまれ」など）が頻出している。

もっとも基本的な欠陥は、旧指針の「単一故障の仮定」が変更されていないこと

である。福島事故にみられるように、外的事象（自然現象、人為事象）では、安全

系に関わる複数の設備・機器が同時に機能を失う現実的な可能性がある（共通原因

故障）にもかかわらず、このことが設計基準に反映されていない。

福島原発事故の引き金を引いた、外部電源喪失についての対策も不十分である。

まったく独立した二系統での電源供給を骨子案が求めているのは一歩前進である

（事業者は、この程度の負担増にすらヒアリングで注文をつけ、安全対策を値切ろ

うとしている）が、外部電源は重要度分類のクラス１に格上げし、最高レベルの耐

震性を確保すべきである（現状は、一般産業施設と同じクラス 3 である）。原子力規

制委員会は、技術的に可能な安全対策はすべて実施するよう求めるという姿勢を明

確にすべきである。

そのほかの具体的コメントは、本文に記す。

５． 「新安全基準（シビアアクシデント対策）骨子案」については、シビアアクシデ

ント対策が設計基準と切り離されているところが、まず、問題である。シビアアク

シデント対策として求められている「可搬式代替設備」や「恒設代替設備」につい

て、安全評価基準を作り、その機能が十全に働くかどうかの信頼性を検証すべきで

ある。

もっとも重要な問題点は、シビアアクシデント対策の中心が、電源車や消防ポン

プなどの可搬設備に置かれていることである。「恒設代替設備」は、「可搬式代替設

備により必要な機能を確保できる場合であっても、更なる信頼性向上を図るため、

原則として、恒設代替設備を設置すること」（骨子案、9 ページ）とあるように、第

二義的に扱われている。「特定安全施設」の多くも同様である。検討チーム会合に出

された一覧表（第 7 回会合資料１、2012 年 12 月 20 日）では、BWR のフィルタ・ベ

ント装置以外は、すべて「更なる信頼性向上を図るため」の設備とされている。
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安全基準は、現在の技術によって可能な対策はすべて実施するという原則に立つ

べきである。「更なる信頼性向上を図るため」という文言は、将来的に、新たな科学

的知見や技術の向上があった場合に、それを取り入れた対策をおこなうという場合

にのみ使うべき言葉であって、時間がかかるから当面後回しにしてよいという再稼

働を急ぐための方便として使うべきでない。「更なる信頼性向上を図るため」および

「原則として」という表現は削除し、恒設設備を安全対策の必須の条件とすべきで

ある。

そのほかの具体的問題点については、本文でコメントする。

６． 以下に記載する本文のコメントを執筆したのは、原子力規制を監視する市民の会

「新安全基準監視プロジェクト」にアドバイザーとして参加した専門家グループで

ある。われわれは、個人としてもパブリックコメントを提出しているが、それらを

整理して系統的にまとめたのがこの意見書である。

規制委員会検討チームがまとめた二つの骨子案は、従来、事業者の言いなりに策

定されたため、きわめて不備であった過去の安全指針類にくらべれば、一歩前進で

ある。しかし、抜本的な改定はなされておらず、問題点が数多くある。「世界最高レ

ベルの安全対策」などと評価する論調も見られるが、欧米の安全基準が万全なもの

であるなどとは言えまい。それ以前に、欧米安全基準との対比資料を国民の前に提

示していない。まして、地震国日本にあっては、他の国々より厳しい対策がなされ

るべきなのは当然である。このような拙速に作られた新安全基準にもとづく再稼働

は、決して認められるべきではないと考える。

一方で、安全対策をさらに値切って再稼働に持ち込もうとする事業者や原発業界

の動きが強まっていると聞く。安全対策を簡便なもので済ませたり、将来に引き伸

ばそうとしたりしている。そのような立場からのパブコメも多く寄せられるであろ

う。「政治がどう言おうと、それにとらわれず、科学的技術的判断をする」と述べた

田中俊一規制委員会委員長の姿勢が揺らぐことのないよう強く求める。規制委員会

は、日本と世界の人々の将来を憂慮している多くの市民の声にこそ耳を傾けるべき

である。

青木 秀樹 （弁護士）
井野 博満 （東京大学名誉教授、元ストレステスト 意見聴取会委員）
小倉 志郎 （元東芝 原発技術者）
小川 正治 （プラント技術者の会）
川井 康郎 （プラント技術者の会）
黒田 光太郎（名城大学教授）
後藤 政志 （元東芝 原発設計技術者、元ストレステスト意見聴取会委員）
滝谷 紘一 （元原子力技術者、元原子力安全委員会 事務局技術参与）
只野 靖 （弁護士）
田中 三彦 （元原発設計技術者、元国会福島原発事故調査委員会委員）
筒井 哲郎 （プラント技術者の会）
内藤 誠 （現代技術史研究会）
長谷川 泰司（プラント技術者の会）
藤原 節男 （元三菱重工 原発設計技術者、元原子力安全基盤機構検査員）



原発新安全基準骨子案への意見（全般）： 原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見および理由

【滝谷紘一】「安全評価審査指針」「立地審査指針」「重要度分類審査指針」について、福島第１原発事故の教
訓を踏まえた見直しを行った上、新安全基準に組み入れて委員会規則とすること。

原子炉等規制法では、（施設の使用の停止）第四十三条の三の二十三に、『原子炉規制委員会は原子炉施設の位
置、構造若しくは設備が第四十三条の三の六第一項第四号の基準に適合していないと認めるとき、（中略） 当
該原子炉施設の使用の停止、改造、修理又は移転、運転の方法の指定その他保安のために必要な措置を命ずるこ
とができる。』とある。（いわゆるバックフィット条項）

ここに記された基準とは、該当条項に「原子炉施設の位置、構造及び設備が（中略）原子炉による災害の防止上
支障のないものとして原子力規制委員会規則で定める基準に適合するものであること」とあり、新安全基準を指
すことは明らかである。

現行では、原子炉施設の位置、構造及び設備が原子炉による災害の防止上支障のないものかどうか審査するにあ
たり制定された基準が「安全設計審査指針」と【意見】欄に記した３指針である。従って、これら３指針を「安
全設計審査指針」とともに新安全基準に組み入れて委員会規則に定めなければ、原子炉等規制法を遵守しないこ
とになる。

【青木秀樹】新安全基準として必要な基準は今回の３案だけではなく、多岐に渡るのであるから、案の全体像を
提示して意見を求めるべきである。

原子力規制委員会設置法に係る法改正により、これまで原発に関する規制が、原子炉等規制法と電気事業法に分
かれていたが、これを原子炉等規制法で統一して規制することになった。

旧安全基準体系は、原子炉等規制法、安全指針類、電気事業法、省令62号、エンドースされた学協会規格で規制
されていた。今回、原子力規制員会新安全基準検討チームで検討され、意見募集されたものは、上記の基準のう
ちの安全指針類（約６０ある）のうちの、安全設計審査指針、耐震設計審査指針にかかる基準と、安全評価指針
の一部に係る基準、そして新たに策定するシビアアクシデントに係る基準に過ぎない。

基本的な指針のうち、立地指針、安全評価指針の残余の部分、重要度分類指針は手つかずであり、省令62号、膨
大な学協会規格の検討も行われていない。

原子力規制員会は、統一的に原発の安全性を確保することが求められており、その職務遂行のために必要な安全
基準は、全体が明らかにされなければ果たして安全確保に遺漏がない基準か否かの判断をすることができない。

新安全基準検討チーム第2回会議において、基準策定の方針として「安全指針類の基本的な指針（立地指針、設計
審査指針、安全評価指針及び線量目標指針）以外のものについては、当面、設置許可基準の解釈を定める文書
（原子力規制委員会内規）において引用することにより活用する。来年7月以降（新設置許可基準の施行後）、記
載内容のアップデート等に係る検討を行い、新たに原子力規制委員会の文書として策定する。その際、原子力規
制員会規則を満たす容認可能な実施方法について、適切な学協会規格が策定される場合は、技術評価を行った上
で、原子力規制委員会内規において引用することにより活用する」と記載している。この策定方針に従って今回
意見募集を求めた新安全基準骨子案は、設計基準、シビアアクシデント対策、地震・津波のわずか３つに過ぎな
く、原子力規制員会内規にあたる「要求事項の詳細」も「基本的要求事項」を理解するには全く不足した内容で
ある。

このような状態で、意見募集をすることは、不足した情報の下で評価を求めるものであり、真剣に意見を求める
態度ではない。

新基準の是非を判断できるように、安全基準の全体像を明らかにして意見募集すべきである。

【滝谷紘一】前書きをつけて、新安全基準と現行の安全審査指針類との関連づけが明確に分かるように、法律－
規則－指針類の構成体系を記すこと。

「新安全基準骨子案」に対する意見募集の案内（委員会ホームページ）上に、『なお「原子力委員会規則案」(条
文案)としてのご意見募集については、今後、別途実施します』とあることから、本骨子案をもとに規則(省令)が
作られようとしていることは分かる。しかし、新安全基準が現行の指針類の何と何をカバーして規則に格上げす
るのか、その後の指針類はどのような扱いになるのか(見直されるのか、廃止されるのか、規則にするのか、その
下位にあたる指針のままにするのかなどを含め)、法規的な構成体系がわからない。まず、このことを明示する必
要がある。具体例を挙げれば、（設計基準）骨子案では、【基本的要求事項】ごとに「安全設計審査指針 指針
○○に相当」との表記があるので、このことから現行の「安全設計審査指針」を見直して規則に格上げし、現行
の「安全設計審査指針」は廃止しようとしていることは分かる（この理解が正しいのかどうか、一抹の不安も残
るが）。しかし、「4.安全評価」においては、（１）安全評価の【基本的要求事項】として「安全評価審査指針
の4.1と4.2の判断基準が転記され、その末尾に「（安全評価審査指針に相当）」とあるだけ、という極めて簡単
な記述にとどまっている。現行の安全評価審査指針は見直されて新安全基準に組み込まれ、規則にされるのかど
うか、規則にしないのならばその理由は何かを明示する必要がある。また、安全評価に密接に関連する「重要度
分類指針」、「安全解析に関する気象指針」「ECCS性能評価指針」、「立地審査指針」など諸指針類の取り扱
い、位置づけが明らかでないことも問題である。

指針類の関
係性

3

新安全基準
策定の方針

1

2

法律－規則
－指針の構
成体系

全般的な意見（新安全基準） 1 / 6



原発新安全基準骨子案への意見（全般）： 原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見および理由

【青木秀樹】設計基準事故の原因を内部事象に限定した安全設計評価を改め、自然現象等外部事象を原因とする
設計基準事故評価もいれた基準を策定すべきである。

１ 現行の安全評価指針における設計基準事故の原因は内部事象を指し、自然現象あるいは外部からの人為事象
は除かれている

安全評価指針における安全設計評価については次のように記述されている。

「評価すべき範囲」は、「運転時の異常な過渡変化」と「事故」であるが、これらの状態を、ある限られた数の
事象の解析で適切に包絡するためには、評価すべき事象を適切に選定する必要がある。

ここでいう「運転時の異常な過渡変化」及び「事故」は、その原因が原子炉施設内にある、いわゆる内部事象を
さし、自然現象あるいは外部からの人為事象については、これらに対する設計上の考慮の妥当性が、別途「安全
設計審査指針」等に基づいて審査される。これら内部事象は、おおむね「重要度分類指針」にいう異常発生防止
系（ＰＳ）に属する系統、機器等の故障、破損あるいはこれにかかる運転員の誤操作等によるものである。これ
らのうちから、原子炉施設の安全設計とその評価にあたって考慮すべきものとして抽出されたものを、「設計基
準事象（ＤＢＥ）」と呼ぶ。

一つのＤＢＥと、これに関連する主として異常影響緩和系（ＭＳ）に属する系統、機器等の動作の状況、電源の
状況等を組み合わせたものが、安全設計評価における「評価すべき事象」である。

安全機能については単一故障指針をとり、異常状態に対処するために必要な機器の一つが単一の原因によって所
定の安全機能を失うことを仮定する。従属要因に基づく多重故障も含む。

２ 異常状態の原因を内部事象に限定した安全評価指針は欠陥指針である

上記の現行の安全評価指針の決定的な欠陥は、設計基準事象の抽出、安全機能の仮定に、自然現象等の外部事象
の考慮がなされていないことである。

事故は、様々な原因があり、事故の進展過程も様々である。福島原発事故は自然現象による事故であり、これを
除外した安全設計評価は、安全評価の対象とする事象が、考えられる事象の一部に過ぎず、安全評価指針として
欠陥があり、安全性は確保されない。
３ 新安全基準における設計基準事故は変更されないのは欠陥を是認することである

新安全基準検討チーム第2回会議において、「設計基準の定義については、今回の設置許可基準の策定作業におい
て見直すことはせず、従来どおりの定義とする」として、上記の安全設計評価指針の解説を掲げており、「その
原因が原子炉施設内にある、いわゆる内部事象をさす」ことの変更をしていない。

自然現象を原因とする事故であれば、多数の機器に同時に影響を及ぼすのであるから、異常状態に対処するため
の機器の一つだけが機能しないという仮定は非現実的であり、一つの安全機能にかかる全ての機器がその機能を
失うことを仮定して安全評価がなされる必要がある。

福島原発事故で起きた全電源喪失は、単一故障の仮定では起きないことであり、このような全電源喪失が起きて
も炉心冷却が可能なような設計がなされていなければ、安全な設計とはいえない。

今回の新安全基準は、福島原発事故の知見を取り入れないで、旧来のまま事故原因を内部事象に限定して、その
結果単一故障の仮定で安全評価をすればよいとしており、重大な欠陥がそのままである。

【青木秀樹】単一故障の仮定だけでは安全性は確保されない。共通原因故障も仮定した設計基準事故を想定して
新基準を策定するべきである

旧安全設計審査指針９．信頼性に関する設計上の考慮では、「重要度の特に高い安全機能を有する系統は、その
系統を構成する機器の単一故障の仮定に加え、外部電源が利用できない場合においても、その系統の安全機能が
達成できる設計であること」とされている。

しかし、この単一故障の仮定では、共通原因故障に対応した安全性確保ができない。単一故障の仮定は、機器の
多重性又は多様性及び独立性により安全が確保されるという考え方と表裏をなすものであるが、機器の多重性又
は多様性及び独立性があったところで、全てが同時に故障することがあり、その場合にも安全性確保を考えなけ
ればならない。設計基準に共通要因故障を取り入れなければならない。
新安全基準検討チームでも、第4回会議において、「これまで、多重性又は多様性が要求される重要度の特に高い
安全機能を有する系統は、基本的に多重化による対応がとられていると考えられる。東京電力福島第一原子力発
電所事故から、設計基準を超える津波に対する最終ヒートシンクの喪失等の特定の機能喪失モードに対しては、
位置的分散による独立性の確保だけでアは不十分であり、代替電源設備（空冷ガスタービン発電機）、代替ヒー
トシンク設備（フィルターベント）などといった多様性を備えた代替手段を要求する必要がある。したがって、
多重性又は多様性を選択する際に、共通要因による機能喪失が、独立性のみで防止出来る場合を除き、その共通
要因による機能の喪失モードを特定し、多様性を求めることを明確にする」として共通要因故障の一部を設計基
準に取り入れ、「ただし、共通要因又は従属要因による機能喪失が独立性のみで防止出来ない場合には、その共
通要因又は従属要因による機能の喪失モードに対する多様性及び独立性を備えた設計であること」と規定してい
た。ところが、今回の意見募集においては、共通要因故障を設計基準に取り入れていない。
「共通要因による機能の喪失モードを特定し、多様性を求める」だけでは不十分であるが、多重性では安全を確
保できないこと、多様性でも安全性が確保できない場合を探求し、それに対する方策をどのようにすべきかを検
討ためには必須の基準である。

共通用故障を設計基準に取り入れていない不備を認めておきながら、単一故障の仮定で設計すればよいとするこ
とは、安全基準として、また、意見募集案として、到底容認できるものではない。

6
異常な過渡
変化

【滝谷紘一】「運転時の異常な過渡変化及び設計基準事故」を現行の「安全設計審査指針」通りの「異常状態」
に改める。
骨子(案) 1. 総則 (1)用語の定義 ①１）及び２）の表現では、重大事故(＝炉心の著しい損傷の事故)が入っ
ておらず、安全機能の定義として抜け落ちている。

設計基準事
故

4

5

設計基準事
故
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原発新安全基準骨子案への意見（全般）： 原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見および理由

【青木秀樹】安全確保のための安全指針として第一に重要なのは、「放射性物質の環境への多量の放出を確実に
防止する」という3層までの安全規制である。従って、設計基準事故の対象を拡大して安全指針を強化すべきであ
る。

多重防護の思想は、多重防護で安全が確保されると考えるべきではなく、多重防護をしなければ、直ちに危険が
現実化すると考えるべきである。

福島原発以後、日本はこれまでは３層までの安全規制をしていなかったが、５層までの安全規制をしなければな
らないと言われている。①異常の発生を防止する。②何らかの原因によって異常が発生した場合でも、それが拡
大することを防止する。③異常が拡大してもなお放射性物質の環境への多量の放出という事態を確実に防止す
る。これが福島原発事故以前に言われていた３層の多重防護である。さらに④シビアアクシデント(過酷事故)対
策、⑤防災指針を作るとされている。

しかし、５層まで作れば安全ということではない。いずれの層も破られることを前提に考えられており、５層ま
で安全策を講じないと、リスクが直ちに現実化するということである。

そして、安全規制で重視しなければならないことは、放射性物質の環境への多量の放出を確実に防止するという
３層までの安全規制である。

シビアアクシデント(過酷事故)対策は必要ではあるが、シビアアクシデント(過酷事故)対策は設計における安全
確保が功を奏さなかった場合の対策であって、本来の安全確保策に対して補助的な地位を占める対策である。ま
た、多種多様な展開が予測されるシビアアクシデント(過酷事故)のすべてのシナリオに対応し、必ず効果を上げ
られるということを論証することもできない。このように、その効果は、本来の安全確保策に比べれば限定的で
ある。

従って、シビアアクシデント(過酷事故)対策を十分に行えば安全が確保される訳ではないことを認識すべきであ
り、シビアアクシデント(過酷事故)対策を法規制すれば安全が確保されると言うならば、それは新たな安全神話
を作ることである。

安全確保のための安全指針として第一に重要なのは、「放射性物質の環境への多量の放出を確実に防止する」と
いう３層までの安全規制である。これに関する指針類について指摘した前記の欠陥を改訂しなければならない。

この改訂をしないで、その結果発生する重大事故はシビアアクシデント(過酷事故)対策で対応すると言う考え方
は誤りであり、そのような構造の安全指針では原子炉の安全は確保されない。

従って、設計基準事故の対象を拡大して安全指針を強化しなければならず、設計基準事故をそのままにして、シ
ビアアクシデント(過酷事故)対策で危険性が回避できるなどと考えることは誤りである。

【青木秀樹】立地審査指針を改訂し、原発の不適立地を確実に排除できる基準にすべきである。

１ 立地審査指針は事故が起きることを前提にして立地の適否を判断する指針である
立地審査指針は、万一の事故の場合でも公衆の安全を確保できるような立地であるか否かを判断する指針であ
る。原則的立地条件①の「大きな事故の誘因となるような事象が過去においてなかったことはもちろんである
が、将来においてもあるとは考えられないこと」は当該立地の環境に関する全ての事象を対象としていると解さ
れ、原子炉施設が外的事象によって大きな事故が引き起こされることがないような場所に立地されることを要求
していると解される。

外的事象に関しては、安全設計指針において、「指針２：自然現象に対する設計上の考慮」「指針３：外部人為
事象に対する設計上の考慮」が規定され、地震・津波に関しては、耐震設計指針が規定されているが、それらは
安全性を確保するための設計指針であるのに対し、立地指針における上記立地条件は、立地環境そのものの適否
を定めている。

この立地条件①を素直に読めば、例えば何億年も安定した地盤で、大地震も大津波も火山活動も大型台風の襲来
も無しというような安全な自然環境の土地であることが求められていると考えるべきである。

２ 判断基準が不明確である。

しかし、安全な立地条件であることを具体的に判断する指針とするためには、大きな事故とはどのような事故
か、誘因となる事象とはどのような事象か、過去とはどの範囲を指すのか、を明らかにする必要があり、また、
将来においてもあるとは考えられないとは、どのようにして判断するのかも明らかにする必要がある。

現在は、これらの内容が定められておらず、この立地条件を満たしているか否かの判断ができない状態である。
全ての設置許可がなされた原発は、立地指針による審査がなされていることになっているが、指針に欠落がある
状態で審査されたものであり、各原発は実際には何ら立地の適否が判断されていない。

３ 不適地が立地から排除できる指針でなければならない。

福島原発事故で明らかになった福島第一原発の立地は、例えば貞観地震のように、過去において大きな事故の誘
因となるような事象があり、東北地方太平洋沖地震のように、将来において大きな事故の誘因となるような事象
が発生する立地であり、明らかな不適地であった。その立地が不適地であることを見逃すことを可能にしたの
は、立地条件で審査すべき内容が欠落しているからである。

立地が不適地であることを見逃さずに判断できる基準を具体的に策定すべきである。

多重防護7

立地指針
原発の不適
立地

8
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原発新安全基準骨子案への意見（全般）： 原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見および理由

【青木秀樹】立地審査指針における原子炉と公衆の離隔達成目標は、最低でも福島原発事故による放射能拡散の
現実を踏まえ、これを包含できる離隔を実現できるように、立地指針、安全評価指針の立地評価を改訂した基準
を策定すべきである

１ 立地指針により達成すべき目標とこれまでの間違った運用
立地指針により達成すべき目標としては、

ａ 敷地周辺の事象、原子炉の特性、安全防護施設等を考慮し、技術的見地からみて、最悪の場合には起こるか
もしれないと考えられる重大な事故（以下「重大事故」という）の発生を仮定しても、周辺の公衆に放射線障害
を与えないこと

ｂ 重大事故を超えるような技術的見地からは起こるとは考えられない事故（以下「仮想事故」という）の発生
を仮想しても、周辺の公衆に著しい放射線災害を与えないこと

ｃ 仮想事故の場合には、集団線量に対する影響が十分に小さいこと
が掲げられ、審査対象とされている。

この目標達成のために、重大事故の場合を想定してある距離の範囲を非居住区域にすること、仮想事故の場合を
想定して非居住区域の外側のある距離の範囲を低人口地帯にすること、原子炉施設が人口密集地帯からある距離
だけ離れていること、が必要とされている。

ある距離の範囲に放出される放射線量のめやす線量は、
重大事故の場合は 甲状腺（小児）に対して 1.5Ｓｖ 全身に対して 0.25Ｓｖ
仮想事故の場合は 甲状腺（成人）に対して 3Ｓｖ 全身に対して 0.25Ｓｖ
であり、これ以下にならなければならないとされている。
そして、「立地指針で規定している『非居住地域』『低人口地帯』の範囲は、わが国の原子力発電所のほとんど
全ての場合、原子炉施設の敷地内に包含されているので、設置許可上必要な原子炉の安全性は、原子炉施設の敷
地内で確保されている」（安全審査指針の体系化について平成15年2月原子力安全委員会）と解釈され、運用され
てきた。
２ 福島原発事故の現実と矛盾

しかし、福島原発事故で明らかになったことは、立地評価において想定されている事故が過小であり、現実に
起きた重大事故では、これらの離隔要件が満たされていなかったということである。

すなわち、福島原発事故において福島第一原発の敷地境界における2011年4月1日～2012年3月末日までの１年間の
積算線量で一番値が高かったモニタリングポストの線量は0.956Ｓｖであり、めやす線量0.25Ｓｖを遥かに超えて
いる。
しかも、福島原発事故のこの積算線量は、事故直後の非常に高い線量が除かれた数値であり、実際は更に高い線
量である。

また、仮想事故において想定されている放射性物質の放出量は、例えば大飯原発では、ヨウ素が120テラベクレル
（1.2×1014ベクレル）、希ガスが8500テラベクレル（8.5×1015ベクレル）であるのに対し、福島第一原発事故
では、ヨウ素131が160ペタベクレル（1.6×1017ベクレル）、希ガスのキセノンが11エクサベクレル（1.1×1019
ベクレル）で、一千倍から一万倍もの高濃度の放射性物質が実際に放出されている。他の原発で想定されている
仮想事故における放射性物質の放出量は、押し並べて極端に少ない。

３ 前原子力安全委員長も誤りを認めた

これは、「例えば立地指針に書いていることだと、仮想事故だといいながらも、実は非常に甘々な評価をして、
余り出ないような強引な計算をやっているところがございます」「敷地周辺には被害を及ぼさないという結果に
なるように考えられたのが仮想事故だと思わざるを得ない」（国会事故調における班目春樹元原子力安全委員会
委員長発言会議録第４号８、９頁）からであり、指針における重大事故、仮想事故の評価の仕方が誤っているの
である。
この重大事故、仮想事故は、安全評価指針において規定されている。最低でも福島原発事故を想定できない事故
評価は誤りであり、安全評価指針を改正した上で、全ての原発の立地評価をやり直す必要がある。
４ 安全評価指針における事故想定の過小性
安全評価指針における事故想定が過小となっている理由は、以下の点に求められる。

第一に、仮想事故で想定されている事故例が少なすぎ、重大な事故が除外されている。ＢＷＲで想定されている
事故は、原子炉冷却材喪失、主蒸気管破断の二つだけで、ＰＷＲで想定されている事故は、原子炉冷却材喪失、
蒸気発生器伝熱管破断の二つだけである。福島原発事故では、格納容器が破損している。少なくともこの想定を
していない指針は過小である。さらには、2011年3月14日11時01分の福島３号機爆発の場合、水素爆発に止まら
ず、使用済燃料プール核爆発の可能性も指摘されている。

第二に、その少ない事故例における事故の進展過程の想定において、放射性物質が外部に放出しないように安全
設備が働くという仮定をおいているので、当然に少ない放射性物質の放出に抑えられている。例えば、原子炉冷
却材喪失事故において「原子炉格納容器から原子炉建屋内に漏えいした核分裂生成物は、原子炉建屋内非常用ガ
ス処理系で処理された後、排気筒より環境に放出されるものとする」という仮定がなされている。福島原発事故
からすれば非現実的で、過小評価を導くための仮定である。

重大事故、仮想事故の過小評価を改めた安全評価指針に見直した上で立地評価を見直すべきである。

【滝谷紘一】パブリックコメント募集期間は、１ヶ月以上にすべきである。

「新安全基準」は原発事故を防ぐ上で国民一人ひとりの命や安全に関わる問題です。３週間程度のパブリックコ
メントの期間は、パブリックコメント募集を知り、その中身を検討し、意見にまとめる上であまりに短すぎる。
行政手続法で定められた原則１ヶ月以上の適用を求める。

策定スケ
ジュール

10

立地指針
離隔達成目
標

9

全般的な意見（新安全基準） 4 / 6



原発新安全基準骨子案への意見（全般）： 原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ
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【青木秀樹】新基準策定のスケジュールを本年７月１８日までとしないで、新基準策定に必要な時間は十分にこ
れをかけて策定するべきである。

福島原発事故で明らかになったのは、地震・津波の対策が不十分であったという事実だけではなく、日本の原子
力安全規制全体が世界から数十年単位で取り残されていたという事実でもある。

従来の指針類は、質・量ともに欧米の水準には遠く及ばないものであった。巨大複合機械で重大な潜在的危険性
を有する原子力発電所の安全性を「世界最高水準」にまで高めるために必要不可欠な指針類の改訂が、わずか１
年程度で行えるはずがない。そして指針類の一つである2006年9月19日付耐震設計審査指針は、2001年7月に調査
審議を開始し、改訂に約５年の歳月を要している。従って、全ての指針を全面的に改訂するのには長期間を要す
ることは明白であり、現在の策定スケジュールでは絶対的に時間が不足していることは明らかである。

2013年7月までの指針改定の形式を整えることを自己目的化するのではなく、必要な改訂はそれに見合う必要な時
間をかけて行うという基本方針を確立し、拙速な指針改定のタイムスケジュールを白紙に戻すべきである。

【滝谷紘一】もっと時間をかけて丁寧に検討を進めること。必要ならば２年でも３年でも費やして進めるべきで
ある。

検討チームの審議は、議論が煮詰まらないまま、スケジュール優先で進められ、あまりに拙速に骨子(案)が作成
され、パブリックコメントにかけられている。

スケジュール優先については、平成２５年２月６日開催の第27回原子力規制委員会において大島委員が「本来、
この種の作業は、これは更田委員がどこかで言っておられましたけれども、３年や５年かけてやってもおかしく
ないようなことですけれども、法律で７月までということでデッドラインが決められておりますので、それを今
さら言っても仕方がないわけでございまして、与えられた条件のもとで新基準の作成に向けて最善を尽くすとい
うことだろうと思います」と発言していることからも裏付けられる。(会議議事録)

【滝谷紘一】パブリックコメント募集に際し、原発立地地域とその周辺地域はもちろんのこと、全国各地で説明
会を開催すること。

原発の建設、稼働を行うかぎり、国民一人ひとりの安全に関わる規則であり、国民の周知、理解を求めることは
行政機関としてあるべき基本的姿勢である。

【滝谷紘一】検討チームの外部専門家の選任において、利益相反の疑念がある専門家は解任すること。

規制委員会のホームページに公開された外部専門家の各自己申告によると、６名中の４名が電気事業者等から寄
付金、委託研究、請負研究、共同研究等の資金提供を受けている（注記）。従って、利益相反が問題となる外部
専門家の中立性には強い疑念が伴う。このような疑念をなくするように、早急に構成メンバーを見直すべきであ
る。

（注記： 阿部豊 499万円、杉山智之 300万円、山口彰 1,010万円、山本章夫 2,714万円 ）

15
策定スケ
ジュール

【奈良本英佑】意見募集の期間が短すぎます。法定の「1ヶ月」を持ち出すまでもなく、このような技術的な話を
一般市民が理解し、熟慮のうえ意見書を書くには相当な時間がかかります。それを承知の上だとすれば、意見書
の数量を制限することが目的だとしか思えません。

16
一般市民へ
の配慮

【奈良本英佑】意見募集にあたっては、技術者や工学者でない一般市民に理解できる表現を心がけるべきです。
（例えば、主要な専門述語に＜注＞を付けるなど）

17
暫定基準に
とどめるべ
き

【奈良本英佑】暫定基準は、既存原発の設計変更と改修が可能か、そのために、どのような技術的課題がある
か、どれだけの費用がかかるか、などを電力事業者などが検討する場合の参考にはなると思います。
また、暫定基準は、同様の問題を、原発関係省庁が検討する場合も参考になると思います。

18
追加的な変
更でよいの
か

【菅波完】ベントの追加など、安全確保のために必須であり、かつクリティカルな状況に対応する設備を、事後
的に追加しようとしている。新規製造の原発はともかく、古い、特に主要な設計者が現場で変更追加に関与でき
ない原発への追加は行うべきではない。設計というものは、当初設計者のみ理解する部分があり、変更追加は当
初設計に関与しないものが行うとかならず仕様に明示されていない部分で抜けが出る。安全性が要求され、一旦
不具合を起こすと決定的な被害を起こす可能性がある原発においては、古い機種への追加変更を行うべきではな
い。
今回、福島でベントがのきなみ成功しなかったことがその可能性を示唆している。
さらに、順次追加変更を加えながら、運用することはさらに危険である。追加変更を行う場合は、一度に全て行
うべきである。「さらなる信頼性を求める機器」など、運用途中に設備を追加する項目が多すぎ、これが安全を
脅かす。
可搬型など信頼性の低い装置は止めて、最初から恒設機器を設置し、訓練すべきである。

19
バック
フィット

【奈良本英佑】バックフィットの原則が既存の原発に適用されること、すなわち、この設計基準が既存のすべて
の原発に適用されることを、改めて明記すべきです。

20
フェイルセ
イフの原則

【奈良本英佑】設計基準には、フール・プルーフ、またはフェイル・セイフの原則が適用されることを明記すべ
きです。（民間事故調の指摘）
言い換えれば、この設計基準は、あくまで、「暫定基準」扱いすべきだということです。つまり、この暫定基準
は、原発再稼働の可否の審査には使ってはならないということです。本来の基準ができるまで、すべての原発の
再稼働は凍結されるべきです。

策定スケ
ジュール

募集説明会

検討チーム
外部専門家

12

13

14

策定スケ
ジュール
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原発新安全基準骨子案への意見（全般）： 原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見および理由

21
福島事故の
教訓

【滝谷紘一】福島原発事故の調査、検証を十分に行った上で、新安全基準を策定すべきである。
どれだけの溶融燃料がどのように原子炉圧力容器の外に出てきたのか、原子炉格納容器のどこがどのように損傷
しているのか、地震の影響で機器、配管類の損傷状況はどうなのか、このようなことを含めて、事故の原因、進
展、影響範囲など詳しく把握、解明されていないまま作成されようとしている新安全基準には不備、抜け落ちの
あるおそれが十分にある。折しも、地震で配管破損が生じたかどうか調べようとした国会事故調査団の現場調査
を、東電が虚偽の説明をして妨害した事件が露呈した。原子力規制委員会は自ら十分な現場調査、検証をした上
で新安全基準の策定にとりかかるべきである。

22
福島事故の
教訓

【奈良本英佑】新規制基準を策定する場合、福島第一原発事故の十分な原因調査を前提とすべきです。 現段
階では、福島の事故で、炉心のどの部分がどのように傷んでいるのか、その（諸）原因は何か、確実なことはわ
かっていません。格納容器やその他の部分についても同様です。この段階で、福島の教訓を生かした設計基準
が、どうして可能でしょうか。
東京電力は、嘘を言って、国会事故調による１号炉の現場調査を妨害しました（２月８日「朝日新聞」ほか）。
これは、偽計業務妨害の疑いがあります。福島事故の調査が、今後とも多くの障害に直面する可能性を示すもの
です。

福島事故の教訓を生かすことに関して、例えば、次のような指摘ができます。
「３．原子炉施設における個別の系統――（１）炉心等【要求事項の詳細】――E 具体的な評価は『発電用軽水
型原子炉の燃料設計手法について（昭和63年５月12日原子力委員会了承）などによる。』」とあります。ここに
は、例えば、「・・・・ 具体的な評価は『福島第一原発事故のxx年xx月xx日公表のxxxxxによる調査報告を受け
て作成された・・・』などによる」といった表現が使われなければなりません。

23
福島事故の
教訓

【菅波完】福島の事故原因が解明されないままに、対策が決められている。これは全くおかしい。もしも福島の
事故原因が解明されることが待てない場合は、福島の事故原因として考えれれないこと以外は全て、対策を入れ
るのが原則である。

24

放射線汚染
水の処理・貯
蔵及び流失
防止処置に
ついて

【小川正治】放射能汚染水が海洋や土壌や地下水に流出しないよう、汚染水の処理・貯蔵設備及び流失防止設備の設置
を基準化すべきである。また周辺海水のモニタリングポストの設置と常時観測を要求事項とすべきである。
福島事故では深刻な海洋汚染を引き起こし、現在も膨大量の循環冷却水が敷地内に滞留ないし保管されており、地下水
や雨水の流入もあいまって、極めて深刻な事態が続いている。事実東京電力は、福島第1原発の港湾内で採取した魚から
基準値の2540倍という放射性セシウムを検出したと発表している（本年1月18日）。また「汚染水処理施設の処理水にはセ
シウム以外の放射性核種を含んでおり、万一環境へ漏えいした場合は、周辺公衆に放射線被ばくのリスクを与えることに
なる。」ことから、これまでの流入実績から処理容量500㎥/日の多核種除去設備などを設置するとしている。しかしこの設
備を稼働させても汚染水の処理は、2017年中旬～20年初旬の見通しと報告している（本年1月24日、第2回特定原子力施
設監視・評価検討会）。
このような重大な汚染水問題を「特定原子力施設」、即ち東京電力の個別問題として取り上げる（2月8日の第14回新安全
基準検討チーム会合における、角山茂章会津大学学長の意見に対する規制委回答）のではなく、全ての原発に適用する
重大な安全基準として、放射能汚染水の処理、貯蔵及び流出防止設備の設置を基準化すべきである。また常時観測を行
うモニタリングポストの設置も合わせて要求事項とすべきである。

【滝谷紘一】 運転許容期間は最大40年とすることを追記すること

炉規法（運転の期間等）第四十三条の三の三十一に「運転することができる期間は40年とし、その満了に際し、
１回に限り延長することができる。その延長期間は、20年を超えない期間であって政令で定める期間を超えるこ
とができない」とある。新安全基準はこれに対応する政令であるとすれば、対応する記載が欠落している。

福島第1原発事故の重要な教訓の一つである設計基準の想定誤り、あるいは設計基準想定に含まれる不確かさを考
慮すれば、実証データ、実績データに乏しい40年以上の運転は、過酷事故のリスク回避の上から「認めない」と
することが妥当である。従って、政令で定める40年を超えた運転延長期間は、ゼロとすべきである。

26
長期停止原
発の再稼働

【奈良本英佑】長期の原発停止が技術的に不可能だというなら、そのような理由で再開不可能だとされる原発
は、廃炉にすべきです。

27
もっとも苛
酷な事故を
想定すべき

【小倉志郎】原発の設計は、その原発に対して起きうる最も過酷なすべての条件に対して、原子炉内の核燃料、
および、原発構内に保管中の「核燃料の健全性が保たれる」ように行われなければならない。なぜなら、核燃料
の中にこそ、極めて危険な放射性物質が溜まっているからである。

最も過酷な条件とは、地震、津波、台風、竜巻、洪水、雷、火山噴火、などの自然現象はもちろんのこと、運転
ミス、点検ミス、武力攻撃などの人為的現象も含む。
骨子案は、この「核燃料の健全性が保たれる」ことを明確な基準として示していない点、骨抜きの案である。
「用語の説明」として「安全機能」の定義を示しているが、この新安全基準において「安全」とはどういうこと
かの定義を示すべきである。「原発が安全である」という意味は「住民の命と健康と財産が被害を受けない」と
いうことであるはずである。それを明記しない基準など意味がない。

28

原発を地上
に置くこと
に無理があ
る。

【菅波完】有人宇宙ステーションでは、最悪の場合、火事を発生した部分を切り離して宇宙空間に放出すことが
でき、それが最後の安全を担保していることが示された。有人宇宙ステーションと同様に事故がクリティカルな
原発であるが、そのような最終的な逃げ道はない。原発の安全性は担保されないため、地上に置くには無理があ
る存在であることが分かった。

運転許容期
間

25
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R
L
は

以
下

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
e
t
i
.
g
o
.
j
p
/
c
o
m
m
i
t
t
e
e
/
d
o
w
n
l
o
a
d
f
i
l
e
s
/
g
4
0
9
2
8
c
3
3
j
.
p
d
f

安
全

上
重

要
な

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

は
、

果
た

す
べ

き
安

全
機

能
の

重
要

度
に

応
じ

た
品

質
基

準
に

従
い

、
設

計
、

製
造

、
据

付
な

ら
び

に
試

験
を

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
般

的
に

認
定

さ
れ

て
い

る
規

格
お

よ
び

基
準

を
適

用
す

る
場

合
に

は
、

そ
れ

を
明

示
す

る
と

と
も

に
適

用
可

能
性

、
妥

当
性

な
ら

び
に

十
分

性
を

判
断

す
る

た
め

に
評

価
を

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
ま

た
所

定
の

安
全

機
能

を
果

た
す

品
質

を
有

す
る

製
品

で
あ

る
こ

と
を

保
証

す
る

上
で

必
要

に
応

じ
て

補
足

、
修

正
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
こ

れ
ら

の
構

築
物

、
系

統
お

よ
び

機
器

が
そ

の
安

全
機

能
を

満
足

に
果

た
す

こ
と

に
十

分
な

保
証

を
与

え
る

た
め

に
、

品
質

保
証

計
画

を
策

定
し

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

安
全

上
重

要
な

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

の
設

計
、

製
造

、
据

付
な

ら
び

に
試

験
に

関
す

る
適

切
な

記
録

は
、

原
子

力
発

電
施

設
の

耐
用

期
間

中
、

施
設

の
被

認
可

者
に

よ
り

、
又

は
そ

の
管

理
の

も
と

に
、

維
持

す
る

こ
と

。

(
2
)

ま
た

、
米

国
N
R
C
品

質
保

証
規

程
も

G
D
C

と
同

格
の

法
律

(
Q
A
規

程
：

1
0
C
F
R
5
0

A
p
p
e
n
d
i
x

B
)
で

す
。

参
考

U
R
L
は

以
下

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
r
c
.
g
o
v
/
r
e
a
d
i
n
g
-
r
m
/
d
o
c
-
c
o
l
l
e
c
t
i
o
n
s
/
c
f
r
/
p
a
r
t
0
5
0
/
p
a
r
t
0
5
0
-
a
p
p
b
.
h
t
m
l

【
基

本
的

要
求

事
項

】
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、
系

統
及

び
機

器
は

、
設

計
、

材
料

の
選

定
、

製
作

及
び

検
査

に
つ

い
て

、
そ

れ
ら

が
果

た
す

べ
き

安
全

機
能

の
重

要
度

を
考

慮
し

て
適

切
と

認
め

ら
れ

る
規

格
及

び
基

準
に

よ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

1
に

相
当

）

新
安

全
基

準
(
設

計
基

準
)
骨

子
案

１
．

総
則

（
１

）
用

語
の

定
義

本
骨

子
案

に
お

い
て

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
用

語
の

意
義

は
、

そ
れ

ぞ
れ

当
該

各
号

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

。
（

設
計

指
針

に
お

け
る

定
義

に
相

当
）

①
「

安
全

機
能

」
と

は
、

原
子

炉
施

設
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

構
築

物
、

系
統

又
は

機
器

の
有

す
る

機
能

で
あ

っ
て

、
次

に
掲

げ
る

も
の

に
分

類
さ

れ
る

。

⑤
「

設
計

基
準

事
故

」
と

は
、

「
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

」
を

超
え

る
異

常
な

状
態

で
あ

っ
て

、
発

生
す

る
頻

度
は

ま
れ

で
あ

る
が

、
原

子
炉

施
設

の
安

全
設

計
の

観
点

か
ら

想
定

す
る

も
の

を
い

う
。

１
）

そ
の

喪
失

に
よ

り
、

原
子

炉
施

設
を

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
に

陥
れ

、
も

っ
て

一
般

公
衆

な
い

し
従

事
者

に
過

度
の

放
射

線
被

ば
く

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

も
の

。

２
）

原
子

炉
施

設
の

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
に

お
い

て
、

こ
の

拡
大

を
防

止
し

、
又

は
こ

れ
を

速
や

か
に

収
束

せ
し

め
、

も
っ

て
一

般
公

衆
な

い
し

従
事

者
に

及
ぼ

す
お

そ
れ

の
あ

る
過

度
の

放
射

線
被

ば
く

及
び

原
子

炉
敷

地
外

の
環

境
へ

の
放

射
性

物
質

に
よ

る
汚

染
を

防
止

し
、

又
は

緩
和

す
る

も
の

。

⑫
「

安
全

保
護

系
」

と
は

、
原

子
炉

施
設

の
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

及
び

設
計

基
準

事
故

を
検

知
し

、
必

要
な

場
合

、
原

子
炉

停
止

系
、

工
学

的
安

全
施

設
等

の
作

動
を

直
接

開
始

さ
せ

る
よ

う
設

計
さ

れ
た

設
備

を
い

う
。

（
２

）
準

拠
規

格
及

び
基

準

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
「

異
常

状
態

」
の

定
義

を
次

の
通

り
記

載
す

る
。

「
異

常
状

態
」

と
は

、
通

常
運

転
状

態
を

逸
脱

さ
せ

る
よ

う
な

何
ら

か
の

外
乱

が
原

子
炉

施
設

に
加

え
ら

れ
た

状
態

で
あ

っ
て

、
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

、
事

故
及

び
重

大
事

故
を

い
う

。
【

理
由

】
骨

子
(
案

)
で

、
安

全
設

計
審

査
指

針
に

あ
る

「
異

常
状

態
」

の
定

義
が

削
除

さ
れ

て
い

る
の

は
不

可
解

で
、

復
活

す
べ

き
で

あ
る

。
２

．
（

８
）

運
転

員
操

作
に

対
す

る
設

計
上

の
考

慮
に

お
い

て
「

異
常

状
態

」
、

3
（

1
0
）

燃
料

取
扱

系
に

お
い

て
、

「
異

常
時

に
お

い
て

」
の

表
現

も
用

い
ら

れ
て

い
る

。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
1
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

(
3
)
し

か
し

、
日

本
で

は
日

本
規

格
協

会
(
日

本
電

気
協

会
)
「

原
子

力
発

電
所

に
お

け
る

安
全

の
た

め
の

品
質

保
証

規
程

(
J
E
A
C
4
1
1
1
-

2
0
0
9
)
」

を
エ

ン
ド

ー
ス

(
裏

書
き

)
す

る
形

で
す

。
現

在
は

、
経

産
省

通
達

に
よ

る
エ

ン
ド

ー
ス

が
放

置
さ

れ
た

ま
ま

で
す

。
原

子
力

ム
ラ

利
益

相
反

体
質

を
一

掃
す

る
た

め
に

は
、

米
国

と
同

様
に

法
律

に
格

上
げ

し
て

、
品

質
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
(
Q
M
S
)
遵

守
を

謳
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

(
4
)
そ

れ
に

、
原

子
力

公
益

通
報

に
つ

い
て

も
、

現
在

は
、

以
前

の
申

告
案

件
が

見
え

な
い

よ
う

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
改

訂
さ

れ
て

お
り

「
原

子
力

施
設

安
全

情
報

申
告

調
査

委
員

会
」

メ
ン

バ
ー

は
以

下
に

示
す

よ
う

に
、

原
子

力
安

全
・

保
安

院
時

代
の

利
益

相
反

委
員

が
そ

の
ま

ま
占

拠
す

る
状

況
で

す
。

そ
れ

を
解

消
す

る
よ

う
な

基
準

に
改

訂
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

[
原

子
力

施
設

安
全

情
報

申
告

調
査

委
員

会
委

員
名

簿
]

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
s
r
.
g
o
.
j
p
/
s
h
i
n
k
o
k
u
/
d
a
t
a
/
s
h
i
n
k
o
k
u
_
m
e
i
b
o
.
p
d
f

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
「

そ
れ

ぞ
れ

の
因

果
関

係
や

時
間

的
変

化
を

考
慮

し
て

適
切

に
組

み
合

わ
せ

た
場

合
」

に
お

い
て

、
“

適
切

に
組

み
合

わ
せ

た
場

合
”

と
は

、
従

来
の

設
計

指
針

の
“

地
震

（
旧

S
1
地

震
）

と
L
O
C
A
の

組
み

合
わ

せ
”

は
、

確
率

が
小

さ
い

と
し

て
考

慮
不

要
と

し
て

い
た

が
、

福
島

事
故

の
地

震
継

続
時

間
の

長
さ

が
長

く
、

か
つ

今
後

と
も

大
規

模
な

地
震

の
発

生
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

地
震

と
設

計
基

準
事

故
（

L
O
C
A
等

）
は

、
同

時
に

考
慮

す
べ

き
で

あ
る

。
本

項
目

の
解

釈
上

、
『

物
理

的
に

あ
り

得
る

組
み

合
わ

せ
は

、
そ

の
発

生
確

率
が

小
さ

い
と

し
て

無
視

し
て

は
な

ら
な

い
』

こ
と

を
明

記
す

る
必

要
が

あ
る

。

１
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、
系

統
及

び
機

器
は

、
そ

の
安

全
機

能
の

重
要

度
及

び
地

震
に

よ
っ

て
機

能
の

喪
失

を
起

こ
し

た
場

合
の

安
全

上
の

影
響

を
考

慮
し

て
、

耐
震

設
計

上
の

区
分

が
な

さ
れ

る
と

と
も

に
、

適
切

と
考

え
ら

れ
る

設
計

用
地

震
力

に
十

分
耐

え
ら

れ
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

２
．

原
子

炉
施

設
の

共
通

の
技

術
要

件

（
※

上
記

は
、

現
行

の
安

全
設

計
審

査
指

針
を

基
に

し
た

記
載

で
あ

る
が

、
基

準
地

震
動

・
基

準
津

波
（

地
震

随
伴

事
象

を
含

む
）

に
つ

い
て

は
、

並
行

し
て

別
の

検
討

チ
ー

ム
で

検
討

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
こ

で
の

結
果

に
置

き
換

わ
る

。
）

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
「

適
切

に
」

と
い

う
言

葉
が

多
用

さ
れ

て
い

る
が

、
技

術
基

準
と

し
て

は
極

め
て

曖
昧

な
表

現
で

あ
る

。
事

業
者

に
と

っ
て

都
合

の
良

い
評

価
や

工
学

的
判

断
が

入
り

込
む

余
地

を
残

す
。

曖
昧

な
解

釈
を

排
除

す
る

上
で

も
、

「
適

切
な

」
「

適
切

に
」

と
い

っ
た

形
容

詞
、

副
詞

は
全

て
削

除
す

る
こ

と
が

技
術

文
書

と
し

て
相

応
し

い
。

ま
た

、
別

途
定

め
ら

れ
る

指
針

等
に

具
体

的
な

数
値

が
記

載
さ

れ
て

い
る

の
な

ら
ば

、
そ

の
旨

あ
る

い
は

参
照

先
を

記
述

す
べ

き
で

あ
る

。
旧

指
針

に
お

け
る

表
現

の
曖

昧
さ

が
、

事
業

者
に

と
っ

て
の

必
要

な
対

策
を

回
避

さ
せ

、
結

果
と

し
て

福
島

事
故

を
招

い
た

こ
と

を
忘

れ
て

は
な

ら
な

い
。

（
地

震
以

外
の

自
然

現
象

）

【
基

本
的

要
求

事
項

】
（

地
震

・
津

波
（

地
震

随
伴

事
象

を
含

む
）

）

２
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、
系

統
及

び
機

器
は

、
地

震
、

津
波

及
び

地
震

随
伴

事
象

以
外

の
想

定
さ

れ
る

自
然

現
象

に
よ

っ
て

原
子

炉
施

設
の

安
全

性
を

損
な

う
こ

と
の

な
い

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
１

）
自

然
現

象
に

対
す

る
設

計
上

の
考

慮

重
要

度
の

特
に

高
い

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

は
、

予
想

さ
れ

る
自

然
現

象
の

う
ち

最
も

苛
酷

と
考

え
ら

れ
る

場
合

及
び

自
然

力
に

事
故

荷
重

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ
た

場
合

を
考

慮
し

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

2
に

相
当

）

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
【

意
見

：
滝

谷
紘

一
】

A
、

C
で

引
用

し
て

い
る

耐
震

設
計

審
査

指
針

、
重

要
度

分
類

審
査

指
針

は
現

行
版

で
は

な
く

、
福

島
第

1
原

発
事

故
の

教
訓

を
反

映
し

て
見

直
し

て
改

定
す

る
最

新
版

に
す

る
こ

と
。

【
理

由
】

福
島

第
1
原

発
事

故
の

教
訓

や
新

知
見

を
反

映
し

た
指

針
類

の
引

用
に

す
べ

き
で

あ
る

。

【
意

見
：

筒
井

哲
朗

】
上

記
の

「
重

要
度

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

」
（

平
成

2
1
年

3
月

9
日

改
訂

版
）

は
き

わ
め

て
不

備
で

あ
る

。
た

と
え

ば
、

福
島

第
1
原

発
事

故
時

に
判

断
基

準
と

し
て

頼
り

に
し

た
水

位
計

が
現

行
指

針
で

は
M
S
-
2
ま

た
は

P
S
-
3
に

分
類

さ
れ

て
い

る
。

し
か

も
、

そ
れ

ら
の

仕
様

は
明

示
さ

れ
て

い
な

い
。

重
要

度
の

高
い

制
御

機
器

・
シ

ス
テ

ム
類

に
つ

い
て

は
、

重
要

度
を

高
め

、
複

数
の

メ
ー

カ
ー

の
複

数
の

タ
イ

プ
の

計
器

を
設

置
す

る
よ

う
に

改
め

る
べ

き
で

あ
る

。

【
意

見
：

長
谷

川
泰

司
】

制
御

系
機

器
、

系
列

の
重

要
度

分
類

は
、

P
M
-
１

、
M
S
-
１

に
す

べ
き

で
す

。
「

設
計

基
準

」
に

関
し

て
は

、
そ

も
そ

も
「

重
要

度
分

類
」

に
よ

っ
て

、
施

設
の

重
要

度
が

分
類

さ
れ

た
上

で
の

指
針

で
す

。
制

御
系

の
機

器
、

系
統

の
重

要
度

分
類

は
、

従
来

は
P
S
-
3
、

な
い

し
は

M
S
-
3
に

分
類

さ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
制

御
系

の
機

能
は

事
故

時
に

こ
そ

失
わ

れ
て

は
な

ら
な

い
機

能
で

あ
り

、
本

来
P
S
-
1
、

M
S
-
1
に

位
置

付
け

ら
れ

る
も

の
だ

と
考

え
ま

す
。

な
ぜ

こ
の

よ
う

な
分

類
に

な
っ

て
い

る
の

か
、

疑
問

で
す

。
制

御
系

の
機

能
が

失
わ

れ
た

場
合

に
、

ど
の

よ
う

な
事

態
が

生
じ

る
か

は
、

今
回

の
福

島
で

の
事

実
が

物
語

っ
て

い
る

と
考

え
ま

す
。

F
「

自
然

力
に

事
故

荷
重

を
適

切
に

組
み

合
わ

せ
た

場
合

」
と

は
、

最
も

苛
酷

と
考

え
ら

れ
る

自
然

力
と

事
故

時
の

最
大

荷
重

を
単

純
に

加
算

す
る

こ
と

を
必

ず
し

も
要

求
す

る
も

の
で

は
な

く
、

そ
れ

ぞ
れ

の
因

果
関

係
や

時
間

的
変

化
を

考
慮

し
て

適
切

に
組

み
合

わ
せ

た
場

合
を

い
う

。

C
「

重
要

度
の

特
に

高
い

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

」
に

つ
い

て
は

、
別

に
「

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
の

安
全

機
能

の
重

要
度

分
類

に
関

す
る

審
査

指
針

」
（

平
成

2
年

8
月

3
0
日

原
子

力
安

全
委

員
会

決
定

）
を

踏
ま

え
て

定
め

る
。

A
「

適
切

と
考

え
ら

れ
る

設
計

用
地

震
力

に
十

分
耐

え
ら

れ
る

設
計

」
に

つ
い

て
は

、
「

発
電

用
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

耐
震

設
計

審
査

指
針

」
（

平
成

1
8

年
9

月
1
9

日
原

子
力

安
全

委
員

会
決

定
）

に
お

い
て

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

B
「

自
然

現
象

に
よ

っ
て

原
子

炉
施

設
の

安
全

性
を

損
な

う
こ

と
の

な
い

設
計

」
と

は
、

設
計

上
の

考
慮

を
要

す
る

自
然

現
象

又
は

そ
の

組
合

わ
せ

に
遭

遇
し

た
場

合
に

お
い

て
、

自
然

事
象

そ
の

も
の

が
も

た
ら

す
環

境
条

件
と

、
そ

の
結

果
と

し
て

施
設

で
生

じ
得

る
環

境
条

件
に

お
い

て
、

そ
の

設
備

が
有

す
る

安
全

機
能

が
達

成
さ

れ
る

こ
と

を
い

う
。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
2
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
「

実
用

発
電

用
原

子
炉

施
設

へ
の

航
空

機
落

下
確

率
の

評
価

に
つ

い
て

」
（

平
成

2
1
・

0
6
・

2
5

原
院

第
1

号
）

等
に

基
づ

き
、

防
護

設
計

の
要

否
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

（
コ

メ
ン

ト
）

下
線

部
の

評
価

方
法

は
抜

本
的

に
見

直
す

べ
き

で
あ

る
。

航
空

機
落

下
は

比
較

的
稀

な
事

故
で

あ
る

が
、

1
9
8
6
年

の
御

巣
鷹

山
日

航
ジ

ャ
ン

ボ
機

墜
落

事
故

で
は

、
機

体
の

姿
勢

制
御

が
で

き
ず

、
3
0
分

近
く

迷
走

し
て

墜
落

し
た

事
実

や
1
9
9
2
年

オ
ラ

ン
ダ

を
確

率
で

評
価

ア
ム

ス
テ

ル
ダ

ム
ス

キ
ポ

ー
ル

空
港

を
離

陸
6
分

後
、

１
機

の
エ

ン
ジ

ン
が

脱
落

し
、

隣
の

エ
ン

ジ
ン

に
衝

突
し

た
た

め
、

４
機

の
エ

ン
ジ

ン
の

内
２

機
が

脱
落

、
エ

ン
ジ

ン
脱

落
に

伴
う

機
体

損
傷

も
重

な
り

、
操

縦
不

能
に

な
り

、
1
1
階

建
て

高
層

ア
パ

ー
ト

に
激

突
し

た
事

例
が

あ
る

。
さ

ら
に

、
2
0
0
7
年

1
0
月

名
古

屋
空

港
で

、
航

空
自

衛
隊

の
支

援
戦

闘
機

が
、

機
体

の
姿

勢
を

検
知

す
る

装
置

の
配

線
ミ

ス
か

ら
離

陸
に

失
敗

し
、

墜
落

し
た

。

こ
う

し
た

、
事

故
事

例
を

見
る

と
、

軍
用

機
、

民
間

機
に

限
ら

ず
、

墜
落

す
る

航
空

機
は

操
縦

不
能

に
な

り
、

ど
こ

に
墜

落
す

る
か

分
か

ら
な

い
事

故
が

い
く

つ
も

起
き

て
い

る
。

航
空

機
落

下
に

関
し

て
は

、
落

下
確

率
で

は
な

く
、

具
体

的
な

評
価

を
義

務
づ

け
る

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
墜

落
す

る
航

空
機

の
大

き
さ

や
重

量
、

墜
落

時
の

速
度

等
も

最
悪

の
状

態
を

想
定

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
航

空
機

落
下

に
対

す
る

防
護

設
計

要
否

は
確

率
に

よ
る

も
の

で
は

な
く

、
制

御
機

能
を

失
っ

た
1
9
8
5
年

の
日

航
機

墜
落

事
故

、
意

図
的

な
9
･
1
1
同

時
多

発
テ

ロ
事

件
に

鑑
み

決
定

論
的

な
評

価
に

基
づ

く
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
格

納
容

器
な

ら
び

に
重

要
度

分
類

に
従

っ
た

安
全

設
備

は
、

決
定

論
的

評
価

に
基

づ
き

、
機

種
や

燃
料

積
み

込
み

量
の

違
い

に
応

じ
た

そ
れ

ぞ
れ

の
事

象
に

対
し

て
頑

強
性

を
持

た
ね

ば
な

ら
な

い
。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
内

部
発

生
飛

来
物

（
タ

ー
ビ

ン
ミ

サ
イ

ル
を

含
む

）
の

評
価

に
つ

い
て

、
確

率
で

評
価

す
る

の
で

は
な

く
、

物
理

的
に

安
全

上
の

影
響

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

を
求

め
る

べ
き

で
あ

る
。

B
航

空
機

落
下

に
つ

い
て

は
、

旧
原

子
力

安
全

・
保

安
院

が
平

成
1
4

年
7

月
3
0

日
付

け
で

定
め

、
平

成
2
1

年
6

月
3
0

日
付

け
で

改
正

し
た

「
実

用
発

電
用

原
子

炉
施

設
へ

の
航

空
機

落
下

確
率

の
評

価
に

つ
い

て
」

（
平

成
2
1
・

0
6
・

2
5

原
院

第
1

号
）

等
に

基
づ

き
、

防
護

設
計

の
要

否
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

（
２

）
外

部
人

為
事

象
に

対
す

る
設

計
上

の
考

慮
【

基
本

的
要

求
事

項
】

（
偶

発
事

象
）

１
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、
系

統
及

び
機

器
は

、
想

定
さ

れ
る

偶
発

的
な

外
部

人
為

事
象

に
よ

っ
て

、
原

子
炉

施
設

の
安

全
性

を
損

な
う

こ
と

の
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

。

（
第

三
者

の
不

法
な

接
近

等
）

２
原

子
炉

施
設

は
、

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

に
対

す
る

第
三

者
の

不
法

な
接

近
等

に
対

し
、

こ
れ

を
防

御
す

る
た

め
、

適
切

な
措

置
を

講
じ

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

3
に

相
当

）

A
「

偶
発

的
な

外
部

人
為

事
象

」
と

は
、

敷
地

及
び

敷
地

周
辺

の
状

況
を

も
と

に
選

択
さ

れ
る

も
の

で
あ

り
、

飛
来

物
（

航
空

機
落

下
等

）
、

ダ
ム

の
崩

壊
、

爆
発

、
近

隣
工

場
等

の
火

災
、

有
毒

ガ
ス

、
船

舶
の

衝
突

、
電

磁
的

障
害

等
を

い
う

。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

B
内

部
発

生
飛

来
物

の
評

価
に

つ
い

て
は

、
「

タ
ー

ビ
ン

ミ
サ

イ
ル

評
価

に
つ

い
て

（
昭

和
5
2

年
7
月

2
0

日
原

子
力

安
全

委
員

会
原

子
炉

安
全

専
門

審
査

会
）

」
等

に
よ

る
こ

と
。

C
「

第
三

者
の

不
法

な
接

近
等

」
に

は
、

敷
地

内
の

人
に

よ
る

核
物

質
の

不
法

な
移

動
や

妨
害

破
壊

行
為

、
郵

便
物

な
ど

に
よ

る
敷

地
外

か
ら

の
爆

破
物

や
有

害
物

質
の

持
ち

込
み

、
サ

イ
バ

ー
テ

ロ
が

含
ま

れ
る

。

（
３

）
内

部
発

生
飛

来
物

に
対

す
る

設
計

上
の

考
慮

【
基

本
的

要
求

事
項

】

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

は
、

原
子

炉
施

設
内

部
で

発
生

が
想

定
さ

れ
る

飛
来

物
に

対
し

、
原

子
炉

施
設

の
安

全
性

を
損

な
う

こ
と

の
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
本

項
目

は
、

設
計

基
準

事
象

と
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
時

に
も

評
価

対
象

に
す

べ
き

で
あ

る
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

4
に

相
当

）

（
５

）
火

災
に

対
す

る
設

計
上

の
考

慮

【
基

本
的

要
求

事
項

】

原
子

炉
施

設
は

、
火

災
に

よ
り

原
子

炉
施

設
の

安
全

性
を

損
な

う
こ

と
の

な
い

よ
う

に
、

火
災

発
生

防
止

、
火

災
検

知
及

び
消

火
並

び
に

火
災

の
影

響
の

軽
減

の
各

防
護

対
策

を
考

慮
し

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

防
護

対
策

は
、

そ
の

破
損

あ
る

い
は

誤
動

作
に

よ
り

安
全

上
重

要
な

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

の
安

全
機

能
を

損
な

わ
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

。
（

発
電

用
軽

水
型

原
子

炉
施

設
に

関
す

る
安

全
設

計
審

査
指

針
指

針
5

に
相

当
）

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
『

火
災

検
知

装
置

及
び

消
火

装
置

は
、

火
災

あ
る

い
は

部
品

の
故

障
、

ケ
ー

ブ
ル

の
損

傷
に

よ
っ

て
そ

の
機

能
が

失
わ

れ
る

こ
と

が
な

い
設

計
か

、
あ

る
い

は
装

置
が

機
能

喪
失

し
て

い
る

場
合

に
は

そ
れ

が
検

知
さ

れ
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

』
を

追
記

す
る

。

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
当

然
の

こ
と

で
あ

る
が

、
火

災
が

起
き

た
時

に
ケ

ー
ブ

ル
や

部
品

が
損

傷
し

た
場

合
、

火
災

検
知

及
び

消
火

機
能

が
喪

失
す

る
よ

う
で

は
意

味
が

な
い

。
部

品
等

の
故

障
が

あ
っ

て
も

装
置

の
機

能
を

失
う

こ
と

が
な

い
か

、
少

な
く

と
も

、
部

品
の

故
障

等
に

よ
り

装
置

が
機

能
喪

失
し

た
場

合
に

は
、

自
動

検
知

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

と
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
3
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
2
0
1
3
年

2
月

6
日

に
大

飯
発

電
所

で
発

生
し

た
直

流
電

源
パ

ネ
ル

の
遮

断
事

故
は

な
ぜ

起
き

た
の

か
？

設
計

に
あ

た
っ

て
は

、
「

留
意

」
で

は
な

く
、

操
作

員
の

誤
動

作
を

前
提

と
し

た
「

フ
ー

ル
プ

ル
ー

フ
設

計
」

と
す

べ
き

で
あ

る
こ

と
を

明
記

す
る

こ
と

。
ま

た
、

設
計

の
妥

当
性

を
検

証
す

る
手

段
と

し
て

、
石

油
や

化
学

プ
ラ

ン
ト

で
通

常
行

わ
れ

る
危

険
シ

ナ
リ

オ
分

析
の

一
つ

で
あ

る
H
A
Z
O
P
（

H
a
z
a
r
d

a
n
d

O
p
e
r
a
b
i
l
i
t
y

S
t
u
d
y
）

を
必

ず
実

施
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
「

異
常

状
態

で
有

意
な

可
能

性
を

も
っ

て
同

時
に

も
た

ら
さ

れ
る

環
境

条
件

(
以

下
略

)
」

に
あ

る
有

意
な

可
能

性
に

つ
い

て
、

「
有

意
な

」
と

は
何

か
、

説
明

を
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

【
理

由
】

「
有

意
な

」
と

判
断

す
る

基
準

を
具

体
的

に
書

か
な

い
と

、
基

準
に

な
ら

な
い

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

の
信

頼
性

に
関

す
る

要
求

と
同

時
に

、
『

機
器

の
多

重
故

障
や

人
為

的
な

ミ
ス

が
同

時
に

生
じ

て
も

安
全

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
な

く
維

持
で

き
る

こ
と

。
ま

た
、

想
定

す
る

多
重

故
障

の
範

囲
に

つ
い

て
は

、
外

部
電

源
喪

失
を

含
め

て
、

別
途

基
準

を
定

め
、

系
統

や
機

器
の

特
性

を
苦

慮
し

て
厳

し
く

仮
定

す
る

。
』

と
す

る
。

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
福

島
事

故
か

ら
得

ら
れ

た
重

要
な

教
訓

の
ひ

と
つ

が
、

安
全

機
能

が
失

わ
れ

た
原

因
と

し
て

、
電

源
だ

け
で

な
く

様
々

な
機

器
の

機
能

喪
失

や
（

背
景

に
計

器
の

機
能

喪
失

な
ど

も
あ

る
が

）
人

為
的

な
判

断
ミ

ス
が

重
な

っ
て

事
故

が
進

展
し

た
こ

と
で

あ
る

と
考

え
る

。
事

故
原

因
を

せ
ま

く
と

ら
え

る
と

、
電

源
喪

失
は

重
要

で
あ

る
が

、
核

反
応

の
制

御
や

、
原

子
炉

の
冷

却
、

原
子

炉
減

圧
、

原
子

炉
格

納
容

器
の

機
能

維
持

等
は

、
機

器
の

単
一

故
障

や
外

部
電

源
喪

失
だ

け
で

は
な

く
、

安
全

基
準

と
し

て
機

器
の

多
重

故
障

や
人

為
的

ミ
ス

が
同

時
に

起
き

て
も

安
全

機
能

が
維

持
で

き
る

こ
と

を
明

記
す

る
こ

と
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

。
多

重
故

障
の

範
囲

は
、

次
項

の
フ

ェ
ー

ル
セ

ー
フ

設
計

の
視

点
も

考
慮

し
て

、
さ

ら
な

る
安

全
性

を
確

保
す

る
観

点
か

ら
、

当
該

系
統

と
機

器
の

特
性

を
考

慮
し

た
基

準
を

つ
く

り
、

厳
格

に
運

用
す

べ
き

で
あ

る
。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

を
『

・
・

・
そ

の
構

造
、

動
作

原
理

、
果

た
す

べ
き

安
全

機
能

の
性

質
等

を
考

慮
し

て
、

多
重

故
障

や
人

為
的

な
ミ

ス
が

同
時

に
生

じ
て

も
安

全
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

な
く

維
持

で
き

る
フ

ェ
ー

ル
セ

ー
フ

シ
ス

テ
ム

を
設

計
の

基
本

と
す

る
こ

と
。

そ
の

た
め

に
は

、
安

全
機

能
を

ア
ク

テ
ィ

ブ
制

御
で

は
な

く
パ

ッ
シ

ブ
制

御
を

基
本

と
す

る
こ

と
。

止
む

を
得

ず
ア

ク
テ

ィ
ブ

制
御

を
使

用
す

る
場

合
に

も
、

多
重

性
又

は
多

様
性

及
び

独
立

性
を

備
え

た
設

計
を

採
用

す
る

こ
と

。
ま

た
、

そ
の

フ
ェ

ー
ル

セ
ー

フ
シ

ス
テ

ム
は

別
途

定
め

た
安

全
機

能
維

持
の

評
価

基
準

を
満

た
す

設
計

・
・

・
。

ま
た

、
フ

ェ
ー

ル
セ

ー
フ

機
能

が
失

わ
れ

た
場

合
に

は
、

直
ち

に
そ

の
状

況
が

検
出

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。
』

に
置

き
換

え
る

。

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
単

に
、

多
重

性
、

多
様

性
、

独
立

性
を

備
え

た
設

計
と

す
る

の
で

は
な

く
、

機
器

の
多

重
故

障
や

人
為

的
な

ミ
ス

が
同

時
に

生
じ

て
も

安
全

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
な

く
維

持
で

き
る

フ
ェ

ー
ル

セ
ー

フ
化

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
ア

ク
テ

ィ
ブ

な
安

全
系

は
、

そ
れ

を
構

成
す

る
動

的
な

機
器

が
多

い
た

め
、

多
重

故
障

に
弱

い
。

重
要

な
安

全
シ

ス
テ

ム
は

、
重

力
な

ど
の

自
然

力
を

ベ
ー

ス
に

し
た

パ
ッ

シ
ブ

制
御

（
セ

ー
フ

テ
ィ

）
を

ベ
ー

ス
に

安
全

構
築

す
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

そ
の

シ
ス

テ
ム

が
多

重
故

障
時

や
人

為
ミ

ス
で

ど
の

よ
う

に
機

能
す

る
か

予
め

評
価

基
準

を
設

け
て

、
検

証
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
多

く
の

ト
ラ

ブ
ル

や
事

故
の

場
合

に
、

計
器

類
を

含
め

て
、

安
全

系
の

機
能

維
持

に
必

要
な

機
器

の
機

能
喪

失
が

不
明

に
な

る
こ

と
が

事
故

の
収

束
を

妨
げ

て
い

る
か

ら
、

機
能

維
持

が
確

認
で

き
て

い
な

い
場

合
に

は
、

そ
れ

を
前

提
に

操
作

す
る

こ
と

が
必

要
に

な
る

。
少

な
く

と
も

、
多

重
化

や
多

様
性

、
独

立
性

に
頼

り
す

ぎ
た

こ
と

が
福

島
事

故
の

要
因

の
ひ

と
つ

で
あ

る
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

A
「

火
災

発
生

防
止

、
火

災
検

知
及

び
消

火
並

び
に

火
災

の
影

響
の

軽
減

の
各

防
護

対
策

を
考

慮
し

た
設

計
」

と
は

、
別

途
定

め
る

規
定

（
※

）
に

適
合

し
た

設
計

を
い

う
。

（
（

※
）

米
国

等
の

仕
様

規
定

を
参

考
に

原
子

力
規

制
委

員
会

に
お

い
て

評
価

ガ
イ

ド
を

策
定

。
）

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
難

燃
性

ケ
ー

ブ
ル

使
用

は
プ

ラ
ン

ト
の

火
災

防
止

設
計

上
の

最
重

要
事

項
の

た
め

、
「

別
途

定
め

る
規

定
」

と
は

別
に

、
こ

こ
に

使
用

の
義

務
付

け
を

明
記

す
る

こ
と

。
ま

た
、

通
常

2
0
-
3
0
年

の
耐

用
年

数
と

言
わ

れ
る

電
気

機
器

・
部

品
に

つ
い

て
は

、
劣

化
や

絶
縁

機
能

低
下

に
よ

る
火

災
発

生
可

能
性

へ
の

対
策

（
検

査
や

交
換

規
定

を
含

む
）

を
設

計
の

中
に

盛
り

込
む

こ
と

。

（
８

）
運

転
員

操
作

に
対

す
る

設
計

上
の

考
慮

【
基

本
的

要
求

事
項

】
原

子
炉

施
設

は
、

運
転

員
の

誤
操

作
を

防
止

す
る

た
め

の
適

切
な

措
置

を
講

じ
た

設
計

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
原

子
炉

施
設

を
構

成
す

る
安

全
設

備
は

、
そ

の
運

転
が

必
要

に
な

る
環

境
条

件
下

で
運

転
員

が
容

易
に

操
作

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

8
に

相
当

）

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

３
こ

の
た

め
、

前
項

の
系

統
は

、
そ

の
構

造
、

動
作

原
理

、
果

た
す

べ
き

安
全

機
能

の
性

質
等

を
考

慮
し

て
、

多
重

性
又

は
多

様
性

及
び

独
立

性
を

備
え

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

9
に

相
当

）

（
９

）
信

頼
性

に
関

す
る

設
計

上
の

考
慮

【
基

本
的

要
求

事
項

】

１
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、
系

統
及

び
機

器
は

、
そ

の
安

全
機

能
の

重
要

度
に

応
じ

て
、

十
分

に
高

い
信

頼
性

を
確

保
し

、
か

つ
、

維
持

し
得

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

２
重

要
度

の
特

に
高

い
安

全
機

能
を

有
す

る
系

統
に

つ
い

て
は

そ
の

系
統

を
構

成
す

る
機

器
の

単
一

故
障

の
仮

定
に

加
え

、
外

部
電

源
が

利
用

で
き

な
い

場
合

に
お

い
て

も
、

そ
の

系
統

の
安

全
機

能
が

達
成

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

A
本

規
定

に
お

け
る

「
適

切
な

措
置

を
講

じ
た

設
計

」
と

は
、

人
間

工
学

上
の

諸
因

子
を

考
慮

し
て

、
盤

の
配

置
及

び
操

作
器

具
、

弁
等

の
操

作
性

に
留

意
す

る
こ

と
、

計
器

表
示

及
び

警
報

表
示

に
お

い
て

原
子

炉
施

設
の

状
態

が
正

確
か

つ
迅

速
に

把
握

で
き

る
よ

う
留

意
す

る
こ

と
、

保
守

点
検

に
お

い
て

誤
り

を
生

じ
に

く
い

よ
う

留
意

す
る

こ
と

な
ど

の
措

置
を

講
じ

た
設

計
で

あ
る

こ
と

を
い

う
。

ま
た

、
異

常
な

過
渡

変
化

又
は

設
計

基
準

事
故

の
発

生
後

、
あ

る
時

間
ま

で
は

、
運

転
員

の
操

作
を

期
待

し
な

く
て

も
必

要
な

安
全

機
能

が
確

保
さ

れ
る

設
計

で
あ

る
こ

と
を

い
う

。

B
「

運
転

員
が

容
易

に
操

作
で

き
る

設
計

」
と

は
、

異
常

状
態

の
原

因
と

な
っ

た
事

象
が

有
意

な
可

能
性

を
も

っ
て

同
時

に
も

た
ら

す
環

境
条

件
（

た
と

え
ば

、
余

震
等

）
と

、
施

設
で

想
定

さ
れ

る
異

常
状

態
下

で
有

意
な

可
能

性
を

も
っ

て
同

時
に

も
た

ら
さ

れ
る

環
境

条
件

を
想

定
し

て
も

、
運

転
員

が
容

易
に

設
備

を
運

転
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
を

い
う

。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
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意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

要
求

事
項

反
応

度
制

御
系

試
験

可
能

性
を

備
え

た
設

計
で

あ
る

こ
と

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
原

子
炉

の
供

用
期

間
中

に
試

験
及

び
検

査
が

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

残
留

熱
を

除
去

す
る

系
統

試
験

可
能

性
を

備
え

た
設

計
で

あ
る

こ
と

非
常

用
炉

心
冷

却
系

定
期

的
に

試
験

及
び

検
査

で
き

る
と

と
も

に
、

そ
の

健
全

性
及

び
多

様
性

の
維

持
を

確
認

す
る

た
め

、
独

立
に

各
系

の
試

験
及

び
検

査
が

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

最
終

的
な

熱
の

逃
が

し
場

へ
熱

を
輸

送
す

る
系

統
試

験
可

能
性

を
備

え
た

設
計

で
あ

る
こ

と

原
子

炉
格

納
容

器
熱

除
去

系
試

験
可

能
性

を
備

え
た

設
計

で
あ

る
こ

と

格
納

施
設

雰
囲

気
を

制
御

す
る

系
統

試
験

可
能

性
を

備
え

た
設

計
で

あ
る

こ
と

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
可

冷
却

形
状

は
、

冷
却

可
能

形
状

と
す

る
。

【
理

由
】

可
冷

却
形

状
と

い
う

用
語

は
一

般
的

で
な

く
、

英
語

で
言

う
C
o
o
l
a
b
l
e

G
e
o
m
e
t
r
y
の

こ
と

な
ら

、
冷

却
可

能
形

状
が

よ
い

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

の
前

に
『

原
子

炉
内

の
炉

水
面

が
地

震
時

の
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
で

動
揺

し
て

も
』

を
追

記
す

る
。

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
原

子
炉

が
出

力
振

動
し

た
時

に
、

例
え

ば
、

遠
方

で
あ

っ
て

も
長

周
期

地
震

動
で

原
子

炉
内

の
炉

水
面

が
動

揺
す

る
こ

と
は

十
分

に
考

え
ら

れ
る

。
何

ら
か

の
原

因
で

出
力

振
動

が
発

生
し

た
時

に
、

厳
し

い
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
が

同
時

に
生

じ
て

も
出

力
振

動
を

制
御

で
き

る
こ

と
を

示
す

こ
と

は
重

要
で

あ
る

。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
１

で
の

「
設

計
基

準
事

故
」

は
「

事
故

及
び

重
大

事
故

」
に

す
る

。
【

理
由

】
重

大
事

故
時

に
も

通
信

連
絡

設
備

等
の

機
能

は
必

要
で

あ
る

こ
と

を
明

記
す

る
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
上

記
表

に
お

い
て

「
可

能
性

を
備

え
た

設
計

」
と

い
う

要
求

が
多

用
さ

れ
て

い
る

。
技

術
基

準
と

し
て

の
曖

昧
さ

を
排

除
し

、
そ

の
他

の
項

目
と

同
様

に
「

試
験

の
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
」

に
修

正
・

統
一

の
こ

と
。

ま
た

、
運

転
時

に
は

実
際

に
試

験
や

検
査

を
実

施
の

こ
と

。

２
所

外
必

要
箇

所
へ

の
通

信
連

絡
設

備
及

び
デ

ー
タ

伝
送

設
備

に
用

い
る

通
信

回
線

は
、

専
用

で
あ

っ
て

多
様

性
を

備
え

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。

３
所

内
必

要
箇

所
の

間
の

通
信

連
絡

設
備

は
、

多
様

性
を

備
え

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。

【
基

本
的

要
求

事
項

】

１
原

子
炉

施
設

は
、

設
計

基
準

事
故

時
に

原
子

力
発

電
所

内
に

居
る

す
べ

て
の

人
に

対
し

的
確

に
指

示
が

で
き

る
通

信
連

絡
設

備
及

び
警

報
系

を
備

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

4
5

に
相

当
）

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
C

下
表

の
左

欄
に

掲
げ

る
施

設
に

対
し

て
は

右
欄

に
示

す
要

求
事

項
を

満
た

さ
な

け
れ

ば
な

ら
な

（
1
0
）

試
験

等
可

能
性

に
関

す
る

設
計

上
の

考
慮

【
基

本
的

要
求

事
項

】

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
、

系
統

及
び

機
器

は
、

そ
れ

ら
の

健
全

性
及

び
能

力
を

確
認

す
る

た
め

に
、

そ
の

安
全

機
能

の
重

要
度

に
応

じ
、

適
切

な
方

法
に

よ
り

、
原

子
炉

の
運

転
中

又
は

停
止

中
に

試
験

又
は

検
査

（
以

下
、

「
試

験
等

」
と

い
う

。
）

が
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
1
1
）

通
信

連
絡

設
備

等
に

関
す

る
設

計
上

の
考

慮

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
（

炉
心

）

D
「

健
全

性
を

失
う

こ
と

が
な

い
設

計
」

と
は

、
所

要
の

運
転

期
間

に
お

い
て

、
通

常
運

転
時

、
運

転
時

の
異

常
な

過
度

変
化

時
に

、
燃

料
被

覆
管

の
閉

じ
込

め
機

能
、

燃
料

集
合

体
の

制
御

棒
挿

入
性

及
び

可
冷

却
形

状
が

確
保

さ
れ

る
設

計
で

あ
る

こ
と

を
い

う
。

３
．

原
子

炉
施

設
に

お
け

る
個

別
の

系
統

（
１

）
炉

心
等

【
基

本
的

要
求

事
項

】

G
「

出
力

振
動

が
生

じ
て

も
そ

れ
を

容
易

に
制

御
で

き
る

」
と

は
、

燃
料

の
許

容
設

計
限

界
を

超
え

る
状

態
に

至
ら

な
い

よ
う

十
分

な
減

衰
特

性
を

持
つ

か
、

あ
る

い
は

出
力

振
動

を
制

御
し

得
る

こ
と

を
い

う
。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
5
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

は
、

『
反

応
度

制
御

系
に

含
ま

れ
る

独
立

し
た

系
の

少
な

く
と

も
二

つ
は

』
に

変
更

す
る

。

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
３

項
で

「
・

・
・

高
温

状
態

で
臨

界
未

満
を

維
持

で
き

る
少

な
く

と
も

二
つ

の
独

立
し

た
系

を
有

す
る

設
計

・
・

・
」

と
な

っ
て

い
る

の
に

本
項

で
は

、
な

ぜ
『

少
な

く
と

も
１

つ
』

と
な

っ
て

い
る

の
か

。
こ

の
ま

ま
で

は
、

低
温

状
態

で
は

臨
界

未
満

に
維

持
す

る
シ

ス
テ

ム
は

、
単

一
故

障
で

機
能

喪
失

す
る

こ
と

に
な

り
、

安
全

設
計

上
、

許
さ

れ
な

い
設

計
で

あ
る

。
反

応
度

制
御

系
に

お
い

て
、

高
温

状
態

と
低

温
状

態
で

、
「

少
な

く
と

も
二

つ
」

と
「

少
な

く
と

も
一

つ
」

と
い

う
二

種
類

に
分

か
れ

て
い

る
が

、
反

応
度

制
御

と
い

う
原

子
炉

の
安

全
の

根
幹

を
な

す
系

で
高

温
状

態
、

低
温

状
態

で
、

同
等

の
安

全
性

が
確

保
で

き
な

い
こ

と
は

設
計

上
問

題
で

あ
る

。
「

両
者

と
も

、
１

つ
で

は
な

く
少

な
く

と
も

二
つ

」
に

す
べ

き
で

あ
る

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

は
『

反
応

度
価

値
の

最
も

大
き

い
制

御
棒

を
含

み
五

本
（

同
一

の
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
に

属
す

る
制

御
棒

に
あ

っ
て

は
五

組
）

』
に

変
更

す
る

。
後

段
の

下
線

部
は

、
『

低
温

状
態

に
お

い
て

、
・

・
・

挿
入

で
き

な
い

と
き

で
も

、
炉

心
を

臨
界

未
満

に
で

き
る

設
計

』
に

替
え

る
。

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
B
W
R
に

お
い

て
は

、
定

期
検

査
時

で
は

あ
る

が
複

数
本

の
制

御
棒

が
脱

落
あ

る
い

は
誤

操
作

さ
れ

た
ト

ラ
ブ

ル
が

1
0
数

件
報

告
さ

れ
て

い
る

。
定

検
時

に
起

き
る

事
故

は
、

条
件

の
重

な
り

合
い

が
あ

れ
ば

、
同

様
な

事
故

が
起

き
う

る
わ

け
で

、
『

反
応

度
価

値
の

最
も

大
き

い
制

御
棒

一
本

（
同

一
の

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

に
属

す
る

制
御

棒
に

あ
っ

て
は

一
組

）
』

だ
け

を
対

象
に

す
る

こ
と

は
、

非
保

守
的

で
あ

る
。

原
子

炉
停

止
系

に
お

い
て

、
制

御
棒

一
本

あ
る

い
は

同
一

の
水

圧
制

御
ユ

ニ
ッ

ト
に

属
す

る
制

御
棒

に
あ

っ
て

は
一

組
を

対
象

に
し

て
い

る
が

、
複

数
本

あ
る

い
は

、
複

数
組

み
が

引
き

抜
き

、
挿

入
で

き
な

い
こ

と
が

全
く

な
い

と
言

い
切

れ
る

の
か

。
も

し
、

複
数

本
あ

る
い

は
複

数
組

み
が

引
き

抜
き

、
挿

入
で

き
な

い
場

合
に

、
ど

の
程

度
ま

で
臨

界
未

満
が

達
成

で
き

る
の

か
、

評
価

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

』
少

な
く

と
も

複
数

本
（

例
え

ば
5
本

）
が

完
全

に
炉

心
の

外
に

引
き

抜
か

れ
、

挿
入

で
き

な
い

こ
と

を
設

計
基

準
と

す
べ

き
で

あ
る

。
P
W
R
に

お
い

て
も

大
規

模
な

地
震

時
に

衝
撃

的
な

加
速

度
を

生
じ

、
制

御
棒

は
複

数
本

入
ら

な
く

て
も

臨
界

未
満

に
維

持
で

き
る

設
計

に
す

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
後

段
の

、
低

温
状

態
で

、
“

必
要

に
応

じ
て

反
応

度
制

御
系

と
相

ま
っ

て
”

と
あ

る
が

、
原

子
炉

停
止

系
単

独
で

臨
界

未
満

に
で

き
な

い
こ

と
は

安
全

性
の

観
点

か
ら

著
し

い
欠

陥
で

あ
る

。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
要

求
事

項
の

詳
細

に
、

下
記

を
付

け
加

え
る

こ
と

。
「

脆
性

的
挙

動
を

示
さ

ず
、

か
つ

急
速

な
伝

播
型

破
断

を
生

じ
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

」
と

は
、

原
子

炉
圧

力
容

器
内

に
サ

ー
ベ

イ
ラ

ン
ス

試
験

片
等

を
挿

荷
し

て
中

性
子

照
射

下
で

の
脆

性
遷

移
温

度
を

定
期

検
査

で
監

視
で

き
る

設
計

に
な

っ
て

い
る

こ
と

を
含

め
る

。
ま

た
運

転
段

階
に

入
っ

て
は

、
脆

性
遷

移
温

度
の

値
が

十
分

な
余

裕
を

も
っ

て
設

定
さ

れ
た

所
定

の
温

度
以

下
に

保
た

れ
て

い
る

こ
と

を
含

め
る

。

【
理

由
】

原
子

炉
圧

力
容

器
の

脆
性

破
壊

は
脆

性
破

壊
は

極
め

て
深

刻
な

炉
心

損
傷

事
故

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
、

そ
の

防
止

策
を

規
則

上
で

明
確

に
す

る
こ

と
が

肝
要

で
あ

る
。

【
意

見
：

筒
井

哲
朗

】
設

計
上

の
み

な
ら

ず
、

老
朽

化
の

よ
う

に
経

年
変

化
に

よ
っ

て
強

度
や

信
頼

性
性

が
劣

化
す

る
問

題
に

つ
い

て
は

、
設

計
寿

命
を

厳
密

に
遵

守
し

て
、

3
0
年

な
い

し
4
0
年

を
超

え
る

設
備

は
廃

炉
に

す
べ

き
で

あ
る

。

【
意

見
：

筒
井

哲
朗

】
定

量
的

な
基

準
を

設
け

な
け

れ
ば

、
「

小
規

模
の

漏
え

い
」

を
ど

こ
ま

で
も

恣
意

的
に

小
さ

く
見

積
も

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
ず

福
島

第
１

原
発

事
故

の
実

態
を

調
べ

て
、

そ
れ

の
１

倍
、

５
倍

、
１

０
倍

で
あ

れ
ば

何
が

起
き

る
か

を
事

業
者

が
明

示
し

て
、

そ
れ

を
ス

ト
レ

ス
テ

ス
ト

で
行

っ
た

よ
う

に
裕

度
評

価
し

て
リ

ス
ク

判
定

を
す

べ
き

で
あ

る
。

【
基

本
的

要
求

事
項

】
（

反
応

度
制

御
系

）

（
２

）
反

応
度

制
御

系
及

び
原

子
炉

停
止

系

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

1
4
,

1
5
,

1
6
,

1
7
,

1
8

に
相

当
）

５
反

応
度

制
御

系
に

含
ま

れ
る

独
立

し
た

系
の

少
な

く
と

も
一

つ
は

、
低

温
状

態
で

炉
心

を
臨

界
未

満
に

で
き

、
か

つ
、

低
温

状
態

で
臨

界
未

満
を

維
持

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

６
設

計
基

準
事

故
時

に
お

い
て

、
反

応
度

制
御

系
に

含
ま

れ
る

独
立

し
た

系
の

少
な

く
と

も
一

つ
は

、
炉

心
を

臨
界

未
満

に
で

き
、

ま
た

、
反

応
度

制
御

系
に

含
ま

れ
る

独
立

し
た

系
の

少
な

く
と

も
一

つ
は

、
炉

心
を

臨
界

未
満

に
維

持
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
原

子
炉

停
止

系
）

７
制

御
棒

に
よ

る
原

子
炉

停
止

系
は

、
高

温
状

態
に

お
い

て
、

反
応

度
価

値
の

最
も

大
き

い
制

御
棒

一
本

（
同

一
の

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

に
属

す
る

制
御

棒
に

あ
っ

て
は

一
組

）
が

完
全

に
炉

心
の

外
に

引
き

抜
か

れ
、

挿
入

で
き

な
い

と
き

で
も

、
炉

心
を

臨
界

未
満

に
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
低

温
状

態
に

お
い

て
、

反
応

度
価

値
の

最
も

大
き

い
制

御
棒

一
本

（
同

一
の

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト

に
属

す
る

制
御

棒
に

あ
っ

て
は

一
組

）
が

完
全

に
炉

心
の

外
に

引
き

抜
か

れ
、

挿
入

で
き

な
い

と
き

で
も

、
必

要
に

応
じ

て
反

応
度

制
御

系
と

相
ま

っ
て

炉
心

を
臨

界
未

満
に

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

※
試

験
可

能
性

は
、

共
通

事
項

で
整

理
。

2
4

３
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

は
、

通
常

運
転

時
、

補
修

時
、

試
験

時
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
に

お
い

て
、

脆
性

的
挙

動
を

示
さ

ず
、

か
つ

、
急

速
な

伝
播

型
破

断
を

生
じ

な
い

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
３

）
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

【
基

本
的

要
求

事
項

】

１
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

は
、

通
常

運
転

時
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
に

お
い

て
、

そ
の

健
全

性
を

確
保

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

２
原

子
炉

冷
却

材
系

に
接

続
す

る
配

管
系

は
、

原
則

と
し

て
隔

離
弁

を
設

け
た

設
計

で
あ

る
こ

と
。

【
基

本
的

要
求

事
項

】

原
子

炉
冷

却
材

補
給

系
は

、
原

子
炉

冷
却

材
の

小
規

模
の

漏
え

い
が

生
じ

た
場

合
に

お
い

て
も

、
原

子
炉

冷
却

材
の

保
有

量
を

回
復

で
き

る
よ

う
に

、
適

切
な

流
量

で
給

水
で

き
る

能
力

を
有

す
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

2
3

に
相

当
）

（
４

）
原

子
炉

冷
却

系

①
原

子
炉

冷
却

材
補

給
系

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
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意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

を
『

機
器

の
多

重
故

障
や

人
為

的
な

ミ
ス

が
同

時
に

生
じ

て
も

安
全

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
な

く
維

持
で

き
る

こ
と

。
ま

た
、

想
定

す
る

多
重

故
障

の
範

囲
に

つ
い

て
は

、
外

部
電

源
喪

失
を

含
め

て
、

別
途

基
準

を
定

め
、

系
統

や
機

器
の

特
性

を
考

慮
し

、
人

為
的

な
ミ

ス
の

可
能

性
も

視
野

に
入

れ
て

厳
し

く
仮

定
す

る
。

』

【
理

由
：

後
藤

政
志

】
主

要
な

安
全

系
は

単
一

故
障

と
外

部
電

源
喪

失
だ

け
で

は
、

不
十

分
で

あ
る

。

【
理

由
】

福
島

事
故

で
、

原
子

炉
の

減
圧

に
失

敗
し

た
経

緯
も

ま
だ

明
ら

か
に

な
っ

て
い

な
い

部
分

が
あ

る
が

、
Ｓ

Ｒ
弁

を
含

め
て

単
一

故
障

だ
け

で
は

、
十

分
と

は
言

え
な

い
。

人
為

的
な

ミ
ス

も
関

係
し

て
い

た
。

そ
う

し
た

事
故

の
経

緯
か

ら
、

多
重

故
障

と
人

為
的

な
ミ

ス
も

視
野

に
入

れ
た

仮
定

を
設

け
て

厳
格

化
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
『

そ
の

系
統

を
構

成
す

る
機

器
の

多
重

故
障

や
人

為
的

な
ミ

ス
が

同
時

に
生

じ
て

も
安

全
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

な
く

維
持

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

想
定

す
る

多
重

故
障

の
範

囲
に

つ
い

て
は

、
外

部
電

源
喪

失
を

含
め

て
、

別
途

基
準

を
定

め
、

系
統

や
機

器
の

特
性

を
考

慮
し

、
人

為
的

な
ミ

ス
の

可
能

性
も

視
野

に
入

れ
て

厳
し

く
仮

定
す

る
。

』
に

替
え

る
。

【
理

由
】

福
島

の
事

故
で

、
最

終
的

な
熱

の
逃

し
場

へ
熱

を
輸

送
す

る
系

統
も

非
常

に
厳

し
い

結
果

と
な

っ
た

。
そ

う
し

た
状

況
に

至
る

要
因

は
必

ず
し

も
外

部
電

源
喪

失
に

限
ら

な
い

た
め

、
広

く
多

重
故

障
や

人
的

な
ミ

ス
も

考
慮

す
る

設
計

と
す

る
。

ど
こ

ま
で

、
多

重
故

障
、

人
為

ミ
ス

を
考

慮
す

る
か

は
、

安
全

性
確

保
の

た
め

に
、

別
途

慎
重

に
考

慮
す

る
。

【
意

見
：

筒
井

哲
朗

】
同

前
。

熱
量

を
定

量
的

に
想

定
し

な
け

れ
ば

、
熱

を
輸

送
で

き
る

か
で

き
な

い
か

の
評

価
は

で
き

な
い

。
事

業
者

は
、

想
定

熱
量

と
、

事
故

規
模

に
応

じ
た

倍
数

に
対

す
る

裕
度

評
価

を
明

示
す

る
こ

と
。

※
信

頼
性

及
び

試
験

可
能

性
は

、
共

通
事

項
で

整
理

。

②
残

留
熱

を
除

去
す

る
系

統
【

基
本

的
要

求
事

項
】

１
残

留
熱

を
除

去
す

る
系

統
は

、
原

子
炉

の
停

止
時

に
、

燃
料

の
許

容
設

計
限

界
及

び
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

の
設

計
条

件
を

超
え

な
い

よ
う

に
、

炉
心

か
ら

の
核

分
裂

生
成

物
の

崩
壊

熱
及

び
そ

の
他

の
残

留
熱

を
除

去
で

き
る

機
能

を
有

す
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

２
残

留
熱

を
除

去
す

る
系

統
は

、
そ

の
系

統
を

構
成

す
る

機
器

の
単

一
故

障
の

仮
定

に
加

え
、

外
部

電
源

が
利

用
で

き
な

い
場

合
に

お
い

て
も

、
そ

の
系

統
の

安
全

機
能

が
達

成
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

２
非

常
用

炉
心

冷
却

系
は

、
そ

の
系

統
を

構
成

す
る

機
器

の
単

一
故

障
の

仮
定

に
加

え
、

外
部

電
源

が
利

用
で

き
な

い
場

合
に

お
い

て
も

、
そ

の
系

統
の

安
全

機
能

が
達

成
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

※
信

頼
性

及
び

試
験

可
能

性
は

、
共

通
事

項
で

整
理

。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

2
5

に
相

当
）

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

2
4

に
相

当
）

【
意

見
：

筒
井

哲
朗

】
前

項
同

様
に

、
「

十
分

小
さ

な
量

」
を

定
量

的
に

示
し

て
、

そ
れ

の
倍

数
ケ

ー
ス

に
対

す
る

裕
度

に
対

し
て

リ
ス

ク
評

価
を

義
務

付
け

る
こ

と
。

③
非

常
用

炉
心

冷
却

系
【

基
本

的
要

求
事

項
】

１
非

常
用

炉
心

冷
却

系
は

、
想

定
さ

れ
る

配
管

破
断

等
に

よ
る

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

に
対

し
て

、
燃

料
の

重
大

な
損

傷
を

防
止

で
き

、
か

つ
、

燃
料

被
覆

の
金

属
と

水
と

の
反

応
を

十
分

小
さ

な
量

に
制

限
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

④
最

終
的

な
熱

の
逃

が
し

場
へ

熱
を

輸
送

す
る

系
統

【
基

本
的

要
求

事
項

】

２
最

終
的

な
熱

の
逃

が
し

場
へ

熱
を

輸
送

す
る

系
統

は
、

そ
の

系
統

を
構

成
す

る
機

器
の

単
一

故
障

の
仮

定
に

加
え

、
外

部
電

源
が

利
用

で
き

な
い

場
合

に
お

い
て

も
、

そ
の

系
統

の
安

全
機

能
が

達
成

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
下

線
部

は
『

そ
の

系
統

を
構

成
す

る
機

器
の

多
重

故
障

や
人

為
的

な
ミ

ス
が

同
時

に
生

じ
て

も
安

全
機

能
が

喪
失

す
る

こ
と

な
く

維
持

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

想
定

す
る

多
重

故
障

の
範

囲
に

つ
い

て
は

、
外

部
電

源
喪

失
を

含
め

て
、

別
途

基
準

を
定

め
、

系
統

や
機

器
の

特
性

を
考

慮
し

、
人

為
的

な
ミ

ス
の

可
能

性
も

視
野

に
入

れ
て

厳
し

く
仮

定
す

る
。

』
に

替
え

る
。

基
準
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意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

藤
原

節
男

】
「

新
安

全
基

準
（

設
計

基
準

）
骨

子
案

」
(
3
0
ペ

ー
ジ

)
３

．
原

子
炉

施
設

に
お

け
る

個
別

の
系

統
（

４
）

原
子

炉
冷

却
系

④
最

終
的

な
熱

の
逃

が
し

場
へ

熱
を

輸
送

す
る

系
統

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
に

、
以

下
の

文
章

を
追

加
し

て
く

だ
さ

い
。

[
追

加
文

章
]

C
「

基
準

津
波

、
溢

水
、

飛
来

物
及

び
そ

の
他

の
外

部
人

為
事

象
に

対
し

て
物

理
的

防
護

を
考

慮
し

た
設

計
と

す
る

こ
と

」
に

は
、

基
準

津
波

に
お

け
る

引
き

波
で

の
海

水
ポ

ン
プ

吸
水

不
能

対
策

、
高

波
で

の
海

水
ポ

ン
プ

電
動

機
水

没
故

障
対

策
を

含
む

こ
と

。
ま

た
、

海
水

系
統

海
水

ト
レ

ン
チ

等
は

建
屋

外
に

あ
る

た
め

、
特

に
、

外
部

人
為

事
象

に
対

す
る

物
理

的
防

護
を

確
実

に
す

る
こ

と
。

【
理

由
：

藤
原

節
男

】
「

新
安

全
基

準
（

設
計

基
準

）
骨

子
案

」
(
3
0
ペ

ー
ジ

)
で

は
【

基
本

的
要

求
事

項
】

に
は

、
福

島
原

発
事

故
で

の
教

訓
と

し
て

「
３

最
終

的
な

熱
の

逃
が

し
場

へ
熱

を
輸

送
す

る
系

統
は

、
基

準
津

波
、

溢
水

、
飛

来
物

及
び

そ
の

他
の

外
部

人
為

事
象

に
対

し
て

物
理

的
防

護
を

考
慮

し
た

設
計

と
す

る
こ

と
」

を
追

加
し

て
い

ま
す

。
こ

れ
は

従
来

の
「

安
全

設
計

審
査

指
針

2
6
」

に
は

な
か

っ
た

。
し

か
し

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
に

は
説

明
文

章
追

加
が

あ
り

ま
せ

ん
。

片
手

落
ち

で
す

。
原

子
力

発
電

所
に

大
津

波
が

来
た

際
に

は
、

原
子

炉
補

機
冷

却
海

水
ポ

ン
プ

の
機

能
維

持
が

一
番

の
問

題
で

す
。

大
堤

防
を

設
置

し
て

も
、

海
水

ポ
ン

プ
機

能
維

持
に

は
役

立
ち

ま
せ

ん
。

海
水

ト
レ

ン
チ

は
外

海
と

通
じ

て
い

る
た

め
、

大
堤

防
を

バ
イ

パ
ス

し
ま

す
。

引
き

波
の

際
に

は
、

海
水

ポ
ン

プ
吸

込
み

口
か

ら
、

空
気

を
吸

い
込

み
ま

す
。

一
度

空
気

を
吸

え
ば

、
再

起
動

に
は

か
な

り
の

時
間

を
要

し
ま

す
。

そ
の

間
「

最
終

的
な

熱
の

逃
が

し
場

へ
熱

を
輸

送
す

る
系

統
」

は
機

能
喪

失
と

な
り

ま
す

。
津

波
に

よ
る

高
波

の
際

に
は

、
海

水
ト

レ
ン

チ
は

外
海

と
通

じ
て

い
る

た
め

、
大

堤
防

を
バ

イ
パ

ス
し

て
、

ど
ん

ど
ん

海
水

が
流

入
し

ま
す

。
そ

の
た

め
、

高
波

で
の

海
水

ポ
ン

プ
電

動
機

水
没

故
障

が
生

じ
ま

す
。

ま
た

、
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

系
統

海
水

ト
レ

ン
チ

等
は

屋
外

に
設

置
さ

れ
、

外
海

と
繋

が
っ

て
い

る
た

め
、

外
部

人
為

事
象

(
テ

ロ
活

動
)
の

標
的

と
な

り
ま

す
。

破
壊

活
動

が
あ

る
と

共
通

原
因

故
障

と
な

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
2
系

統
分

離
設

置
等

の
対

策
が

必
要

で
す

。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
１

原
子

炉
格

納
容

器
は

、
想

定
さ

れ
る

事
象

に
対

し
、

そ
の

事
象

に
起

因
す

る
荷

重
（

圧
力

、
温

度
、

動
荷

重
）

及
び

適
切

な
地

震
荷

重
に

耐
え

、
か

つ
、

適
切

に
作

動
す

る
隔

離
機

能
と

あ
い

ま
っ

て
所

定
の

漏
え

い
を

超
え

る
こ

と
が

な
い

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
コ

メ
ン

ト
）

下
線

部
に

続
い

て
『

沸
騰

水
型

格
納

容
器

に
お

い
て

は
、

想
定

さ
れ

る
事

故
条

件
と

設
計

想
定

地
震

動
お

よ
び

そ
れ

に
伴

う
圧

力
抑

制
プ

ー
ル

の
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
が

同
時

に
生

じ
て

も
圧

力
抑

制
機

能
が

阻
害

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

設
計

で
あ

る
こ

と
。

加
圧

水
型

格
納

容
器

に
お

い
て

も
、

想
定

さ
れ

る
事

故
条

件
と

設
計

想
定

地
震

動
が

同
時

に
生

じ
て

も
冷

却
機

能
が

阻
害

さ
れ

る
こ

と
の

な
い

設
計

で
あ

る
こ

と
。

』
を

追
記

す
る

。

理
由

：
原

子
炉

格
納

容
器

の
事

故
時

の
圧

力
・

温
度

は
、

沸
騰

水
型

の
場

合
に

は
、

想
定

さ
れ

る
い

か
な

る
条

件
下

で
も

、
圧

力
抑

制
プ

ー
ル

の
機

能
が

維
持

さ
れ

な
け

れ
ば

、
早

期
に

設
計

条
件

を
超

え
て

し
ま

う
こ

と
に

な
る

。
圧

力
抑

制
プ

ー
ル

は
、

配
管

破
断

等
に

よ
る

事
故

時
に

ベ
ン

ト
管

を
通

し
て

出
た

水
蒸

気
が

、
圧

力
抑

制
プ

ー
ル

水
面

か
ら

十
分

深
い

所
に

あ
る

ダ
ウ

ン
カ

マ
先

端
か

ら
放

出
さ

れ
る

こ
と

で
、

水
蒸

気
が

凝
縮

さ
れ

る
こ

と
で

圧
力

抑
制

機
能

維
持

さ
れ

る
。

し
た

が
っ

て
、

①
水

力
学

的
動

荷
重

と
地

震
動

に
よ

る
動

荷
重

の
重

ね
合

わ
せ

に
対

し
て

、
ベ

ン
ト

系
各

部
位

、
圧

力
抑

制
室

の
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

ー
が

損
傷

し
な

い
こ

と
。

②
蒸

気
凝

縮
過

程
に

お
い

て
地

震
動

に
伴

う
ス

ロ
ッ

シ
ン

グ
に

よ
る

圧
力

抑
制

プ
ー

ル
水

面
の

動
揺

で
ダ

ウ
ン

カ
マ

が
水

面
近

く
ま

で
出

て
圧

力
抑

制
機

能
が

阻
害

さ
れ

な
い

こ
と

。
③

ま
た

、
加

圧
水

型
の

ア
イ

ス
コ

ン
デ

ン
サ

型
格

納
容

器
で

は
、

地
震

や
機

器
の

故
障

が
生

じ
て

も
冷

却
機

能
が

阻
害

さ
れ

な
い

こ
と

が
極

め
て

重
要

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

そ
の

原
理

に
応

じ
て

、
格

納
容

器
の

圧
力

抑
制

機
能

が
喪

失
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

設
計

上
、

格
別

の
配

慮
と

確
認

が
求

め
ら

れ
る

。
（

参
考

情
報

）
＊

国
会

事
故

調
報

告
書

p
.
2
4
6
～

2
4
8

＊
雑

誌
『

科
学

』
v
o
l
.
8
1
、

N
o
1
2
、

2
0
1
1
年

「
格

納
容

器
の

機
能

喪
失

の
意

味
」

後
藤

政
志

A
「

最
終

的
な

熱
の

逃
が

し
場

」
と

は
、

海
、

河
、

池
、

湖
又

は
大

気
を

い
う

。

B
「

最
終

的
な

熱
の

逃
が

し
場

へ
熱

を
輸

送
す

る
系

統
」

と
は

、
非

常
用

炉
心

冷
却

系
、

残
留

熱
を

除
去

す
る

系
統

等
か

ら
最

終
的

な
熱

の
逃

が
し

場
へ

熱
を

輸
送

す
る

系
統

（
原

子
炉

補
機

冷
却

設
備

、
原

子
炉

補
機

冷
却

海
水

設
備

等
）

を
い

う
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

①
原

子
炉

格
納

施
設

【
基

本
的

要
求

事
項

】
（

原
子

炉
格

納
容

器
の

機
能

）

１
原

子
炉

格
納

容
器

は
、

想
定

さ
れ

る
事

象
に

対
し

、
そ

の
事

象
に

起
因

す
る

荷
重

（
圧

力
、

温
度

、
動

荷
重

）
及

び
適

切
な

地
震

荷
重

に
耐

え
、

か
つ

、
適

切
に

作
動

す
る

隔
離

機
能

と
あ

い
ま

っ
て

所
定

の
漏

え
い

を
超

え
る

こ
と

が
な

い
設

計
で

あ
る

こ
と

。

※
試

験
可

能
性

は
、

共
通

事
項

で
整

理
。

（
５

）
原

子
炉

格
納

施
設

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
8
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

設
備

は
、

重
大

事
故

緩
和

設
備

と
す

る
。

【
理

由
】

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
設

備
と

い
う

用
語

の
定

義
は

、
ど

こ
に

も
見

当
た

ら
な

い
。

文
意

か
ら

は
新

安
全

基
準

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

）
骨

子
（

案
）

の
用

語
の

定
義

に
あ

る
「

重
大

事
故

緩
和

設
備

」
と

思
わ

れ
る

。

【
意

見
：

筒
井

哲
朗

】
こ

の
文

章
は

安
全

保
護

系
の

目
的

を
規

定
し

て
い

る
が

、
実

現
性

は
事

故
の

種
類

と
規

模
に

よ
り

け
り

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
、

事
故

の
種

類
と

規
模

を
規

定
し

て
、

そ
の

対
策

設
備

の
仕

様
を

具
体

的
に

規
定

す
べ

き
で

あ
る

。

（
原

子
炉

格
納

容
器

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

破
壊

防
止

）
４

主
要

な
配

管
系

に
設

け
る

原
子

炉
格

納
容

器
隔

離
弁

は
、

事
故

の
収

束
に

必
要

な
系

統
の

配
管

系
を

除
き

、
設

計
基

準
事

故
時

に
隔

離
機

能
の

確
保

が
必

要
と

な
る

事
態

に
際

し
て

、
自

動
的

、
か

つ
、

確
実

に
閉

止
さ

れ
る

機
能

を
有

す
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

※
試

験
可

能
性

は
、

共
通

事
項

で
整

理
。

【
意

見
：

後
藤

政
志

】
原

子
炉

格
納

容
器

隔
離

弁
は

、
「

隔
離

弁
機

能
（

隔
離

弁
閉

）
」

と
「

事
故

の
収

束
に

必
要

な
系

統
の

配
管

系
機

能
（

隔
離

弁
開

）
」

と
の

相
反

す
る

両
者

の
機

能
が

、
プ

ラ
ン

ト
の

状
態

に
応

じ
て

的
確

に
機

能
選

択
さ

れ
、

隔
離

弁
閉

か
隔

離
弁

開
の

い
ず

れ
か

が
選

択
さ

れ
、

確
実

に
機

能
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

左
記

４
の

記
述

が
確

実
に

担
保

さ
れ

る
た

め
に

、
①

各
プ

ラ
ン

ト
パ

ラ
メ

ー
タ

の
状

態
把

握
、

②
そ

の
た

め
の

セ
ン

サ
ー

お
よ

ぶ
信

号
伝

達
系

の
機

能
維

持
③

セ
ン

サ
ー

お
よ

び
信

号
伝

達
系

が
故

障
し

て
い

る
場

合
の

イ
ン

タ
ー

ロ
ッ

ク
あ

る
い

は
故

障
検

出
機

能
付

加
④

隔
離

弁
の

駆
動

動
力

源
の

確
保

⑤
F
M
E
A
、

F
T
A
、

E
T
A
等

を
駆

使
し

て
、

関
連

機
器

、
ケ

ー
ブ

ル
等

の
故

障
モ

ー
ド

、
故

障
部

位
毎

の
系

統
へ

の
影

響
評

価
の

実
施

と
致

命
的

な
影

響
の

回
避

対
策

、
等

を
実

施
す

る
。

総
じ

て
、

機
器

の
故

障
、

人
為

的
な

ミ
ス

の
影

響
を

加
味

し
て

も
、

フ
ェ

ー
ル

セ
ー

フ
化

、
プ

ー
ル

フ
ル

ー
フ

化
が

担
保

で
き

る
よ

う
な

設
計

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
既

設
プ

ラ
ン

ト
を

含
め

て
、

検
証

す
る

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
で

触
れ

る
こ

と
で

も
良

い
が

、
少

な
く

と
も

、
福

島
事

故
で

起
き

た
、

I
C
そ

の
他

の
隔

離
弁

機
能

や
他

の
系

統
で

起
き

た
か

あ
る

い
は

起
き

る
可

能
性

が
あ

っ
た

、
設

計
上

の
課

題
は

徹
底

的
に

明
ら

か
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

特
に

、
一

度
機

能
し

た
が

そ
の

後
故

障
、

あ
る

い
は

故
障

し
た

状
態

か
ら

復
旧

操
作

し
て

い
く

段
階

で
、

フ
ェ

ー
ル

セ
ー

フ
化

が
図

れ
て

い
る

か
あ

る
い

は
少

な
く

と
も

機
能

阻
害

が
生

じ
な

い
こ

と
を

個
々

の
シ

ス
テ

ム
毎

に
確

認
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

H
「

圧
力

開
放

板
」

の
設

置
は

、
別

途
設

置
さ

れ
る

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
設

備
の

安
全

機
能

に
影

響
を

与
え

な
い

こ
と

が
示

さ
れ

る
場

合
に

限
り

設
置

で
き

る
も

の
と

し
、

そ
の

場
合

、
格

納
容

器
設

計
圧

力
を

下
回

る
設

定
圧

で
圧

力
開

放
板

を
開

放
さ

せ
て

も
よ

い
。

【
基

本
的

要
求

事
項

】

１
計

測
制

御
系

は
、

通
常

運
転

時
及

び
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

時
に

お
け

る
次

の
各

号
に

掲
げ

る
事

項
を

満
た

す
設

計
で

あ
る

こ
と

。

一
事

故
の

状
態

を
把

握
し

対
策

を
講

じ
る

た
め

に
必

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
を

、
事

故
時

に
想

定
さ

れ
る

環
境

に
お

い
て

十
分

な
範

囲
及

び
期

間
に

わ
た

り
監

視
で

き
る

こ
と

二
こ

の
う

ち
、

原
子

炉
の

停
止

状
態

及
び

炉
心

の
冷

却
状

態
に

関
す

る
も

の
は

、
２

種
類

以
上

の
パ

ラ
メ

ー
タ

に
よ

り
監

視
又

は
推

定
で

き
る

こ
と

。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

4
7

に
相

当
）

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
計

測
制

御
系

を
構

成
す

る
シ

ス
テ

ム
、

機
器

、
部

品
等

は
、

そ
の

設
計

や
性

能
、

製
作

技
術

の
急

速
な

進
歩

に
伴

い
、

よ
り

安
全

で
、

信
頼

性
と

マ
ン

マ
シ

ン
・

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

に
優

れ
た

も
の

を
採

用
せ

ね
ば

な
ら

な
い

。
非

分
散

型
制

御
シ

ス
テ

ム
、

空
気

式
信

号
伝

達
方

式
な

ど
旧

技
術

の
採

用
は

行
っ

て
は

な
ら

な
い

。
ま

た
、

別
途

策
定

さ
れ

る
部

品
毎

の
劣

化
、

腐
食

、
絶

縁
性

能
低

下
等

を
考

慮
し

た
耐

用
年

数
を

超
え

て
使

用
し

て
は

な
ら

な
い

。
尚

、
耐

用
年

数
の

問
題

は
電

気
部

品
も

同
様

で
あ

る
。

【
意

見
：

長
谷

川
泰

司
】

計
装

制
御

系
の

基
準

に
、

内
蔵

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

品
質

に
関

す
る

規
定

を
追

加
す

べ
き

で
す

。
計

装
制

御
系

の
基

準
に

は
、

内
蔵

し
て

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

品
質

に
関

す
る

規
定

が
あ

り
ま

せ
ん

。
情

報
シ

ス
テ

ム
に

欠
陥

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
だ

け
で

重
要

事
故

を
引

き
起

こ
す

こ
と

が
考

え
ら

れ
ま

す
。

し
か

も
ノ

ー
マ

ル
処

理
で

な
い

場
合

に
し

ば
し

ば
シ

ス
テ

ム
の

欠
陥

が
露

呈
し

ま
す

。
そ

れ
ら

の
こ

と
を

考
え

る
と

、
制

御
系

の
基

準
に

は
以

下
を

追
加

す
べ

き
と

考
え

ま
す

。
「

情
報

シ
ス

テ
ム

は
、

バ
グ

が
な

い
こ

と
を

証
明

し
た

上
で

納
品

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

」

【
意

見
：

長
谷

川
泰

司
】

「
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

内
」

と
い

う
表

現
で

何
を

規
定

し
て

い
る

の
か

不
明

で
す

。
「

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
内

で
維

持
制

御
で

き
る

こ
と

」
あ

る
い

は
「

事
故

時
に

想
定

さ
れ

る
環

境
に

お
い

て
十

分
な

範
囲

及
び

期
間

に
わ

た
り

監
視

で
き

る
こ

と
」

と
い

う
表

現
が

何
を

意
図

し
て

い
る

の
か

、
理

解
で

き
ま

せ
ん

。
表

現
が

抽
象

的
で

、
何

が
で

き
れ

ば
よ

し
と

す
る

の
か

、
不

明
で

す
。

変
動

範
囲

の
設

定
如

何
で

は
ど

う
と

で
も

な
る

し
、

逆
に

現
在

の
機

器
技

術
で

は
実

現
不

能
な

要
求

と
も

な
り

ま
す

。
現

実
に

、
2
0
1
2
年

1
2
月

1
3
日

の
検

討
チ

ー
ム

の
議

事
録

に
お

い
て

も
、

「
機

能
要

求
の

と
こ

ろ
を

き
ち

ん
と

書
い

て
い

た
だ

い
て

議
論

す
る

と
い

う
こ

と
が

必
要

だ
」

と
い

っ
た

発
言

が
な

さ
れ

て
い

ま
す

（
2
0
1
2
年

1
2
月

1
3
日

付
第

６
回

検
討

チ
ー

ム
議

事
録

ｐ
3
7
～

4
0
）

。
こ

の
規

定
で

具
体

的
に

は
何

を
規

定
し

よ
う

と
し

て
る

の
か

、
理

解
で

き
ま

せ
ん

。

（
６

）
計

測
制

御
系

①
計

測
制

御
系

一
炉

心
、

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
、

原
子

炉
格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

、
燃

料
貯

蔵
設

備
及

び
そ

れ
ら

に
関

連
す

る
系

統
の

健
全

性
を

確
保

す
る

た
め

に
必

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
は

、
想

定
さ

れ
る

変
動

範
囲

内
で

維
持

制
御

で
き

る
こ

と
。

二
前

号
の

パ
ラ

メ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
必

要
な

対
策

が
講

じ
得

る
よ

う
に

想
定

さ
れ

る
変

動
範

囲
内

で
の

監
視

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。

２
計

測
制

御
系

は
、

設
計

基
準

事
故

時
に

お
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

事
項

を
満

た
す

設
計

で
あ

る
こ

と
。

三
必

要
な

パ
ラ

メ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
記

録
及

び
保

存
が

確
実

に
な

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
「

共
用

す
る

場
合

」
と

「
分

離
さ

れ
た

設
計

」
は

矛
盾

す
る

の
で

は
な

い
か

？
制

御
系

に
は

計
測

情
報

や
警

報
信

号
の

み
送

り
、

検
出

端
な

ら
び

に
作

動
端

末
を

含
め

た
安

全
保

護
系

は
P
L
C
（

P
r
o
g
r
a
m
m
a
b
l
e

L
o
g
i
c

C
o
n
t
r
o
l
l
e
r
）

や
リ

レ
ー

シ
ー

ケ
ン

ス
に

よ
っ

て
組

ま
れ

た
独

立
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

べ
き

で
あ

る
。

②
安

全
保

護
系

【
基

本
的

要
求

事
項

】

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

3
4
～

3
9

に
相

当
）

３
安

全
保

護
系

は
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
時

に
、

そ
の

異
常

な
状

態
を

検
知

し
、

原
子

炉
停

止
系

を
含

む
適

切
な

系
統

の
作

動
を

自
動

的
に

開
始

さ
せ

、
燃

料
の

許
容

設
計

限
界

を
超

え
な

い
よ

う
に

考
慮

し
た

設
計

で
あ

る
こ

と
。

７
安

全
保

護
系

は
、

計
測

制
御

系
と

部
分

的
に

共
用

す
る

場
合

に
は

、
計

測
制

御
系

の
影

響
に

よ
り

安
全

保
護

系
の

機
能

を
失

わ
な

い
よ

う
に

、
計

測
制

御
系

か
ら

機
能

的
に

分
離

さ
れ

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。

※
試

験
可

能
性

は
、

共
通

事
項

で
整

理
。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
9
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
一

定
時

間
と

は
何

時
間

で
あ

る
か

数
値

を
規

定
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
原

子
力

施
設

に
お

い
て

は
、

A
L
A
R
A
の

思
想

は
採

る
べ

き
で

は
な

い
。

R
e
a
s
o
n
a
b
l
y

A
c
h
i
e
v
a
b
l
e
の

考
え

方
が

、
放

射
線

量
低

減
の

実
現

や
設

備
の

安
全

性
向

上
よ

り
も

事
業

者
の

判
断

に
よ

る
建

設
コ

ス
ト

の
低

減
化

優
先

に
繫

が
り

、
福

島
を

含
む

こ
れ

ま
で

の
幾

多
の

事
故

事
例

の
温

床
に

な
っ

て
き

た
こ

と
を

反
省

せ
ね

ば
な

ら
な

い
。

「
基

準
」

に
は

明
確

な
合

否
が

あ
っ

て
し

か
る

べ
き

で
あ

り
、

A
L
A
R
A
の

よ
う

な
曖

昧
な

判
断

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
福

島
第

一
発

電
所

３
号

機
の

爆
発

は
水

素
爆

発
に

加
え

て
、

使
用

済
み

燃
料

プ
ー

ル
内

で
の

即
発

臨
界

事
故

で
は

な
い

か
と

い
う

指
摘

が
、

A
・

ガ
ン

ダ
―

セ
ン

博
士

を
は

じ
め

と
す

る
多

く
の

専
門

家
や

識
者

か
ら

な
さ

れ
て

い
る

。
東

電
な

ら
び

に
規

制
当

局
は

十
分

な
デ

ー
タ

を
公

開
し

て
お

ら
ず

、
そ

の
可

能
性

を
否

定
す

る
こ

と
は

出
来

な
い

。
全

て
の

周
辺

測
定

デ
ー

タ
、

情
報

を
公

開
す

る
と

共
に

原
因

究
明

を
実

施
し

、
も

し
、

即
発

臨
界

の
可

能
性

を
否

定
出

来
な

い
場

合
は

、
そ

の
防

止
策

を
設

計
に

取
り

入
れ

る
こ

と
。

【
意

見
：

井
野

博
満

】
「

外
部

電
源

系
は

、
独

立
し

た
異

な
る

2
以

上
の

変
電

所
又

は
開

閉
所

に
接

続
す

る
2

回
線

以
上

の
送

電
線

に
よ

り
電

力
系

統
に

接
続

さ
れ

、
か

つ
、

こ
れ

ら
の

回
線

の
う

ち
少

な
く

と
も

1
回

線
は

他
の

回
線

と
物

理
的

に
分

離
し

た
設

計
で

あ
る

こ
と

。
」

と
あ

る
。

こ
の

こ
と

に
加

え
て

、
「

外
部

電
源

系
は

、
耐

震
ク

ラ
ス

S
で

の
設

計
基

準
と

す
る

こ
と

。
」

を
加

筆
す

べ
き

で
あ

る
。

【
理

由
】

福
島

原
発

事
故

で
は

、
外

部
電

源
の

喪
失

が
事

故
の

引
き

金
を

引
い

た
。

ま
た

、
「

東
通

原
発

で
も

余
震

で
外

部
電

源
が

や
ら

れ
、

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

で
冷

却
、

外
部

電
源

復
旧

直
後

に
デ

ィ
ー

ゼ
ル

が
故

障
、

辛
う

じ
て

セ
ー

フ
」

と
い

う
事

態
が

起
こ

っ
た

（
検

討
チ

ー
ム

会
合

で
も

安
井

正
也

対
策

監
が

言
及

）
。

外
部

電
源

系
統

の
耐

震
性

高
め

る
た

め
に

、
技

術
的

に
可

能
な

す
べ

て
の

対
策

を
義

務
付

け
る

べ
き

で
あ

る
。

検
討

チ
ー

ム
ヒ

ア
リ

ン
グ

で
、

電
事

連
は

、
外

部
電

源
は

頑
健

性
が

高
い

と
述

べ
、

独
立

な
2
系

統
設

置
に

も
難

色
を

示
し

た
が

と
ん

で
も

な
い

こ
と

で
あ

る
。

（
７

）
電

気
系

統
①

原
子

炉
施

設
と

し
て

の
電

気
系

統
の

安
全

設
計

に
係

る
基

本
的

要
求

事
項

原
子

炉
施

設
は

、
設

計
基

準
事

故
時

に
お

い
て

必
要

な
対

策
指

令
を

発
す

る
た

め
の

緊
急

時
対

策
所

が
原

子
力

発
電

所
に

設
置

可
能

な
設

計
で

あ
る

こ
と

。

（
具

体
的

な
要

件
は

、
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

に
お

け
る

要
求

事
項

を
参

照
）

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

4
4

に
相

当
）

【
基

本
的

要
求

事
項

】

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
「

設
置

可
能

な
設

計
」

の
意

味
す

る
と

こ
ろ

が
曖

昧
で

あ
る

。
設

置
空

間
だ

け
を

用
意

す
れ

ば
良

い
と

も
読

め
る

。
緊

急
時

対
策

所
の

み
な

ら
ず

、
シ

ビ
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
に

求
め

ら
れ

る
全

て
の

代
替

設
備

（
恒

設
、

可
搬

を
問

わ
ず

）
も

含
め

て
設

計
条

件
の

中
に

こ
れ

ら
の

設
置

を
含

め
る

こ
と

。

⑤
緊

急
時

対
策

所
【

基
本

的
要

求
事

項
】

１
重

要
度

の
特

に
高

い
安

全
機

能
を

有
す

る
構

築
物

、
系

統
及

び
機

器
が

、
そ

の
機

能
を

達
成

す
る

た
め

に
電

力
を

必
要

と
す

る
場

合
に

お
い

て
は

、
外

部
電

源
（

電
力

系
統

）
又

は
非

常
用

所
内

電
源

の
い

ず
れ

か
ら

も
電

力
の

供
給

を
受

け
ら

れ
、

か
つ

、
そ

の
電

力
の

供
給

が
十

分
に

高
い

信
頼

性
を

確
保

、
維

持
し

得
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
主

発
電

機
、

外
部

電
源

系
、

非
常

用
所

内
電

源
系

、
そ

の
他

の
関

連
す

る
電

気
系

統
の

機
器

の
故

障
又

は
外

部
電

源
（

電
力

系
統

）
の

擾
乱

に
よ

っ
て

、
必

要
と

さ
れ

る
電

力
の

供
給

が
喪

失
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
異

常
を

検
知

し
そ

の
拡

大
及

び
伝

播
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

２
外

部
電

源
系

は
、

独
立

し
た

異
な

る
2

以
上

の
変

電
所

又
は

開
閉

所
に

接
続

す
る

2
回

線
以

上
の

送
電

線
に

よ
り

電
力

系
統

に
接

続
さ

れ
、

か
つ

、
こ

れ
ら

の
回

線
の

う
ち

少
な

く
と

も
1

回
線

は
他

の
回

線
と

物
理

的
に

分
離

し
た

設
計

で
あ

る
こ

と
。

ま
た

、
複

数
の

原
子

炉
施

設
が

設
置

さ
れ

る
原

子
力

発
電

所
に

お
い

て
は

、
い

か
な

る
2

回
線

が
喪

失
し

て
も

、
そ

れ
ら

原
子

炉
施

設
が

同
時

に
外

部
電

源
喪

失
に

な
ら

な
い

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
８

）
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

に
対

す
る

設
計

上
の

考
慮

【
基

本
的

要
求

事
項

】

原
子

炉
施

設
は

、
一

定
時

間
の

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
に

対
し

て
、

原
子

炉
を

安
全

に
停

止
し

、
か

つ
、

停
止

後
の

冷
却

、
原

子
炉

格
納

容
器

の
健

全
性

を
確

保
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

2
7

に
相

当
）

（
９

）
放

射
性

廃
棄

物
処

理
施

設

（
放

射
性

気
体

廃
棄

物
及

び
放

射
性

液
体

廃
棄

物
の

処
理

施
設

）

A
「

放
出

さ
れ

る
放

射
性

物
質

の
濃

度
及

び
量

を
十

分
に

低
減

で
き

る
設

計
」

と
は

、
気

体
廃

棄
物

処
理

施
設

に
あ

っ
て

は
、

ろ
過

、
貯

留
、

減
衰

、
管

理
等

に
よ

り
、

液
体

廃
棄

物
処

理
施

設
に

あ
っ

て
は

ろ
過

、
蒸

発
処

理
、

イ
オ

ン
交

換
、

貯
留

、
減

衰
、

管
理

等
に

よ
る

こ
と

。

B
本

規
定

に
お

け
る

「
十

分
に

低
減

で
き

る
」

と
は

、
A
s

L
o
w

A
s

R
e
a
s
o
n
a
b
l
y

A
c
h
i
e
v
a
b
l
e
(
A
L
A
R
A
)

の
考

え
方

の
下

、
当

該
原

子
力

発
電

所
と

し
て

「
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

周
辺

の
線

量
目

標
値

に
関

す
る

指
針

」
（

昭
和

5
0

年
5

月
1
3

日
原

子
力

安
全

委
員

会
決

定
）

に
お

い
て

定
め

る
線

量
目

標
値

＜
注

：
5
0

マ
イ

ク
ロ

シ
ー

ベ
ル

ト
／

年
＞

が
達

成
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

（
1
0
）

燃
料

取
扱

系

４
燃

料
の

貯
蔵

設
備

及
び

取
扱

設
備

は
臨

界
を

防
止

で
き

る
設

計
で

あ
る

こ
と

。

【
基

本
的

要
求

事
項

】

【
理

由
】

こ
れ

が
定

め
ら

れ
て

い
な

い
と

、
規

制
者

あ
る

い
は

事
業

者
に

よ
る

恣
意

的
判

断
が

入
る

余
地

が
あ

り
、

安
全

基
準

と
し

て
不

十
分

で
あ

る
。

（
こ

の
規

定
は

、
後

術
の

安
全

評
価

に
お

け
る

解
析

条
件

と
し

て
も

必
要

に
な

る
も

の
で

あ
る

。
）

な
お

、
３

．
(
7
)

電
気

系
統

①
４

に
は

、
「

一
定

時
間

の
外

部
電

源
喪

失
に

対
し

て
」

の
記

載
に

関
し

て
、

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
J
で

「
一

定
時

間
は

7
日

間
」

と
明

記
し

て
い

る
。

こ
れ

と
同

じ
よ

う
に

「
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

」
に

つ
い

て
も

一
定

時
間

を
明

記
す

べ
き

で
あ

る
。

基
準

案
へ

の
逐

条
意

見
1
0
/
1
1



意
見

お
よ

び
理

由
新

安
全

基
準

(
設

計
基

準
)
骨

子
案

【
基

本
的

要
求

事
項

】
１

原
子

炉
施

設
の

安
全

設
計

の
基

本
方

針
が

１
．

～
３

．
に

定
め

る
要

件
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

運
転

時
の

異
常

な
過

渡
変

化
及

び
設

計
基

準
事

故
に

対
す

る
解

析
及

び
評

価
を

実
施

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

２
前

項
の

解
析

及
び

評
価

の
う

ち
運

転
時

の
異

常
な

過
渡

変
化

に
係

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

各
号

の
要

件
の

う
ち

必
要

な
も

の
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
一

最
小

限
界

熱
流

速
比

又
は

最
小

限
界

出
力

比
が

許
容

限
界

値
以

上
で

あ
る

こ
と

二
燃

料
被

覆
管

は
機

械
的

に
破

損
し

な
い

こ
と

三
燃

料
エ

ン
タ

ル
ピ

は
許

容
限

界
値

以
下

で
あ

る
こ

と
四

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

か
か

る
圧

力
は

、
最

高
使

用
圧

力
の

1
.
1

倍
以

下
で

あ
る

こ
と

３
第

１
項

の
解

析
及

び
評

価
の

う
ち

設
計

基
準

事
故

に
係

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

各
号

の
要

件
の

う
ち

必
要

な
も

の
を

満
足

す
る

こ
と

を
確

認
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
一

炉
心

は
著

し
い

損
傷

に
至

る
こ

と
な

く
、

か
つ

、
十

分
な

冷
却

が
可

能
で

あ
る

こ
と

二
燃

料
エ

ン
タ

ル
ピ

は
制

限
値

を
超

え
な

い
こ

と
三

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

か
か

る
圧

力
は

、
最

高
使

用
圧

力
の

1
.
2

倍
以

下
で

あ
る

こ
と

四
原

子
炉

格
納

容
器

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

か
か

る
圧

力
及

び
温

度
は

、
最

高
使

用
圧

力
及

び
温

度
以

下
で

あ
る

こ
と

五
周

辺
の

公
衆

に
対

し
て

著
し

い
被

ば
く

リ
ス

ク
を

与
え

な
い

こ
と

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
安

全
評

価
に

関
す

る
審

査
指

針
に

相
当

）

（
１

）
安

全
評

価

４
．

安
全

評
価

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
前

述
し

た
よ

う
に

（
３

－
(
9
)
）

、
A
L
A
R
A
の

考
え

方
を

設
計

に
採

り
入

れ
て

は
な

ら
な

い
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】

A
本

規
定

に
お

け
る

「
十

分
に

低
減

で
き

る
」

と
は

、
A
L
A
R
A

の
考

え
方

の
下

、
｢
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

の
安

全
審

査
に

お
け

る
一

般
公

衆
の

線
量

評
価

に
つ

い
て

｣
（

平
成

元
年

3
月

2
7

日
原

子
力

安
全

委
員

会
了

承
）

を
踏

ま
え

、
空

気
カ

ー
マ

で
一

年
間

当
た

り
5
0

マ
イ

ク
ロ

グ
レ

イ
以

下
と

な
る

よ
う

に
施

設
を

設
計

し
管

理
す

る
こ

と
を

い
う

。
こ

の
よ

う
に

設
計

及
び

管
理

さ
れ

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

線
量

を
評

価
す

る
必

要
は

な
い

（
1
1
）

放
射

線
管

理

原
子

炉
施

設
は

、
通

常
運

転
時

に
お

い
て

、
原

子
炉

施
設

か
ら

の
直

接
ガ

ン
マ

線
及

び
ス

カ
イ

シ
ャ

イ
ン

ガ
ン

マ
線

に
よ

る
敷

地
周

辺
の

空
間

線
量

率
を

十
分

に
低

減
で

き
る

設
計

で
あ

る
こ

と
。

（
発

電
用

軽
水

型
原

子
炉

施
設

に
関

す
る

安
全

設
計

審
査

指
針

指
針

5
6

に
相

当
）

①
（

通
常

時
に

お
け

る
）

周
辺

の
放

射
線

防
護

施
設

【
基

本
的

要
求

事
項

】

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
立

地
審

査
指

針
の

見
直

し
、

組
み

入
れ

を
行

い
、

そ
の

際
に

新
し

い
知

見
を

反
映

し
て

重
大

事
故

と
仮

想
事

故
に

関
す

る
判

断
の

め
や

す
を

改
訂

す
る

こ
と

。
【

理
由

】
現

行
の

指
針

で
は

敷
地

境
界

で
の

全
身

に
対

し
て

0
.
2
5
S
v
で

あ
る

が
、

田
中

規
制

委
員

長
は

国
会

の
衆

議
院

経
済

産
業

委
員

会
（

平
成

2
4
年

1
1
月

7
日

）
に

お
い

て
、

現
在

は
国

際
的

な
I
C
R
P
の

考
え

方
を

反
映

し
て

1
0
0
m
S
v
（

＝
0
.
1
S
v
）

で
あ

る
と

答
え

て
い

る
。

こ
の

答
弁

に
合

わ
せ

た
改

訂
を

速
や

か
に

行
い

、
新

安
全

基
準

に
組

み
入

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
現

行
の

安
全

評
価

審
査

指
針

を
見

直
し

て
、

新
安

全
基

準
に

組
み

入
れ

る
こ

と
【

理
由

】
そ

れ
を

し
な

い
で

、
た

ん
に

「
安

全
評

価
審

査
指

針
に

基
づ

い
て

実
施

す
る

こ
と

」
で

は
、

福
島

第
1
原

発
事

故
の

教
訓

を
踏

ま
え

た
こ

と
に

は
な

ら
な

い
。

ま
た

、
原

発
の

安
全

審
査

・
安

全
確

認
上

、
安

全
設

計
審

査
指

針
と

同
等

に
重

要
な

安
全

評
価

審
査

指
針

を
委

員
会

規
則

に
し

な
い

と
す

れ
ば

、
そ

れ
は

片
手

落
ち

で
あ

る
。

現
行

指
針

の
参

照
で

は
な

く
て

、
そ

の
全

面
的

な
見

直
し

を
詳

細
に

行
っ

た
上

、
新

安
全

基
準

本
文

に
書

き
込

む
べ

き
で

あ
る

。
(
こ

れ
ま

で
の

検
討

チ
ー

ム
の

審
議

に
お

い
て

も
こ

の
点

が
ま

っ
た

く
欠

落
し

て
い

る
。

)
例

示
と

し
て

現
行

の
安

全
評

価
審

査
指

針
の

見
直

し
事

項
を

４
点

挙
げ

る
。

A
.

設
計

基
準

事
故

に
、

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
事

故
を

含
め

る
こ

と
。

何
故

な
ら

ば
、

「
３

．
（

８
）

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
に

対
す

る
設

計
上

の
考

慮
」

に
お

い
て

、
本

事
故

は
設

計
基

準
と

し
て

規
定

さ
れ

た
の

で
あ

る
か

ら
、

設
計

基
準

事
故

と
し

て
安

全
評

価
の

対
象

と
す

る
べ

き
で

あ
る

。
ま

た
、

現
行

の
安

全
評

価
審

査
指

針
で

の
配

管
破

断
に

よ
る

「
原

子
炉

冷
却

材
喪

失
事

故
」

よ
り

も
炉

心
、

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
、

原
子

炉
格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

そ
れ

ぞ
れ

に
対

す
る

影
響

が
よ

り
厳

し
く

な
る

可
能

性
が

あ
り

、
安

全
評

価
し

な
い

と
い

け
な

い
。

B
.

評
価

す
べ

き
重

大
事

故
と

仮
想

事
故

の
事

象
を

、
上

記
A
で

の
評

価
を

反
映

し
て

見
直

す
べ

き
で

あ
る

。
現

行
の

安
全

評
価

審
査

指
針

で
規

定
さ

れ
た

「
原

子
炉

冷
却

材
喪

失
」

事
象

は
、

福
島

第
1
原

発
事

故
の

実
態

と
照

ら
し

合
わ

せ
る

と
、

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

放
出

量
、

敷
地

境
界

の
被

曝
線

量
な

ど
の

事
故

影
響

が
桁

違
い

に
過

小
で

あ
り

、
も

は
や

立
地

評
価

用
に

想
定

す
る

事
象

と
し

て
は

不
適

切
で

あ
る

こ
と

が
判

明
し

て
い

る
。

(
注

記
：

福
島

第
1
原

発
事

故
で

の
敷

地
境

界
の

最
大

積
算

線
量

は
、

平
成

2
3
年

4
月

1
日

か
ら

平
成

2
4
年

3
月

3
1
日

ま
で

の
丸

１
年

間
で

最
大

9
5
6
m
S
v
に

な
っ

て
い

る
（

衆
議

院
環

境
委

員
会

（
平

成
2
4
年

６
月

５
日

）
で

の
深

野
原

子
力

安
全

・
保

安
院

長
の

答
弁

）
。

こ
れ

に
対

し
、

大
間

原
発

の
設

置
許

可
申

請
で

の
仮

想
事

故
「

原
子

炉
冷

却
材

喪
失

」
に

お
け

る
敷

地
境

界
被

曝
線

量
は

約
0
.
0
5
m
S
v
で

あ
り

、
福

島
第

1
原

発
事

故
の

1
万

分
の

１
以

下
で

あ
る

。
)

C
.

解
析

に
当

た
っ

て
「

事
故

」
に

対
処

す
る

た
め

に
必

要
な

系
統

、
機

器
に

つ
い

て
の

単
一

故
障

の
仮

定
を

見
直

す
べ

き
で

あ
る

。
福

島
第

1
原

発
事

故
で

は
、

非
常

用
交

流
動

力
電

源
系

統
の

多
重

故
障

、
非

常
用

所
内

直
流

電
源

系
統

の
多

重
故

障
な

ど
単

一
故

障
を

超
え

る
事

態
が

生
じ

て
お

り
、

こ
の

教
訓

を
踏

ま
え

た
見

直
し

が
必

要
で

あ
る

。
D
.

仮
想

事
故

の
場

合
、

指
針

の
付

録
Ⅰ

に
お

い
て

「
原

子
炉

格
納

容
器

内
に

放
出

さ
れ

る
核

分
裂

生
成

物
の

量
は

、
炉

心
内

蓄
積

量
に

対
し

、
希

ガ
ス

1
0
0
%
、

よ
う

素
5
0
%
の

割
合

と
す

る
」

と
設

定
さ

れ
、

セ
シ

ウ
ム

-
1
3
4
と

セ
シ

ウ
ム

-
1
3
9
の

放
出

は
ま

っ
た

く
考

慮
さ

れ
て

い
な

い
。

こ
れ

は
福

島
第

1
原

発
事

故
の

実
状

と
明

ら
か

に
乖

離
し

て
い

る
。

第
9
回

（
1
月

1
1
日

）
の

検
討

チ
ー

ム
会

合
の

中
で

、
山

田
知

穂
技

術
基

盤
課

長
は

「
実

は
、

今
の

立
地

指
針

は
、

仮
想

事
故

と
い

う
の

は
デ

ザ
イ

ン
ベ

ー
ス

を
超

え
て

い
る

わ
け

で
す

ね
、

明
ら

か
に

。
」

（
同

議
事

録
3
5
頁

）
と

述
べ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

は
、

希
ガ

ス
1
0
0
%
、

よ
う

素
5
0
%
の

格
納

容
器

内
放

出
の

設
定

は
炉

心
溶

融
を

想
定

し
て

い
る

こ
と

に
相

応
し

て
い

る
。

炉
心

溶
融

を
想

定
す

れ
ば

有
意

な
量

の
セ

シ
ウ

ム
の

放
出

は
必

然
で

あ
る

。
従

っ
て

、
現

行
の

安
全

評
価

審
査

指
針

に
お

い
て

セ
シ

ウ
ム

の
放

出
を

考
慮

し
て

い
な

い
こ

と
が

妥
当

で
な

い
こ

と
は

明
ら

か
で

あ
り

、
新

安
全

基
準

で
は

こ
の

点
も
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シビアアクシデント対策基準骨子案への意見(全般）：原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見と理由

【滝谷紘一】骨子(案)は「設計基準」と「シビアアクシデント対策」の２分野に分けて構成されているが、シビ
アアクシデントも設計基準と位置づけて、設計基準と同等の厳格な安全対策、厳正な安全評価をするべきです。

福島第一原発事故の最大の教訓は、炉心が損傷に至る事故を設計の想定外として扱ってきたことが間違っていた
ということである。この教訓を踏まえると、炉心が損傷に至る事故をこれまで想定してきた事故と同じレベルで
対策、評価することが求められる。

【藤原節男】「シビアアクシデント」の日本語訳を「過酷事故」と定義しなければならない。

平成２５年２月６日付新安全基準（シビアアクシデント対策）骨子案の6ページには「重大事故緩和設備」との
用語定義がある。また、「発電用軽水型原子炉施設に係る新安全基準骨子案について
http://www.nsr.go.jp/public_comment/bosyu130206/kossi_gaiyo.pdf 」

では、2ページ目に「重大事故対策（シビアアクシデント対策）」との言葉がある。これでは「重大事故」とい
う用語が「シビアアクシデント」の日本語訳となってしまう。

「重大事故」「仮想事故」は「昭和39年５月27日付原子炉立地審査指針及びその適用に関する判断のめやすにつ
いて(略語：原子炉立地審査指針) http://www.nsr.go.jp/archive/nsc/shinsashishin/pdf/1/si001.pdf 」「平
成２年８月30日付発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針(略語：安全評価審査指針)
http://www.nsr.go.jp/archive/nsc/shinsashishin/pdf/1/si008.pdf 」においては、設計事故事象に対する用
語であり、混同する。このため「重大事故」「仮想事故」を「シビアアクシデント」の日本語訳として使用して
はいけない。「シビアアクシデント」の日本語訳は「過酷事故」とするのが、設計事故事象「重大事故」「仮想
事故」を超える「シビアアクシデント」の従来の日本語訳であり、適切である。

【滝谷紘一】用語「シビアアクシデント」は「重大事故」ですべて統一すること。

規則の上位にある原子炉等規制法では、

・ (許可の基準) 第四十三条の三の六 三号に、重大事故(発電用原子炉の炉心の著しい損傷その他の原子力規
制委員会規則で定める重大な事故をいう。第四十三条の三の二十二第一項において同じ)

と記されている。ここでいう「重大事故」は、骨子(案)で使われている用語「シビアアクシデント」そのもので
あり、上位の法律中で定義、使用されている用語と異なる用語を下位の規則において用いるのは法律遵守に反し
ている。

4
シビアアクシ
デントを許す
べきではない

【小倉志郎】「シビアアクシデント」とは、設計基準事象を大幅に超える事象であって、安全設計の評価上想定
された手段では適切な炉心の冷却又は反応度の制御ができない状態であり、その結果、 炉心の著しい損傷に至
る事象。－－という用語の説明がされているが、そのような事態になれば、核燃料中に溜まった放射性物質が環
境に放出されることになり、住民の命と健康と財産が被害を受けることは明らかである。しかも、一度放射能で
汚染した環境を原状復帰させることは物理的に不可能であることは、チェルノブイリ原発事故とその後の経過に
より証明されている。
にもかかわらず、シビアアクシデントが起きることを前提にしている原発の存在を許すような基準は、安全基準
と呼ぶに値しないものである。シビアアクシデントは許さない内容に書き換えるべきである。

5 指針類の体系

【滝谷紘一】「安全評価審査指針」「重要度分類審査指針」「立地審査指針」も福島事故の教訓や新知見を踏ま
えて見直して取り入れること。

今回提示された骨子(案)は、「安全設計審査指針」の見直し、取り入れが主であり、原発の安全審査と、安全確
認上重要な指針である上記3指針の見直し、取り入れがなされていない。これは新安全基準として重大な欠陥で
ある。

6
可搬設備に頼
るべきではな
い

【滝谷紘一】可搬設備はやめて、恒設の設備にすべきである。

時間やお金のかかる設備対策については、お手軽な追加的設備対策ですませようとしていて、シビアアクシデン
ト対策には、可搬設備(電源車、バッテリ、注水設備など)も認めようとしている。福島原発事故で見られたよう
に、建物周辺の放射能汚染、瓦礫の散乱や地震による地盤変化などで搬入困難な場合があり、信頼性に欠けるの
で、「設計基準」設備と同等に信頼性を高めた恒設の設備にすべきである。

シビアアクシ
デントの取り

扱い

シビアアクシ
デントの取り

扱い

1
シビアアクシ
デントの取り

扱い
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シビアアクシデント対策基準骨子案への意見(全般）：原子力規制を監視する市民の会 アドバイザリーグループ

番号 テーマ 意見と理由

【青木秀樹】シビアアクシデント対策は全て行うべきであり、段階的に行えば良いすべきではない。段階的に行
う事を容認する余地を残す「信頼性の更なる向上」という修飾語は削除すべきである。

１シビアアクシデント(過酷事故)対策は法制化された

福島原発事故以前は，シビアアクシデント(過酷事故)対策は，「シビアアクシデント(過酷事故)は工学的には現
実的に起こるとは考えられないほど発生の可能性は小さいから，シビアアクシデント(過酷事故)対策は，安全規
制の対象ではなく，原子炉設置者の自主的な取組とする」（1992年5月28日原子力安全委員会決定）ことになっ
ていた。

2011年10月に原子力安全員会は1992年決定を取消し，また，2012年6月改正された原子炉等規制法では設置許可
基準として「その者に重大事故（発電用原子炉の炉心の著しい損傷その他の原子力規制委員会規則で定める重大
な事故をいう）の発生及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的能力その他の発電用原子炉の
運転を適確に遂行するに足りる技術的能力があること」（同法43条の3の6第1項3号）と規定し，シビアアクシデ
ント(過酷事故)対策が原子炉設置者の自主規制から，法規制に転化することになっている。

２シビアアクシデント(過酷事故)対策が講じられていない原発の再稼働は認められない

シビアアクシデント(過酷事故)対策は，これまでに欠けていた安全確保策の一部を構成するものであり，「災害
の防止上支障がないこと」を構成する基準の一つである。従って，シビアアクシデント(過酷事故)対策が講じら
れていなければ，使用停止命令が発せられるべきであり，再稼働は認められない。

今回の新安全基準骨子案では、シビアアクシデント対策として可搬設備、恒設設備、特定安全施設が要求されて
いるが、これらは、シビアアクシデント対策として必要と考えられているのであるから、全原発にこれらを全て
要求すべきである。

新安全基準検討チーム会議において、更田委員が個人的見解として、全てを要求すると対策完了までに３、４年
かかり、その期間運転しなかった原発を再稼働させることは安全上問題があるので、原発を稼働させないと言う
なら別だが、そうでないならば、段階的に対策をとればいいとする旨の発言をし、恒設設備については「更なる
信頼性向上のため」という修飾語が付され、更田委員の発言と符合するともとれる規定の仕方になっている。シ
ビアアクシデント対策として必要であるのに、原発の稼働を大前提として対策を先送りすることが許されないこ
とは言うまでもない。

東京電力が、設置された高さを超える津波想定を認識しながら、対策を先送りしてその結果今回の事故に至った
ことを考えれば、シビアアクシデント対策の実行に段階を設けることがどれほど危険なことであるかは容易に理
解できる筈である。

8
設備の整備に
関する表現

【滝谷紘一】基本的要求事項に「○○設備、手順等を整備すること」という表現が使われているが、新たに代替
設備等を要求する場合は「○○設備を設置し、手順などを整備すること」に改めること。

「設備を整備する」とは、一般的に言って、設備はすでにあり、それを使えるように整えるの意である。新たに
設置することを求める際には、「設置する」の表現の方が妥当である。

9
制御系のプロ
グラムの品質

【長谷川泰司】制御系の基準には、内蔵しているプログラムの品質に関する規定がありません。情報システムに
欠陥があれば、それだけで重要事故を引き起こすことが考えられます。しかもノーマル処理でない場合にしばし
ばシステムの欠陥が露呈します。それらのことを考えると、制御系の基準には以下を追加すべきと考えます。
「情報システムは、バグがないことを証明した上で納品しなければならない。」

10
制御棒の挿入
性

【菅波完】制御棒は必ず入るという前提か？
あらゆる場合に、制御棒が入らないことを想定した対策が必要である。

11 再臨界
【菅波完】再臨界は必ず起きないという前提か？
あらゆる場合に、再臨界が起きたことを想定した対策が必要である。

12 隕石の衝突
【菅波完】航空機や、ロシアの例にあるように、隕石が原発の圧力容器に命中する可能性を前提にしたシミュ
レーションと、その対策が必要である。

シビアアクシ
デント対策は
段階的に行う
べきではない

7
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規
制

委
員

会
が

指
定

す
る

事
故

（
著

し
い

炉
心

損
傷

に
至

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

、
格

納
容

器
破

損
モ

ー
ド

等
）

に
加

え
、

個
別

プ
ラ

ン
ト

毎
の

内
部

事
象

P
R
A

（
I
P
E

:
I
n
d
i
v
i
d
u
a
l

P
l
a
n
t

E
x
a
m
i
n
a
t
i
o
n
）

及
び

外
部

事
象

を
対

象
と

し
た

個
別

プ
ラ

ン
ト

毎
の

P
R
A
（

I
P
E
E
E

:
I
P
E

f
o
r

E
x
t
e
r
n
a
l

E
v
e
n
t
s
）

を
実

施
し

、
有

意
な

炉
心

損
傷

頻
度

及
び

悪
影

響
を

も
た

ら
す

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
及

び
格

納
容

器
破

損
モ

ー
ド

を
抽

出
し

た
上

で
、

最
適

な
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

を
整

備
す

る
こ

と
。

ま
た

、
そ

の
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

の
有

効
性

の
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

。

【
意
見
：
川
井
康
郎

】
P
R
A
に

よ
る
評
価
を
、

S
A
対

策
を

含
め

た
プ

ラ
ン

ト
の

弱
点

の
把

握
、

補
強

に
活

用
す

る
こ

と
は

否
定

し
な

い
が

、
机

上
の

計
算

で
あ

る
そ

の
結

果
を

も
っ

て
当

該
プ

ラ
ン

ト
の

安
全

性
評

価
の

一
つ

と
し

て
設

置
許

可
や

再
稼

働
認

可
に

リ
ン

ク
さ

せ
て

は
な

ら
な

い
。

と
こ
ろ
で
、
外
部
事

象
を
対
象

と
し
た

P
R
A
、
例
え
ば
地
震

P
R
A
は

す
で

に
実

用
化

し
て

い
る

の
か

？

ハ
プ

ー
ル

燃
料

損
傷

防
止

対
策

【
意
見
：
川
井
】
外

部
事
象
を

対
象
と
し

た
P
R
A
、
例
え
ば
地
震

P
R
A
は

実
用

化
し

て
い

る
の

か
？

逐
条
意
見
（
S
A
対

策
基

準
)

1
/
1
0



新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
１

．
用

語
の

定
義

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

関
連

）
本

骨
子

案
に

お
い

て
、

次
の

各
号

に
掲

げ
る

用
語

の
意

義
は

、
そ

れ
ぞ

れ
当

該
各

号
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

る
。

①
「

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
」

と
は

、
設

計
基

準
事

象
を

大
幅

に
超

え
る

事
象

で
あ

っ
て

、
安

全
設

計
の

評
価

上
想

定
さ

れ
た

手
段

で
は

適
切

な
炉

心
の

冷
却

又
は

反
応

度
の

制
御

が
で

き
な

い
状

態
で

あ
り

、
そ

の
結

果
、

炉
心

の
著

し
い

損
傷

に
至

る
事

象
。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
「

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
」

で
は

な
く

「
重

大
事

故
」

と
し

、
「

設
計

基
準

事
象

を
大

幅
に

超
え

る
」

で
の

大
幅

を
削

除
す

る
こ

と
。

【
理

由
】

原
子

炉
等

規
制

法
で

の
用

語
「

重
大

事
故

」
に

合
わ

せ
る

。
(
前
述

)
「

大
幅

」
に

つ
い

て
は

そ
の

定
義

を
し

な
い

か
ぎ

り
、

人
に

よ
り

恣
意

的
な

解
釈

に
な

り
う

る
の

で
、

規
則

で
使

う
べ

き
で

な
い

。

⑥
「

重
大

事
故

緩
和

設
備

」
と

は
、

炉
心

の
著

し
い

損
傷

の
発

生
後

、
格

納
容

器
破

損
防

止
の

た
め

に
用

い
る

設
備

を
い

う
。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
「

重
大

事
故

緩
和

設
備

」
は

「
格

納
容

器
破

損
防

止
設

備
」

と
す

る
こ

と
。

【
理

由
】

「
重

大
事

故
緩

和
設

備
」

と
す

る
と

、
著

し
い

炉
心

損
傷

の
緩

和
設

備
も

入
る

余
地

が
あ

り
、

紛
ら

わ
し

い
。

そ
の

内
容

か
ら

は
、

「
格

納
容

器
破

損
防

止
設

備
」

と
す

る
方

が
名

は
体

を
表

し
て

、
明

瞭
で

あ
る

。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
文

中
の

「
発

生
す

る
頻

度
は

極
ま

れ
で

あ
る

が
」

に
あ

る
「

極
ま

れ
」

を
具

体
的

に
規

定
す

る
こ

と

【
理
由
】

設
計

基
準

事
故

の
用

語
定

義
に

は
「

ま
れ

」
と

記
載

さ
れ

て
お

り
、

こ
の

「
極

ま
れ

」
と

「
ま

れ
」

の
違

い
と

そ
の

根
拠

を
明

示
し

な
い

と
、

恣
意

的
に

解
釈

さ
れ

、
混

乱
を

招
く

。
(
前

掲
と

同
じ

)

⑨
「

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
グ

ル
ー

プ
」

と
は

、
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

を
事

象
進

展
及

び
事

故
の

緩
和

操
作

の
類

似
性

の
観

点
か

ら
、

小
数

の
グ

ル
ー

プ
に

類
型

化
し

た
も

の
。

⑩
「

格
納

容
器

破
損

モ
ー

ド
」

と
は

、
炉

心
の

著
し

い
損

傷
に

伴
っ

て
発

生
し

格
納

容
器

の
健

全
性

を
損

な
う

お
そ

れ
の

あ
る

物
理

現
象

等
、

格
納

容
器

破
損

の
原

因
と

な
る

現
象

を
い

う
。

２
．

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
に

お
け

る
要

求
事

項
（

個
別

対
策

別
の

主
な

設
備

等
に

つ
い

て
）

（
１

）
共

通
事

項

②
可

搬
式

代
替

設
備

に
対

す
る

要
求

事
項

【
基

本
的

要
求

事
項

】
（

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
の

確
保

）
７

可
搬

式
代

替
設

備
を

運
搬

す
る

た
め

、
建

屋
外

で
必

要
と

な
る

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

よ
う

、
実

効
性

の
あ

る
設

計
対

応
及

び
運

用
管

理
を

行
う

こ
と

。
【

要
求

事
項

の
詳

細
】

（
容

量
）

A
可

搬
式

代
替

設
備

の
容

量
の

裕
度

は
、

可
搬

式
代

替
電

源
及

び
可

搬
式

注
水

設
備

に
対

し
、

次
に

よ
る

こ
と

。
(
c
)

1
0
0
%
と

は
、

想
定

す
る

設
計

基
準

事
故

を
超

え
る

事
故

に
お

い
て

、
炉

心
損

傷
防

止
及

び
格

納
容

器
破

損
防

止
の

た
め

に
有

効
に

必
要

な
機

能
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
性

能
を

い
う

。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
事

故
の

規
模

に
よ

っ
て

格
納

容
器

破
損

防
止

の
た

め
に

必
要

な
電

気
、

水
等

の
量

と
代

替
設

備
容

量
は

異
な

る
。

「
設

計
基

準
事

故
を

超
え

る
事

故
」

の
内

容
を

最
悪

の
状

態
を

想
定

し
て

明
確

に
定

義
す

べ
き

で
あ

る
。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
「

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
」

、
「

格
納

容
器

破
損

モ
ー

ド
」

で
の

英
語

直
訳

カ
タ

カ
ナ

語
は

排
し

て
、

「
事

故
推

移
」

、
「

格
納

容
器

破
損

現
象

」
と

す
る

こ
と

。
【

理
由

】
公

式
の

法
規

文
書

で
は

、
で

き
う

る
か

ぎ
り

日
本

語
(
漢
字
用
語

)
を

使
う

べ
き

で
あ

る
。

⑧
「

炉
心

の
著

し
い

損
傷

の
お

そ
れ

が
あ

る
設

計
基

準
事

故
を

超
え

る
事

故
」

と
は

、
設

計
基

準
事

故
の

発
生

に
対

し
設

計
さ

れ
た

安
全

機
能

を
有

す
る

構
築

物
等

が
そ

の
安

全
機

能
を

喪
失

し
た

異
常

な
状

態
で

あ
っ

て
、

発
生

す
る

頻
度

は
極

ま
れ

で
あ

る
が

、
発

生
し

た
場

合
は

炉
心

の
著

し
い

損
傷

及
び

原
子

炉
施

設
か

ら
異

常
な

水
準

で
放

射
性

物
質

の
放

出
の

可
能

性
が

あ
り

、
原

子
炉

施
設

の
安

全
性

及
び

諸
対

策
の

有
効

性
を

評
価

す
る

観
点

か
ら

想
定

す
る

事
故

を
い

う
。

逐
条
意
見
（
S
A
対

策
基

準
)

2
/
1
0



新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
（

接
続

配
管

等
の

頑
健

性
）

B
「

同
等

の
耐

震
性

を
有

す
る

こ
と

」
と

は
、

同
等

の
地

震
動

等
に

対
し

て
機

能
維

持
で

き
る

こ
と

を
い

う
。

（
保

管
場

所
）

C
可

搬
式

代
替

設
備

の
保

管
場

所
は

、
意

図
的

な
航

空
機

衝
突

も
考

慮
す

る
こ

と
。

例
え

ば
原

子
炉

建
屋

か
ら

1
0
0
m

以
上

離
隔

を
と

り
、

原
子

炉
建

屋
と

同
時

に
影

響
を

受
け

な
い

こ
と

。
ま

た
は

、
航

空
機

衝
突

に
対

し
て

頑
健

性
を

有
す

る
こ

と
。

③
復

旧
作

業
に

対
す

る
要

求
事

項
【

基
本

的
要

求
事

項
】

（
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

保
）

３
設

備
の

被
災

状
況

の
確

認
及

び
復

旧
作

業
の

た
め

、
建

屋
外

で
必

要
と

な
る

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
を

確
保

す
る

よ
う

、
実

効
性

の
あ

る
設

計
対

応
及

び
運

用
管

理
を

行
う

こ
と

。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
「

実
効

性
」

の
判

断
基

準
が

不
明

確
で

あ
る

。
地

震
・

津
波

に
よ

り
、

ど
の

程
度

の
サ

イ
ト

内
外

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

が
ダ

メ
ー

ジ
を

受
け

る
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

の
か

？
ま

た
必

要
な

復
旧

能
力

は
？

具
体

的
な

ガ
イ

ダ
ン

ス
が

必
要

で
あ

る
。

④
恒

設
代

替
設

備
に

対
す

る
要

求
事

項
【

基
本

的
要

求
事

項
】

（
信

頼
性

向
上

）
１

重
要

度
の

特
に

高
い

安
全

機
能

を
有

す
る

設
備

の
機

能
喪

失
に

対
し

て
、

可
搬

式
代

替
設

備
に

よ
り

必
要

な
機

能
を

確
保

で
き

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
更

な
る

信
頼

性
向

上
を

図
る

た
め

、
原

則
と

し
て

、
恒

設
代

替
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

。
（

次
ペ

ー
ジ

以
降

、
個

別
に

明
記

。
）

【
意

見
：

井
野

博
満

】
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

骨
子

案
（

１
）

共
通

事
項

④
（

ｐ
9
）

に
、

「
（

信
頼
性
向
上
）
１

重
要

度
の

特
に

高
い

安
全

機
能

を
有

す
る

設
備

の
機

能
喪

失
に

対
し

て
、

可
搬

式
代

替
設

備
に

よ
り

必
要

な
機

能
を

確
保

で
き

る
場

合
で

あ
っ

て
も

、
更

な
る

信
頼

性
向

上
を

図
る

た
め

、
原

則
と

し
て

、
恒

設
代

替
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

。
」

と
記

載
さ

れ
て

お
り

、
具

体
的

に
、

ｐ
1
7
に

は
、

「
更

な
る

信
頼

性
向

上
を

図
る

た
め

、
恒

設
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
代

替
注

水
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

。
（
特
定
安
全
施
設
）

」
、
ｐ

1
9
に

は
「

更
な

る
信

頼
性

向
上

を
図

る
た

め
、

格
納

容
器

雰
囲

気
の

圧
力

及
び

温
度

を
低

下
さ

せ
る

設
備

の
多

重
性

を
図

り
、

一
つ

の
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
・

ベ
ン

ト
設

備
を

特
定

安
全

施
設

と
す

る
こ

と
」

、
「

更
な

る
信

頼
性

向
上

を
図

る
た

め
、

恒
設

の
格

納
容

器
下

部
注

水
設

備
を

特
定

安
全

施
設

と
し

て
整

備
す

る
こ

と
」

と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
記

述
に

お
い

て
、

「
更

な
る

信
頼

性
向

上
を

図
る

た
め

、
」

お
よ

び
「

原
則

と
し

て
、

」
と

い
う

表
現

が
あ

る
が

、
こ

れ
ら

を
削

除
し

、
安

全
対

策
の

必
須

の
条

件
と

す
べ

き
で

あ
る

。

（
理

由
）

安
全

基
準

は
、

現
在

の
技

術
に

よ
っ

て
可

能
な

対
策

は
す

べ
て

実
施

す
る

と
い

う
原

則
に

立
つ

べ
き

で
あ

る
。

「
更

な
る

信
頼

性
向

上
を

図
る

た
め

」
と

い
う

文
言

は
、

将
来

的
に

、
新

た
な

科
学

的
知

見
や

技
術

の
向

上
が

あ
っ

た
場

合
に

、
そ

れ
を

取
り

入
れ

た
対

策
を

お
こ

な
う

と
い

う
場

合
に

使
う

べ
き

言
葉

で
あ

っ
て

、
時

間
が

か
か

る
か

ら
当

面
後

回
し

に
し

て
よ

い
と

い
う

再
稼

働
を

急
ぐ

た
め

の
方

便
と

し
て

使
う

べ
き

で
な

い
。

な
お

、
検

討
チ

ー
ム

会
合

（
1
月

3
1
日
、
第

1
3
回

）
で

、
更

田
委

員
が

答
え

た
「

３
、

４
年

使
わ

な
い

と
設

備
が

劣
化

し
、

再
起

動
が

新
設

よ
り

も
大

変
に

な
る

の
で

、
適

切
な

バ
ラ

ン
ス

が
必

要
」

と
い

う
趣

旨
の

理
屈

は
不

可
解

で
あ

る
。

そ
れ

は
再

稼
働

を
急

ぐ
技

術
的

な
理
由
に
な
ら
な
い
。

（
す
で
に

停
止
し
て

か
ら

1
-
2
年

経
過

し
て

い
る

の
で

事
態

は
似

た
よ

う
な

も
の

で
あ

る
。

）
電

力
会

社
の

経
済

的
な

要
求

に
配

慮
し

た
発

言
で

は
な

い
の

か
。

安
全

基
準

を
定

め
る

の
に

、
安

全
性

以
外

の
要

因
を

考
慮

し
て

は
な

ら
な

い
は

ず
で

あ
る

。

逐
条
意
見
（
S
A
対

策
基

準
)
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1
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新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
【

意
見

：
川

井
康

郎
】

考
え

方
が

逆
で

は
な

い
か

？
ま

ず
S
A
に

対
し

て
は

恒
設

設
備

を
機

能
さ

せ
、

可
搬

設
備

は
更

な
る

信
頼

性
向

上
の

た
め

に
補

助
的

に
用

意
す

べ
き

も
の

で
あ

る
。

短
時

間
に

準
備

が
可

能
な

可
搬

設
備

を
上

位
に

置
く

こ
と

で
、

当
面

の
再

稼
働

を
容

易
に

す
る

た
め

の
方

便
と

し
か

思
え

な
い

。
ま

た
恒

設
設

備
へ

の
「

原
則

と
し

て
」

と
い

う
言

葉
は

不
要

で
あ

る
。

基
準

文
書

に
判

断
が

曖
昧

と
な

る
用

語
を

用
い

て
は

な
ら

な
い

・

（
２

）
手

順
書

の
整

備
、

訓
練

の
実

施
、

体
制

の
整

備
【

基
本

的
要

求
事

項
】

設
計

基
準

事
故

を
超

え
る

事
故

に
的

確
か

つ
柔

軟
に

対
処

で
き

る
よ

う
、

予
め

手
順

書
を

整
備

し
、

訓
練

を
行

う
と

と
も

に
人

員
確

保
等

の
必

要
な

体
制

を
整

備
す

る
こ

と
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
（

注
：

原
子

炉
設

置
許

可
に

お
い

て
は

、
以

下
の

基
本

方
針

を
確

認
し

、
保

安
規

定
認

可
等

の
後

続
規

制
に

お
い

て
詳

細
を

確
認

す
る

。
）

A
手

順
書

の
整

備
は

、
以

下
に

よ
る

こ
と

。
(
a
)

全
て

の
交

流
電

源
及

び
直

流
電

源
の

喪
失

、
安

全
系

の
機

器
、

計
測

器
類

の
多

重
故

障
等

を
想

定
し

、
限

ら
れ

た
時

間
の

中
で

プ
ラ

ン
ト

状
態

の
把

握
や

実
施

す
べ

き
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

に
つ

い
て

正
確

な
判

断
を

行
う

た
め

に
必

要
と

な
る

情
報

の
種

類
及

び
そ

の
入

手
の

方
法

や
判

断
基

準
が

整
理

さ
れ

、
ま

と
め

ら
れ

て
い

(
b
)

炉
心

損
傷

及
び

格
納

容
器

破
損

を
防

ぐ
た

め
に

最
優

先
す

べ
き

操
作

等
の

判
断

基
準
を
予

め
明

確
化

し
て

お
く

こ
と

。
（

S
L
C
S
、

海
水

、
ベ

ン
ト

の
使

用
を

含
む

）

（
５

）
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

の
減

圧
対

策
【

基
本

的
要

求
事

項
】

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
が

高
圧

の
状

態
で

減
圧

機
能

が
喪

失
し

た
場

合
に

、
炉

心
の

著
し

い
損

傷
を

防
止

し
、

格
納

容
器

破
損

を
防

止
す

る
た

め
、

当
該

機
能

を
復

旧
、

代
替

す
る

こ
と

等
に

よ
り

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

設
備

、
手

順
等

を
整

備
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

菅
波

完
】

「
格

納
容

器
が

破
損

す
る

こ
と

を
防

ぐ
」

な
ら

ば
と

も
か

く
、

「
炉

心
損

傷
を

防
ぐ

」
た

め
に

放
射

能
を

外
部

に
放

出
す

る
ベ

ン
ト

は
、

い
く

ら
フ

ィ
ル

タ
で

放
射

能
を

低
減

し
た

と
し

て
も

、
こ

れ
を

許
す

の
は

問
題

だ
。

「
格

納
容

器
破

損
を

防
ぐ

」
た

め
の

万
全

の
準

備
は

、
他

の
方

法
で

行
う

べ
き

だ
。

ベ
ン

ト
は

、
格

納
容

器
が

破
損

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
の

あ
ら

ゆ
る

手
段

が
万

策
尽

き
た

場
合

に
、

最
後

の
手

段
と

し
て

や
む

を
得

ず
行

う
も

の
と

す
べ

き
だ

。

【
意

見
：

長
谷

川
泰

司
】

「
手

順
書

の
整

備
、

訓
練

の
実

施
、

体
制

の
整

備
」

で
規

定
さ

れ
て

い
る

内
容

が
不

十
分

で
す

。
①

「
手

順
書

」
は

単
に

整
理

さ
れ

、
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

規
定

す
る

だ
け

で
な

く
、

提
出

書
類

と
し

て
義

務
付

け
る

べ
き

で
す

。
何

ら
か

の
事

故
が

起
き

た
時

に
、

手
順

通
り

対
応

し
て

い
た

か
ど

う
か

を
確

認
す

る
こ

と
を

可
能

に
す

る
た

め
で

す
。

当
然

の
こ

と
な

が
ら

改
版

の
た

び
に

提
出

す
る

こ
と

を
義

務
付

け
る

べ
き

で
す

。
か

つ
て

東
電

が
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
す

べ
て

黒
塗

り
で

国
会

に
提

出
し

た
こ

と
を

考
え

る
と

、
こ

う
し

た
措

置
が

必
要

と
考

え
ま

す
。

②
「

訓
練

」
は

、
対

象
者

が
固

定
な

の
か

変
動

す
る

の
か

、
ど

の
程

度
の

頻
度

で
ど

の
よ

う
な

規
模

で
行

う
の

か
、

こ
れ

に
よ

っ
て

何
を

ど
こ

ま
で

保
全

し
よ

う
と

し
て

い
る

の
か

を
、

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
に

具
体

的
に

表
現

す
べ

き
と

考
え

ま
す

（
そ

の
内

容
に

よ
っ

て
は

さ
ら

に
規

定
内

容
を

検
討

す
る

必
要

が
生

じ
る

で
し

ょ
う

）
。

ま
た

、
図

面
、

操
作

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

ど
こ

に
あ

る
か

明
ら

か
に

し
、

そ
れ

ら
の

保
管

場
所

に
関

す
る

報
告

も
義

務
付

け
る

べ
き

と
考

え
ま

す
。

③
「

体
制

」
は

、
地

震
な

ど
に

よ
り

ア
ク

セ
ス

が
寸

断
さ

れ
た

場
合

に
、

要
員

を
現

場
へ

移
動

さ
せ

る
手

段
に

つ
い

て
も

言
及

す
べ

き
で

す
。

逐
条
意
見
（
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A
対
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準
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新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
【

要
求

事
項

の
詳

細
】

A
「

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

減
圧

す
る

設
備

、
手

順
等

」
と

は
、

以
下

に
規

定
す

る
措

置
又

は
こ

れ
と

同
等

以
上

の
効

果
を

有
す

る
措

置
と

す
る

。
（

Ｉ
Ｓ

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

）

(
g
)

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

L
O
C
A

発
生

時
に

お
い

て
、

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
の

損
傷

箇
所

を
隔

離
す

る
。

隔
離

で
き

な
い

場
合

、
原

子
炉

を
減

圧
し

、
原

子
炉

冷
却

材
の

漏
え

い
を

抑
制

す
る

た
め

に
、

逃
が

し
安

全
弁

（
B
W
R
）

、
主

蒸
気

逃
が

し
弁

及
び

加
圧

器
逃

が
し

弁
（

P
W
R
）

を
作

動
さ

せ
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

の
減

圧
操

作
が

行
え

る
よ

う
、

手
順

が
整

備
さ

れ
て

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
シ

ス
テ

ム
L
O
C
A
の

用
語

定
義

を
す

る
こ

と
【
理
由
】

衆
知

さ
れ

た
用

語
で

は
な

い
。

（
1
0
）

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し

た
溶

融
炉

心
の

冷
却

対
策

【
基

本
的

要
求

事
項

】
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
、

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

、
格

納
容

器
下

部
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

を
冷

却
（

M
C
C
I

及
び

溶
融

炉
心

の
拡

が
り

を
抑

制
）

す
る

格
納

容
器

下
部

注
水

設
備

、
手

順
等

を
整

備
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
注

水
設

備
だ

け
で

は
不

足
で

あ
る

。
福

島
事

故
で

は
、

格
納

容
器

破
損

に
よ

り
炉

心
溶

融
物

冷
却

水
の

循
環

、
処

理
、

再
使

用
に

大
き

な
障

害
が

生
じ

て
い

る
。

海
水

使
用

を
前

提
と

し
た

廃
水

処
理

（
塩

分
と

放
射

性
物

質
の

除
去

）
な

ら
び

に
循

環
冷

却
の

た
め

の
恒

久
設

備
を

「
特

定
安

全
施

設
」

と
し

て
設

置
す

る
こ

と
。

（
1
1
）

格
納

容
器

内
の

水
素

爆
発

防
止

対
策

【
基

本
的

要
求

事
項

】
炉

心
の

著
し

い
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
、

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

、
格

納
容

器
内

の
水

素
爆

発
を

防
止

す
る

設
備

、
手

順
等

を
整

備
す

る
こ

と
。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
A

「
水

素
爆

発
を

防
止

す
る

設
備

、
手

順
等

」
と

は
、

以
下

に
規

定
す

る
措

置
又

は
こ

れ
と

同
等

以
上

の
効

果
を

有
す

る
措

置
と

す
る

。
＜

B
W
R
＞

(
a
)

雰
囲

気
を

不
活

性
化

す
る

こ
と

。
＜

P
W
R

の
う

ち
必

要
な

炉
型

＞
(
b
)

水
素

濃
度

制
御

設
備

を
設

置
す

る
こ

と
。

(
c
)

更
な

る
信

頼
性

向
上

を
図

る
た

め
、

水
素

濃
度

制
御

設
備

を
特

定
安

全
施

設
と

し
て

整
備

す
る

こ
と

。
＜

P
W
R

及
び

B
W
R

共
通

＞
(
d
)

水
素

ガ
ス

を
格

納
容

器
外

に
排

出
す

る
場

合
に

は
、

ラ
イ

ン
に

防
爆

設
備

、
放

射
性

物
質

の
低

減
設

備
、

水
素

及
び

放
射

性
物

質
濃

度
測

定
装

置
を

設
け

る
こ

と
。

(
e
)

炉
心

の
著

し
い

損
傷

時
に

水
素

濃
度

が
変

動
す

る
可

能
性

の
あ

る
範

囲
で

測
定

で
き

る
監

視
設

備
を

設
置

す
る

こ
と

。
(
f
)

こ
れ

ら
の

設
備

は
、

代
替

交
流

電
源

か
ら

の
給

電
を

可
能

と
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
ラ

イ
ン

の
み

な
ら

ず
格

納
容

器
内

部
を

含
む

全
て

の
関

連
系

内
の

電
気

、
計

装
機

器
は

水
素

防
爆

品
で

あ
る

こ
と

。

(
g
)

炉
心

の
著

し
い

損
傷

後
、

水
の

放
射

線
分

解
に

よ
る

水
素

及
び

酸
素

の
水

素
爆

発
を

防
止

す
る

手
順

等
を

整
備

す
る

こ
と

。

逐
条
意
見
（
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対
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新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
（

1
3
）

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

の
冷

却
、

遮
へ

い
、

未
臨

界
確

保
対

策
【
意
見
】

2
0
1
1
年

3
月

1
4
日
午

前
1
1
時

0
1
分
福
島

3
号
機
使
用
済
燃
料
プ

-
ル

核
爆

発
を

「
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

」
と

し
て

認
知

し
て

、
新

安
全

基
準

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

）
に

反
映

し
な

け
れ

ば
な

【
基

本
的

要
求

事
項

】
【

理
由

】
新

安
全

基
準

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

）
骨

子
案

の
2
8
ペ

ー
ジ

に
は

『
（

1
3
）

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

の
冷

却
、

遮
へ

い
、

未
臨

界
確

保
対

策
』

の
項

目
が

あ
る

。
し

か
し

、
そ

の
「

基
本

的
要
求
事
項
」
は
旧

来
「
安
全

設
計
審
査

指
針
指
針

4
9
．

燃
料

の
貯

蔵
設

備
及

び
取

扱
設

備
」

と
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。

福
島

3
号

機
使
用
済
燃
料
プ

-
ル

核
爆

発
を

「
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

」
と

し
て

認
知

し
て

、
事

故
原

因
究

明
、

再
発

防
止

対
策

、
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

を
し

て
い

な
い

。
参

照
U
R
L

は
以

下
の

と
お

り
。

１
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

冷
却

又
は

注
水

機
能

の
喪

失
、

小
規

模
な

プ
ー

ル
水

の
漏

え
い

を
伴

う
設

計
基

準
を

超
え

る
事

故
が

発
生

し
た

場
合

に
、

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

内
の

燃
料

の
冷

却
、

遮
へ

い
及

び
臨

界
防

止
す

る
設

備
、

手
順

等
を

整
備

[
原
子
力
公
益
通
報

i
n

J
N
E
S
の

ウ
ェ

ル
カ

ム
メ

ッ
セ

ー
ジ

]

２
大

規
模

な
プ

ー
ル

水
の

漏
え

い
等

に
よ

り
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

水
位

維
持

が
で

き
な

い
場

合
に

、
燃

料
損

傷
を

緩
和

し
、

臨
界

を
防

止
す

る
設

備
、

手
順

等
を

整
備

す
る

こ
と

。

h
t
t
p
s
:
/
/
g
r
o
u
p
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
m
/
f
o
r
u
m
/
?
f
r
o
m
g
r
o
u
p
s
#
!
f
o
r
u
m
/
n
u
c
l
e
a
r
-
w
h
i
s
t
l
e
b
i
o
w
-
i
n
-
j
n
e
s

通
常

は
、

安
全

設
計

基
準

の
と

お
り

、
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
内

の
燃

料
集

合
体

は
ど

の
よ

う
な

状
態

に
な

っ
て

も
、

臨
界

に
な

ら
な

い
よ

う
に

設
計

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

3
号

機
の

場
合

に
は

、
爆

発
が

生
じ

る
ま

で
に

、
既

に
臨

界
に

な
っ

て
い

た
可

能
性

が
あ

る
。

冷
却

水
が

少
な

く
な

り
、

燃
料

被
覆

菅
上

部
が

溶
け

て
、

中
の

燃
料

ペ
レ

ッ
ト

が
崩

れ
、

積
み

木
崩

し
の

塊
状

に
な

っ
た

。
塊

状
に

な
っ

た
燃

料
ペ

レ
ッ

ト
が

、
臨

界
量

以
上

の
ウ

ラ
ン

対
水

比
率

と
な

り
、

沸
騰

水
型

原
子

炉
さ

な
が

ら
、

小
出

力
で

臨
界

状
態

と
な

っ
て

、
水

が
沸

騰
し

て
い

た
。

そ
れ

が
、

プ
ー

ル
上

方
で

の
水

素
爆

発
の

圧
力

で
、

沸
騰

水
中

の
水

蒸
気

が
圧

縮
さ

れ
た

。
水

の
「

ボ
イ

ド
係

数
」

は
負

(
マ
イ
ナ
ス

)
で

あ
る

の
で

、
ボ

イ
ド

率
(
沸
騰
水
中
の
水
蒸
気

比
率

)
が

小
さ

く
な

る
と

、
正

の
反

応
度

が
加

わ
る

。
沸

騰
水

中
の

水
蒸

気
が

圧
縮

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
一

気
に

、
正

の
反

応
度

が
加

わ
り

、
即

発
中

性
子

増
倍

率
k

=
1

と
な

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。

3
号

機
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
爆

発
時

の
ビ

デ
オ

を
観

る
と

、
爆

発
音

が
3
回

聞
こ
え
る
。
最
初
の
爆

発
音
は
、

水
素
爆
発

。
2
回
目
、

3
回

目
の

爆
発

音
は

核
爆

発
と

推
測

さ
れ

る
。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
o
u
t
u
b
e
.
c
o
m
/
w
a
t
c
h
?
v
=
O
i
Z
m
L
q
W
n
j
g
c
&
f
e
a
t
u
r
e
=
r
e
l
a
t
e
d

(
注

)
ビ

デ
オ

爆
発

音
は

撮
影

時
の

も
の

で
は

な
く

、
後

付
け

、
偽

造
と

の
話

も
あ

る
。

[
原

子
力

規
制

委
員

会
へ

の
質

問
]

h
t
t
p
s
:
/
/
g
r
o
u
p
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
m
/
f
o
r
u
m
/
?
f
r
o
m
g
r
o
u
p
s
=
#
!
t
o
p
i
c
/
n
u
c
l
e
a
r
-
w
h
i
s
t
l
e
b
i
o
w
-
i
n
-

j
n
e
s
/
T
1
S
t
s
V
X
X
p
m
M
%
5
B
1
-
2
5
-
f
a
l
s
e
%
5
D

新
安

全
基

準
は

格
納

容
器

内
原

子
炉

か
ら

の
放

射
能

拡
散

防
止

の
観

点
か

ら
作

成
し

て
い

ま
す

。
格

納
容

器
外

の
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
核

爆
発

が
真

実
で

あ
れ

ば
、

原
子

炉
格

納
容

器
外

で
の

放
射

能
拡

散
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

福
島

原
発

事
故

で
の

放
射

能
量

の
大

半
が

、
こ

の
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
核

爆
発

が
原

因
で

あ
っ

た
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

結
局

、
新

安
全

基
準

は
、

福
島

原
発

事
故

再
発

防
止

策
と

は
無

縁
の

も
の

、
役

に
立

た
な

い
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

す
。

そ
こ

で
、

以
下

に
示

す
と

お
り

、
本

日
(
2
0
1
3
年

2
月

2
日

)
、

原
子

力
規

制
委

員
会

に
質

問
を

し
ま

し
た

。
連

絡
申

し
上

げ
ま

す
。

逐
条
意
見
（
S
A
対

策
基

準
)

6
/
1
0



新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
【
原
子
力
規
制
委
員

会
へ
の
質

問
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
n
s
r
.
g
o
.
j
p
/
s
s
l
/
c
o
n
t
a
c
t
/
i
n
d
e
x
.
p
h
p

】
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

f
u
j
i
w
a
r
a
_
s
e
t
s
u
o
2
0
0
4
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

種
類

：
原

子
力

規
制

委
員

会
へ

の
御

質
問

件
名
：

2
0
1
1
年

3
月

1
4
日
の
福

島
3
号

機
爆

発
は

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

核
爆

発
内
容

(
1
0
0
0
文

字
以

内
)

：
【

至
急

要
回

答
】

日
本

、
ド

イ
ツ

の
原

爆
開

発
は

低
濃

縮
ウ

ラ
ン

、
天

然
ウ

ラ
ン

を
使

用
。

軽
水

、
重

水
に
よ
る
減
速
中
性

子
即
発
臨

界
が
起
爆

材
。
福
島

3
号

機
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
核

爆
発

の
原

理
を

核
爆

弾
に

応
用

し
た

も
の

。
h
t
t
p
:
/
/
t
.
c
o
/
y
T
8
C
I
H
o
0

h
t
t
p
:
/
/
t
.
c
o
/
t
v
J
9
J
P
d
5

参
考

U
R
L
：

h
t
t
p
s
:
/
/
g
r
o
u
p
s
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
m
/
f
o
r
u
m
/
?
f
r
o
m
g
r
o
u
p
s
#
!
f
o
r
u
m
/
n
u
c
l
e
a
r
-
w
h
i
s
t
l
e
b
i
o
w
-
i
n
-
j
n
e
s

質
問

(
1
)
「

2
0
1
1
年

3
月

1
4
日
の
福
島

3
号

機
爆

発
は

核
爆

発
で

は
な

い
。

水
素

爆
発

だ
」

と
ま

だ
、

言
い

張
る

の
で

し
ょ

う
か

。
質
問

(
2
)
昭

和
天

皇
は

玉
音

放
送

で
「

敵
は

新
に

残
虐

な
る

爆
弾

を
使

用
し

て
、

し
き

り
に

無
辜

を
殺

傷
し

惨
害

の
及

ぶ
所

、
真

に
測

る
べ

か
ら

ざ
る

に
至

る
。

し
か

も
な

お
交

戦
を

継
続

せ
ん

か
。

つ
い

に
我

が
民

族
の

滅
亡

を
招

来
す

る
の

み
な

ら
ず

、
ひ

い
て

人
類

の
文

明
を

も
破

却
す

べ
し

」
と

原
子

爆
弾

に
対

す
る

抗
議

を
行

っ
た

。
炉

物
理

か
ら

は
、

こ
の

「
残

虐
な

る
爆

弾
」

を
「

残
虐

な
る

原
発

」
と

読
み

替
え

て
も

良
い

の
で

し
ょ

う
か

。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
C

第
2

項
の

設
備

、
手

順
等

と
は

、
以

下
に

規
定

す
る

措
置

又
は

こ
れ

と
同

等
以

上
の

効
果

を
有

す
る

措
置

と
す

る
。

(
a
)

ス
プ

レ
イ

設
備

と
し

て
、

可
搬

式
ス

プ
レ

イ
設

備
（

例
、

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
、

ス
プ

レ
イ

ラ
イ

ン
、

ポ
ン

プ
車

）
を

配
備

す
る

こ
と

。
【

意
見

：
川

井
康

郎
】

ス
プ

レ
イ

の
み

で
使

用
済

み
燃

料
冷

却
を

維
持

す
る

こ
と

は
可

能
な

の
か

？
＜

（
こ

れ
は

パ
ブ

コ
メ

と
は

別
の

疑
問

）
そ

も
そ

も
、

と
り

わ
け

B
W
R
に

お
け

る
使

用
済

み
燃

料
は

水
冷

キ
ャ

ス
ク

に
て

、
よ

り
安

全
な

地
上

設
置

の
一

次
保

管
プ

ー
ル

に
移

設
す

る
こ

と
は

出
来

な
い

の
か

？
＞

(
b
)

ス
プ

レ
イ

設
備

は
、

代
替

注
水

設
備

に
よ

っ
て

使
用

済
燃

料
貯

蔵
プ

ー
ル

の
水

位
維

持
で

き
な

い
場

合
で

も
、

燃
料

冷
却

を
維

持
で

き
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

（
所

内
直

流
電

源
の

容
量

）
(
a
)

所
内

恒
設

直
流

電
源

設
備

は
、

負
荷

切
り

離
し

を
行

わ
ず

に
8

時
間

、
電

気
の

供
給

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
「

負
荷

切
り

離
し

を
行

わ
ず

に
」

に
は

、
中

央
制

御
室

に
お

い
て

簡
易

な
操

作
で

負
荷

の
切

り
離

し
を

行
う

場
合

を
含

ま
な

い
。

加
え

て
、

必
要

な
負

荷
以

外
を

切
り

離
し

て
残

り
1
6

時
間

の
合

計
2
4

時
間

に
わ

た
り

、
電

気
の

供
給

が
可

能
で

あ
る

こ
と

。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
何

故
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
？

燃
料

供
給

の
面

か
ら

、
緊

急
用

と
し

て
は

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
の

方
が

遥
か

に
信

頼
性

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

(
d
)

所
内

直
流

電
源

設
備

か
ら

給
電

で
き

る
一

定
の

期
間

内
に

十
分

な
余

裕
を

持
っ

て
可

搬
式

代
替

電
源

の
繋

ぎ
込

み
、

給
電

開
始

で
き

る
こ

と
。

【
意
見
：
滝
谷
紘
一
】

「
一

定
の

期
間

内
に
」
に
つ
い
て
、
具

体
的

な
期

間
の

数
値

を
明

記
す
る
こ
と

【
理
由
】

「
一

定
の

」
の

だ
け
で
は

、
恣

意
的

判
断

が
入

り
、
明

確
な
基

準
に
な
ら
な
い
。
参

考
ま
で
に
、

３
．
（
２
）
E
で
は

、
「
一

定
期

間
」
の

例
示

を
示

し
て
い
る
。

逐
条
意
見
（
S
A
対

策
基

準
)
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1
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新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
（

1
6
）

制
御

室
【

基
本

的
要

求
事

項
】

（
制

御
室

）
１

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
に

、
可

能
な

限
り

、
運

転
員

が
制

御
室

に
と

ど
ま

り
対

策
操

作
が

で
き

る
設

備
、

手
順

等
を

整
備

す
る

こ
と

。
２

制
御

室
に

と
ど

ま
る

こ
と

が
で

き
な

い
状

態
に

な
る

こ
と

に
備

え
、

第
二

制
御

室
を

整
備

す
る

こ
と

。
【

要
求

事
項

の
詳

細
】

(
c
)

な
お

、
格

納
容

器
破

損
防

止
対

策
が

有
効

に
機

能
し

な
か

っ
た

場
合

は
、

第
二

制
御

室
で

対
処

す
る

こ
と

を
想

定
し

、
第

二
制

御
室

の
居

住
性

に
つ

い
て

、
同

様
の

評
価

を
行

う
こ

と
。

こ
の

場
合

に
想

定
す

る
放

射
性

物
質

の
放

出
量

等
は

東
京

電
力

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

と
同

等
（

例
え

ば
、

原
子

炉
建

屋
か

ら
の

放
出

量
は

、
イ

ン
ベ

ン
ト

リ
ー

の
X
%
／

時
間

×
Y

時
間

。
累

積
出

現
頻

度
Z
%
の

気
象

条
件

）
と

す
る

こ
と

。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
福

島
第

一
の

事
故

は
最

悪
で

は
な

い
。

X
%
に

関
し

て
は

、
最

悪
を

考
慮

し
、

1
0
0
%
の

放
射

能
放

出
量

を
前

提
と

す
べ

き
で

あ
る

。

（
1
8
）

計
装

設
備

【
基

本
的

要
求

事
項

】
設

計
基

準
事

故
を

超
え

る
事

故
が

発
生

し
、

一
部

の
常

用
及

び
非

常
用

の
計

測
機

器
が

故
障

し
た

場
合

に
、

プ
ラ

ン
ト

の
必

須
情

報
を

推
定

で
き

る
設

備
、

手
順

等
を

整
備

す
る

こ
と

。

【
基

本
的

要
求

事
項

】
１

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
で

も
、

原
子

炉
施

設
か

ら
放

出
さ

れ
る

放
射

性
物

質
及

び
放

射
線

の
状

況
を

監
視

、
測

定
、

記
録

す
る

設
備

、
手

順
等

を
整

備
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
廃

水
な

ら
び

に
周

辺
海

水
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
追

加
す

べ
き

で
あ

る
。

と
り

わ
け

、
福

島
事

故
で

は
深

刻
な

海
洋

汚
染

を
引

き
起

こ
し

、
現

在
も

膨
大

量
の

循
環

冷
却

水
が

敷
地

内
に

滞
留

し
て

お
り

、
地

下
水

な
ら

び
に

海
洋

の
汚

染
可

能
性

に
つ

い
て

は
予

断
な

ら
な

い
。

２
ま

た
、

風
向

、
風

速
等

を
測

定
、

記
録

す
る

設
備

、
手

順
等

も
整

備
す

る
こ

と
。

（
2
1
）

敷
地

外
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
抑

制
対

策
【

基
本

的
要

求
事

項
】

炉
心

の
著

し
い

損
傷

及
び

格
納

容
器

の
破

損
に

至
っ

た
場

合
又

は
使

用
済

燃
料

貯
蔵

プ
ー

ル
の

燃
料

損
傷

に
至

っ
た

場
合

に
、

敷
地

外
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
を

抑
制

す
る

設
備

、
手

順
等

を
整

備
す

る
こ

と
。

【
意

見
：

長
谷

川
泰

司
】

「
計

装
設

備
」

の
「

推
定

で
き

る
設

備
、

手
順

を
整

備
す

る
こ

と
」

の
意

味
が

分
か

り
ま

せ
ん

。
「

設
計

基
準

事
故

を
超

え
る

事
故

が
発

生
し

、
一

部
の

常
用

及
び

非
常

用
の

計
測

機
器

が
故

障
し

た
場

合
に

、
プ

ラ
ン

ト
の

必
須

情
報

を
推

定
で

き
る

設
備

、
手

順
等

を
整

備
す

る
こ

と
。

」
と

い
う

表
現

が
あ

り
ま

す
が

、
推

定
で

は
確

か
ら

し
さ

が
保

証
さ

れ
ま

せ
ん

。
事

故
に

お
い

て
生

じ
て

い
る

事
象

を
正

確
に

と
ら

え
る

こ
と

が
で

き
な

け
れ

ば
、

的
確

な
対

応
は

で
き

な
い

は
ず

で
す

。
推

定
で

も
十

分
に

判
断

が
可

能
な

情
報

を
得

ら
れ

る
と

い
う

の
で

あ
れ

ば
、

「
設

計
基

準
」

に
そ

の
よ

う
な

設
備

、
手

順
を

用
意

す
べ

き
と

書
け

ば
い

い
の

で
は

な
い

で
す

か
。

そ
も

そ
も

ど
う

し
た

ら
こ

の
よ

う
な

、
推

定
で

判
断

で
き

る
よ

う
な

こ
と

が
可

能
な

の
で

し
ょ

う
。

逐
条
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見
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新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
【

要
求

事
項

の
詳

細
】

A
「

敷
地

外
へ

の
放

射
性

物
質

の
拡

散
を

抑
制

す
る

設
備

、
手

順
等

」
と

は
、

以
下

に
規

定
す

る
措

置
又

は
こ

れ
と

同
等

以
上

の
効

果
を

有
す

る
措

置
と

す
る

。
(
a
)

原
子

炉
建

屋
に

放
水

で
き

る
設

備
を

配
備

す
る

こ
と

。

３
．

設
計

基
準

を
超

え
る

外
部

事
象

へ
の

対
応

（
２

）
特

定
安

全
施

設
【

基
本

的
要

求
事

項
】

（
用

語
の

定
義

）
○

「
特

定
安

全
施

設
」

と
は

、
意

図
的

な
航

空
機

衝
突

等
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
等

に
よ

り
、

炉
心

の
著

し
い

損
傷

の
お

そ
れ

が
生

じ
た

か
、

若
し

く
は

、
損

傷
が

発
生

し
た

場
合

に
お

い
て

、
格

納
容

器
の

破
損

に
よ

る
多

量
の

放
射

性
物

質
の

放
出

を
抑

制
す

る
た

め
の

機
能

を
有

す
る

施
設

を
い

う
。

（
再

掲
）

【
意
見
：
筒
井
哲
朗

】
福
島
第

1
原

発
事

故
に

お
い

て
、

事
故

直
後

に
お

い
て

も
現

在
に

お
い

て
も

、
依

然
と

し
て

困
難

な
問

題
は

汚
染

水
の

処
理

循
環

で
あ

る
。

汚
染

水
・

処
理

循
環

設
備

を
、

福
島

第
1
原

発
以

上
の

規
模

に
お

い
て

設
置

す
べ

き
で

あ
る

。

【
要

求
事

項
の

詳
細

】
D

第
三

号
に

お
け

る
「

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

に
必

要
な

設
備

」
と

は
、

以
下

の
設

備
を

い
う

。
（

代
表

プ
ラ

ン
ト

に
お

け
る

例
）

(
f
)

サ
ポ

ー
ト

機
能

：
電

源
設

備
、

計
装

設
備

、
第

二
制

御
室

、
通

信
連

絡
設

備
(
g
)

上
記

設
備

の
関

連
設

備
（

例
：

減
圧

弁
、

配
管

等
）

(
h
)

第
二

制
御

室
は

、
「

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

に
必

要
な

設
備

」
の

運
転

制
御

を
行

う
た

め
の

制
御

室
機

能
を

有
す

る
こ

と
。

(
i
)

通
信

連
絡

設
備

は
第

二
制

御
室

に
整

備
さ

れ
、

中
央

制
御

室
、

発
電

所
内

緊
急

時
対

策
所

そ
の

他
の

必
要

箇
所

と
の

通
信

連
絡

を
行

え
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
放

水
に

よ
る

、
汚

染
物

質
を

含
ん

だ
表

面
水

が
海

水
や

地
下

水
の

汚
染

を
引

き
起

こ
さ

な
い

よ
う

な
処

理
設

備
を

も
う

け
る

こ
と

。
恒

設
循

環
処

理
設

備
と

の
統

合
も

可
。

【
意

見
：

川
井

康
郎

】
発

電
所

内
緊

急
時

対
策

所
（

こ
れ

ま
で

の
い

わ
ゆ

る
免

震
棟

に
相

当
す

る
も

の
と
理
解
）
は
特
定
安

全
施
設
例

の
(
f
)
項

（
サ

ポ
ー

ト
機

能
：

電
源

設
備

、
計

装
設

備
、

第
二

制
御

室
、

通
信
連
絡
設
備
）
に

含
ま
れ
て

い
な
い
。

S
A
の

際
の

重
要

施
設

と
し

て
準

備
さ

れ
る

べ
き

も
の

で
あ

り
、

「
特

定
安

全
施

設
」

に
含

め
る

べ
き

で
あ

る
。
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新
安

全
基

準
(
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

)
骨

子
案

意
見

お
よ

び
理

由
４

．
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

対
策

の
有

効
性

の
評

価
（

１
）

炉
心

損
傷

防
止

対
策

及
び

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策

の
有

効
性

評
価

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
①

限
界

圧
力

と
限

界
温

度
を

「
用

語
の

定
義

」
に

含
め

る
こ

と

【
基

本
的

要
求

事
項

】
（

炉
心

損
傷

防
止

対
策

に
係

る
有

効
性

評
価

）
１

原
子

炉
設

置
者

は
、

炉
心

の
著

し
い

損
傷

の
お

そ
れ

が
あ

る
設

計
基

準
事

故
を

超
え

る
事

故
の

発
生

を
想

定
し

、
以

下
の

各
号

に
つ

い
て

、
炉

心
の

著
し

い
損

傷
に

至
る

の
を

防
止

す
る

た
め

の
対

策
の

有
効

性
を

評
価

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

一
炉

心
は

著
し

い
損

傷
に

至
る

こ
と

な
く

、
か

つ
、

十
分

な
冷

却
が

可
能

で
あ

る
こ

と 二
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
か

か
る

圧
力

は
、

最
高

使
用

圧
力

又
は

限
界

圧
力

を
下

回
る

こ
と

三
格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
か

か
る

圧
力

は
、

最
高

使
用

圧
力

又
は

限
界

圧
力

を
下

回
る

こ
と

四
格

納
容

器
バ

ウ
ン

ダ
リ

に
か

か
る

温
度

は
、

最
高

使
用

温
度

又
は

限
界

温
度

を
下

回
る

こ
と

【
理

由
：

滝
谷

紘
一

】
こ

こ
で

初
出

で
あ

り
、

一
般

的
に

は
馴

染
み

の
な

い
用

語
で

、
設

置
許

可
申

請
書

に
お

い
て

も
使

わ
れ

て
い

な
い

か
ら

。

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
②

原
子

力
規

制
委

員
会

が
指

定
す

る
事

故
シ

ー
ケ

ン
ス

グ
ル

ー
プ

の
中

の
「

全
交

流
電

源
喪

失
」

は
、

設
計

基
準

事
故

と
し

て
位

置
づ

け
て

、
安

全
評

価
が

な
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
。

【
理

由
：

滝
谷

紘
一

】
「

全
交

流
電

源
喪

失
」

は
新

安
全

基
準

（
設

計
基

準
）

骨
子

(
案

)
の

中
で

、
設

計
基

準
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
対

策
が

要
求

さ
れ

て
い

る
か

ら
、

そ
の

事
象

に
関

す
る

安
全

評
価

は
設

計
基

準
事

故
と

し
て

位
置

づ
け

る
の

が
妥

当
で

あ
る

。
(
前

掲
と

同
じ

)

【
意

見
：

滝
谷

紘
一

】
③

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
対

策
の

有
効

性
評

価
の

中
に

、
各

事
故

シ
ー

ケ
ン

ス
に

対
し

て
、

敷
地

境
界

及
び

周
辺

地
域

で
の

被
曝

線
量

を
評

価
す

る
こ

と
【

理
由

：
滝

谷
紘

一
】

対
策

の
有

効
性

を
評

価
す

る
中

で
、

周
辺

住
民

の
被

曝
線

量
が

い
く

ら
に

な
る

の
か

は
、

周
辺

住
民

の
安

全
確

保
、

防
災

対
策

に
も

関
連

し
て

重
要

な
評

価
項

目
で

あ
る

。

（
格

納
容

器
破

損
防

止
対

策
に

係
る

有
効

性
評

価
）

２
原

子
炉

設
置

者
は

、
炉

心
の

著
し

い
損

傷
に

伴
っ

て
発

生
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
格

納
容

器
破

損
モ

ー
ド

を
想

定
し

、
格

納
容

器
が

破
損

に
至

る
の

を
防

止
す

る
た

め
の

対
策

（
以

下
「

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策

」
と

い
う

。
）

を
講

じ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

（
再

掲
）

３
原

子
炉

設
置

者
は

、
格

納
容

器
が

破
損

し
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

前
項

の
格

納
容

器
破

損
防

止
対

策
の

有
効

性
を

確
認

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

【
意
見
：
滝
谷
紘
一
】

基
本
的

要
求

事
項

に
、
「
４

周
辺

の
公

衆
に
著

し
い
放

射
線

災
害

を
与

え
な
い
こ

と
」
を
付

け
加

え
る
こ
と
。
こ
れ

に
伴

い
、
敷

地
境

界
及

び
周

辺
住

民
の

被
曝

線
量

評
価

を
す
る
こ
と
。

【
理
由
】

周
辺

の
公

衆
に
対

し
て
著

し
い
被

曝
リ
ス
ク
を
与

え
な
い
こ
と
は

、
重

大
事

故
対

策
の

有
効

性
を
評

価
す
る
上

で
、
最

も
肝

要
な
こ
と
で
あ
る
。

逐
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意
見
（
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A
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策
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